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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







「ハッハァ！　俺様最強ぉ！」

　静まり返った深夜の路地裏で、ひどく粗そ暴ぼうな声があがる。

　その場に存在する影かげは二つ。

「あ……う」

　片や黒くろ髪かみの華きや奢しやな女子高生。

「クッハハッ、俺様に会っちまったのがテメエの運の尽つきだ」

　残りの一方は奇き妙みような姿形をしていた。剝むき出しの牙きば、額で蠢うごめく第三の眼球、深緑色に染まった肌はだ。異形としか言いようのないその風ふう体ていは、明らかに人間のものではない。

「な……なんなのよ、一体」

　地面にへたり込む彼女は、口の端はしから流れ出た血を拭ぬぐいながら、困こん惑わくの表情を浮うかべている。

「オイオイ、なーにびびってやがんだ。まだ一発ぶん殴なぐっただけだろうが」

　嬉き々きとして相手を見下ろすその瞳ひとみには、嗜し虐ぎやくの光が宿っている。

　彼女はふらつきながらも立ち上がり、自分を殴りとばした相手をきっ、と見み据すえる。

「舐なめてんじゃないわよ」

「おー、怖こええ怖え、そんな射殺すような目ぇされたんじゃ、こっちも応戦しねえと……なっ！」

　女子高生が腕うでを掲かかげた瞬しゆん間かん、彼女のそれから鮮せん烈れつな炎ほのおが噴ふき上がる。

「な……な……」

　異形の女が驚きよう嘆たんの声をあげ、気押されたように一歩、後ずさる。

「ギャハハハッ！　快感快感っ！」

　奇妙な光景だった。小こ柄がらな女子高生が異形の女を殴りとばした上、腕から炎を発生させて人外の相手をたじろがせている。

「ど、どうなってんの……あんた、人間じゃないの？」

　動どう揺ようを隠かくしきれない異形の女に対して、女子高生は不敵に口の端を吊つり上げる。

「ククク、正しよう真しん正しよう銘めいの人間だぜ……外側はな」

　台詞せりふの終しゆう了りように同期して、女子高生の全身から一いつ斉せいに火の手があがった。不自然な形容ではあるが、宵よい闇やみをのみ込むような荒あら々あらしい勢いには、そのぐらいの表現が相応ふさわしい。

「中身はもっとえげつねえがなっ！」

　女子高生のテンションに呼応するように、全身に纏まとわりついた炎が唸うなりをあげた。彼女は嘲ちよう笑しようを浮かべながら髪かみをかきあげる。紅ぐ蓮れんの炎の中にあっても、その流りゆう麗れいな長ちよう髪はつは見事な艶つやを保っていた。

「調子に……乗るなっ」

　異形の女は剝き出しの牙を更さらに伸しん長ちようさせ、敵意を漲みなぎらせる。

「ハン、この俺様とやろうってのかよ。身の程ほどを知れってんだ、バーカ」

　女子高生がそのフレーズを口走った瞬間、異形の女の表情が硬こう直ちよくする。

「その口調……あんた、まさか……」

「ククッ、おそらくテメエの想像は間ま違ちがってねえよ」

「噓うそでしょ……なんで死んだはずの『火ひ猿ざる』がこんな女子高生に!?」

　異形の女は、顔面に驚きよう愕がくを貼はり付けて目を見開く。

「あ？　んなの決まってんだろうが」

　女子高生は燃え盛る親指で自分の胸を差して、にっ、と笑った。

「ここが俺様の家なんだよ」
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「へ？　ちょ、ひゃあああっ！」

　花はな村むら祭まつりは、情けない叫さけび声と共に滑すべり落ちた。

　寝ねぼけ眼まなこで自室から出て、酔よっ払ぱらいもかくやという足取りで辿たどり着いた階段に、一歩足を踏ふみ出した矢先の出来事だった。

　それ程の急きゆう斜しや面めんではない為ため、大事には至らなかったが、衝しよう撃げきに晒さらされ続けた臀でん部ぶが悲鳴をあげている。

「うう、なんで朝っぱらからこんな目に……」

　涙なみだ目めでパジャマの上から尻しりをさすりながら、朝食の香かおり漂ただようリビングに足を向けるが、

「はうっ！」

　柱の角に、足の小指を強打した。

「をおおおっ」

　四つん這ばい状態で悶もん絶ぜつ。腰こしまである黒くろ髪かみは千々に乱れ、床ゆかに放射状に拡ひろがっている。十六歳の女子高生としては、多角的に痛々しい構図だ。

「い、痛くない痛くない」

　祭は己おのれを鼓こ舞ぶしながら立ち上がるが、物理的衝撃の前に言こと霊だまの力は無力だった。口でどう取り繕つくろおうと、痛いものは痛い。

　壁かべに手を置きながら片足跳とびでリビングを目指す。近付くにつれて濃のう度どを増す味み噌そ汁しるの香りは空の胃を刺し激げきし、祭の腹を鳴らした。それでいくらか痛みが和やわらいだ自分の色気の無さに呆あきれながらも、

「ま、健康な証しよう拠こだよね」

　と、一人納なつ得とくし、これ以上の被ひ害がいを防ぐべく慎しん重ちように歩を進めていった。

　起き床しようからものの五分で二度も痛手を被こうむるという事実が示す通り、祭は運動神経が悪い。それも壊かい滅めつ的に。

　ソフトボールでの落球、サッカーでの空から振ぶりなどは日常茶さ飯はん事じ。短たん距きよ離り走は徐じよ々じよに手足を振ふるタイミングがおかしくなり頻ひん繁ぱんに転てん倒とうするし、校庭の持久走では同じ人間の背中を何度も拝むという始末だ。

　加えて不器用である。家庭科の洋裁においては、数知れぬミシン針達が昇しよう天てんし、文化祭での喫きつ茶さ店てんでは、数多あまたのファンシーな食器達がその命を散らせていった。

　要するに全すべてにおいてどん臭い。

　それは最も早はやドジッ娘この一言で済ませられるような領域ではなく、そこまで失敗が続けば内向的になりがちでもおかしくないが、大おお雑ざつ把ぱで能天気な性格が幸いし、特に悩なやむでもなく緩ゆるい人生を送ってきていた。

「おっはよう」

　ようやく辿り着いたリビングに入り、テーブルに並んだ朝食を確かく認にんした瞬しゆん間かん、祭の現金な脳は、残った痛覚を即そく座ざに遮しや断だんした。口からは自然に軽快な挨あい拶さつが飛ぶ。

「おっす」

　椅い子すの上で胡坐あぐらをかき、広げた新聞から顔をあげることなくやたらにハスキーな声を返したのは、母親の花はな村むら光ひかり。

　肩かた口ぐちの上で切り揃そろえられた黒髪は、長さこそ娘と対照的であるが、窓から差し込む陽ひの光を受けて艶つややかに同様の輝かがやきを放つ二人のそれを見れば、彼女らが同じ遺伝子を有している事に疑問の余地は無い。

「お母さん、行ぎよう儀ぎ悪いよー」

　その言葉に、光はようやく活字から目を離はなし、祭の方を見やる。

「ギョーギ？　なんだっけ、それ？」

　元々切れ長の目を更さらに細めて、乾かわいた調子で呟つぶやく。

「お父さんがいないとこれだもんなあ……まいっか、早くご飯食べよ、ご飯！」

　どうせ直らない母親の素行と、目の前の朝食。優先事じ項こうは考えるまでもない。祭はいそいそと光の向かい側に着席し、食事を開始する。

　光は書道家という少々特とく殊しゆな職しよく業ぎよう柄がら──というよりも当人の趣しゆ味みによるところが大きいのだが──一日の大半を甚じん平べい姿で過ごす。洋風リビングにおいてその光景は違い和わ感かん必至だが、花村家においては既すでに日常の一部と化している。

「ところでさっきでかい音したけど、どした？」

　至し極ごく当然の光の疑問に対して、祭は声の調子をあげ、何故なぜだか少し得意げに答えた。

「そうそう聞いてよ、実は階段から落っこっちゃってさあ」

「ふーん」

「じ、自分から話振ったのにリアクション薄うすくない？」

「そのぐらいで驚おどろいてたらあんたの親なんてやってらんないし。それに、いかにも聞いてくださいって顔してたじゃないの。ウザい」

「う……」

「そんなどうでもいい事よりさ、あれの地方版の記事なんだけど」

　光が床に置いた新聞を足の指で示す。行儀以前に女としてどうかと思うが、指し摘てきしても無む駄だな事は分かりきっているので、祭は別の場所に言げん及きゆうする。

「そうですか、娘が階段から落ちたのはどうでもいいですか」

「んで、内容がさ」

「……うん」

　実の親からの完全スルーという仕打ちを受け、祭はなげやりに続きを促うながす。

「隣となり町まちの女子高生、行方ゆくえ不明だってさ」

　頭の隅すみに何かが引っかかり、祭の箸はしが止まる。

「あれ……確か一週間ぐらい前にも、近くで似たような事件なかった？」

「そうそう、ＯＬの失しつ踪そう事件。あれもまだ見つかってないらしい。関連性は目下捜そう査さ中って書いてあるけど」

「ふーん、物ぶつ騒そうだね」

「ちょっとそこであたし関係ないや、みたいな顔しない」

「ほえ？」

　間ま抜ぬけな声が漏もれる。対照的に光は声のトーンを落とし、箸の先を祭に突つきつける。

「あんたさ、どん臭くさいくせに昔から妙みような正義感出す時があるから、万が一何かあっても余計な事に首突っ込まないようにしなさい。かろうじて一応なんとか女の子なんだし」

　明らかに余計な一言が混じっている。祭は釈しやく然ぜんとしないまま、はーい、とだけ返して目の前の卵焼きに手を伸のばした。




「ふいー」

　腹を満たした祭は、制服に着き替がえるべく再び自室に向かっていた。さすがに後ろ向きに落ちては洒落しやれにならないので、手すりを活用し、一歩一歩踏ふみしめるようにして慎しん重ちように進む。

　そうして辿たどり着いた部屋のドアを開けた瞬間、誰もいないはずの室内からいきなり罵ば声せいが飛んできた。

「バーカ、また落ちやがっただろ、どんだけドン臭くせえんだテメエは！」

　半ば予想がついていた祭は、その声を無視して鞄かばんの中身を確認する。

「アァ？　俺様をシカトするたぁいい度胸してんじゃねえかよ。コンクリ詰づめで樹海に放置してやろうか！」

　今日はいつにも増してテンションが高い。祭は不敵な笑えみを浮うかべながら、つかつかと歩み寄ると、声の主を片手で鷲わし摑づかみにした。

「お、やんのかコラ、上等じゃねえかどっからでもかかって……っておいっ！」

　そのままベッドに放ほうり投げると、その上に腰こしを下ろして押し潰つぶす。

「──────っ！」

　暴れながら何事かわめき散らしているが全く聞き取れない。どうせ放送禁止用語のオンパレードだろうからちょうどいい。

　しばらく待って抵てい抗こうが止やんだのを確認し、解放する。

「コラァァァァァァッ!!　何してくれてんだ！　テメエみてえなガキのケツなんぞ拝んでも、これっぽっちも嬉うれしくねえんだよ！」

「あははっ」

　祭は軽くいなすように笑いながら、ベッドの上で興奮の極きよく致ちにいる声の主を見やる。

　真っ赤な猿さるのぬいぐるみ。体長十数センチの綿と布の集合体が言葉を発し、自由に動いている。そこには種も仕し掛かけも無い。

「何笑ってやがんだ、この脳のう味み噌そ天気女が！」

　声を荒あらげるが、元から顔面部分も真っ赤な為ため、顔色からは怒いかりの度合いが判別できない。

「はいはい、どーうどう」

　九年前、突とつ如じよとして祭の前に現れたそれは、強ごう引いんに部屋に住みついてしまった。現実と虚きよ構こうの区別がつかなかった当時の祭は、さしたる疑念も抱いだかずに受け入れてしまったが、

「改めて考えると……おかしいよね」

　呟つぶやきながら目の前の不思議生物を見やる。かなりのデフォルメが施ほどこされた猿は、黙だまってさえいればかわいらしい部類に入るのだが……いかんせん柄がらが悪すぎる。

「ああん？　なーに人様の顔ジロジロ見てやがんだこのクズが！」

　常時この調子なのでとても愛めでる気にはなれない。無駄とは知りつつも一応言ってみる。

「サンジュ、もうちょっとさあ、かわいらしく出来ないの？」

　サンジュ。それがこのぬいぐるみの名前だった。といっても祭の命名ではなく、彼自らがそう呼べと指定してきたものだ。

　フランス語で猿を意味するらしいが、あまりにそのまんますぎる。

「ハァ？　かわいらしく？　ケツで階段降りるような女が、かわいさ語るなんざ片腹痛えんだよ、このクサレポンチが！」

　こうなると屁へ理り屈くつを通り越こしてただのイチャモンでしかない。祭は相手にするのを切り上げて着替えに入った。

　長年の共同生活を経て、祭にとってサンジュは空気にも等しい存在と化しているので、下着姿を晒さらす事に抵抗は無い。

「相っ変わらずつまんねえ体してんな。間ま違ちがっても巨きよ乳にゆうじゃねえし、かといって洗せん濯たく板いたって程ほどでもねえ。一体どこの層に訴うつたえかけてんだテメエは」

　意味不明なセクハラも、日常茶さ飯はん事じなので軽く受け流す。

「はいはい、遅ち刻こくしちゃうからいくよー」

　白地にピンクのアクセントという、特とく徴ちよう的な配色のセーラー服を身に纏まとった祭は、机の上から首輪型のキーホルダーを手に取ると、サンジュに上から被かぶせるようにして装着する。円形の部分はサンジュの頭部よりサイズが小さいので、その顔面が細長くひしゃげる。

「あ、コラ、もっと優やさしく着けろっていつも言ってんだろが。ちょ、いでえ、目、目が痛えっつーのカス、もっとデリケートにぐえ」

　無事に嵌はまった。その先を鞄の金具と結合させ、サンジュごとぶら下げる。

「おし、じゃあ行きますか！」

「落ちんじゃねえぞ。テメエと心中なんて御ご免めんだからな」

「ははっ、いくらあたしでも一日二回はないって」

「どうだかな……」

　確かに階段からは落ちなかったが、祭は玄げん関かん先さきで派手に転てん倒とうし、サンジュは鞄ごと押し潰された。
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《テメエ、わざとか？　わざとやってんだろコラァ！》

「うう、だからごめんってば」

　通学途と中ちゆうの商店街。個人店が軒のき並なみ苦戦を強しいられるこのご時世において、珍めずらしく活かつ況きようを保つその集合体。通路の真ん中で、膝ひざを赤く腫はらした祭はサンジュからの罵声を浴びていた。

　といっても、周囲にその口くち汚ぎたない内容は聞こえていない。

　サンジュは祭以外には決して自分の正体を晒さない。人前に出る時はただの猿の人形として振ふる舞まっている。

《ったく、テメエの運動神経は、根こそぎぶち切れてるとしか思えねえな》

　だから、音声にしても祭の頭の中に直接送り込んでくる。一体どういう仕組みか分からないが、サンジュ本体からは一いつ切さい音が発せられていないのに、祭の脳内にだけ声が響ひびいてきて意思の疎そ通つうがとれる。

　だがそれも一方通行な為、ともすればぶつぶつ独り言を放つ怪かい人じん物ぶつになってしまうが、そこは祭も慣れたもので、朝の喧けん騒そうにうまく己おのれの声を紛まぎれ込ませていた。

「あたしだって、好きでどん臭くさいわけじゃないもん」

《バーカ、テメエがどうなろうと知ったこっちゃねえが、俺様を巻き込むなってんだ》

「だったらついて来なきゃいいのに」

《テメエ、俺様がいねえとなにも出来ねえだろうが》

「いや……いつも好き勝手言ってるだけだよね」

　基本的にサンジュは祭の邪じや魔ましかしない。授業中もお構いなしに暇ひまだ、退たい屈くつだと全く生産性のない話ばかりを脳内に送り込んでくるので、集中を乱される事この上ない。

　サンジュに呆あきれ気味の視線を送った瞬しゆん間かん、うなじのあたりに生なま温ぬるい感かん触しよくが走った。

「ひゃうっ！」

　慌あわてて後ろを振り返ると、見知った顔がやたらに爽さわやかな笑え顔がおを張り付けて立っていた。

「おはよーさん。いやー、花村ちゃん、朝っぱらからごちそーさま」

　声の主は滑なめらかな金きん髪ぱつをかき上げた。口の端はしからは、不自然に白く輝かがやく歯が覗のぞいている。

「お、大おお鳥とり君……」

　大鳥大だい吾ご。祭のクラスメイトであり、一年生の時からの友人。全体的に柔にゆう和わな印象を与あたえつつも、細く整った眉まゆからは精せい悍かんな印象も感じ取れ、絶ぜつ妙みような調和を保つその容姿は女性のみならず、同性をも引き付けるような際きわ立だった艶つやを放っていた。しかし、

《あんだよ、チャラ助すけかよ。相変わらずスケベオーラ全開だな》

　サンジュのつけた蔑べつ称しようの通り、大吾のイメージはとにかく軽けい薄はく、の一言に尽つきる。多少の欠点などものともしない容姿を誇ほこる割に、全くと言っていいほど女子が寄り付かないのは、性せい癖へきが多少の領域を越えて歪ゆがんでいるからに他ほかならない。

「朝っぱらからセクハラするのやめてほしいんですけど……」

　ジト目で抗こう議ぎする祭だが、大吾は軽く受け流す。

「花村ちゃん、そんな誘さそうようなかっこしてて、その台詞せりふは説得力無いんでない？」

　言われて大吾の視線を辿たどる。行き着いた先は自分自身の胸。ボタンが閉まっておらず、胸の上部が思いきり露ろ出しゆつしていた。

「うあっ！」

　慌ててボタンに手を伸のばす。いくらなんでも、二段分閉め忘れるなんてあり得ない。

《クク、こけた時に一段外れたんだよバカが。ま、元から一つは開いてたけどな》

　知っていて放置していたらしい。サンジュに恨うらみがましい視線を送る。

《ケッ、しょーもない上乳見られたぐらいで、ガタガタぬかすんじゃねえよ》

　引きちぎってやりたくなったが大吾の手前、実行には移せない。

「はあ……まあしょうがないや。大鳥君、今のは忘れてね……ってなに見てんの？」

　大吾は祭から視線を外している。その先にはじゃれあいながら登校する女の子二人組の姿があった。片側の子はランドセルを背負っている。おそらくは姉妹なのだろう。

「早熟の小学生と、未発達の中学生……究極の選せん択たくだ」

　ほぼ同身長の二人に、真しん剣けんな眼まな差ざしを向けていた。

　祭は頭が痛くなる。脳内には猿さるもどきが好き勝手な暴言を飛ばしてくるし、目の前には容よう姿し端たん麗れいの変態。朝っぱらから胸やけのするような空間だ。

　うんざりして何気なく前方を見ると、事態を打開できそうな人物が目に入った。

「おーい、本ほん城じようくーん」

　祭は逃にげるように駆かけ寄って、その肩かたを叩たたく。

「おっはよう」

「あ、お、おはよう」

　若じやつ干かんつまりつつ声を返したのは本ほん城じよう悠ゆう季き。大吾と同じく、祭とは入学以来の付き合いだ。百五十五センチの祭とさして変わらない身長の上に全体の線が細く、よく言えば繊せん細さい、悪く言えば脆ぜい弱じやくな印象を残す。

　中性的で、顔の造り自体は非常に綺き麗れいなのだが、内面の自信の無さが反映されているのか、その顔が魅み力りよく的な表情を形作る事はあまりない。

「花村さん、今日も元気だね」

　ごく普ふ通つうの切り返しに、毒された心が少し癒いやされる祭だったがしかし、

《ケッ、相変わらずこのもやしは辛しん気き臭くせえ面つらしてやがんな、オイ》

「お、悠季、おはよーちゃん。花村ちゃん今から五分間発情期だから、お触さわりまでならＯＫだってさ」

　汚よごれきった二名が勝手に乱入してきた。

「おはよう……でも大吾、花村さんだからいいけど、他の女の子にそんな事言ったら問題だからね」

「いやいや、あたしに言っても問題なんですけど……」

　悠季の場合、揶や揄ゆではなく素すで言っているのだろうから、逆にショックが大きかった。

　心を折られつつも、二人と並んで歩き始める。

「──それにしてもさ、花村ちゃんの粗そ忽こつ者ものっぷりって、相変わらずハンパないよね」

　会話の中、大吾が先さき程ほどのボタンの件に言げん及きゆうしてきた。

「粗忽者って……大鳥君いつの人間さ」

　大吾の口からはしばしば古ふる臭くさい言い回しが飛び出す。しかも、若者言葉が混在している為ため、違い和わ感かんが甚はなはだしい。

「でもそこが花村さんの良い所だよね」

　悠季がフォローらしきものを入れてくれる。

《カカカッ、よかったなマツリ。もやしはテメエのマヌケっぷりに萌もえてるんだってよお》

　サンジュがウザい。

「確かに花村ちゃんの場合はうまく愛あい嬌きようになってるけど」

《愛嬌？　おーい聞こえるかお二人さんよお、コイツさっき階段から落ちてひいひい言いながらケツさすってたんだぜぇ》

　サンジュが本格的にウザい。

「愛嬌かあ……でもさ、新しいクラスになってまだ一ヶ月なのに、あたしのドジキャラもう定着しちゃってるんだよね」
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　祭は辟へき易えきした表情を浮うかべる。

「花村ちゃん、残念ながら初日の自己紹しよう介かいの時点でアウトだったけど」

「あ……そうなんだ」

　祭は遠い目をして天を仰あおいだ。

《ヒャハハ！　あれはケッサクだったよなあ。花村祭なんて普通の名前で、どうやったら五回も嚙かめるんだよ》

「ぐっ……」

　サンジュに割と本気の殺意を覚えた祭だったが、ふと、横で俯うつむいている悠季が視界に入った。

「あれあれ、本城君あたし達と違うクラスになっちゃったのが寂さびしいのかなー」

　祭の通う私立昂こう陽よう高校は一学年八クラスで構成されている。二年時のクラス分けにおいて文系の祭と大吾は一組、理系を選択した悠季は七組と、校舎のほぼ両りよう端たんに分かれてしまっていた。

「……」

「本城君？」

　茶ちや化かしたのは失敗だったかと、悠季の顔を覗のぞき込む。そこでようやく自分が話しかけられている事に気がついた様子だった。

「え？　ああ、ごめん。何の話だっけ？」

　その半ば呆ほうけたような表情が心配になり、祭は近ちか頃ごろ気にかかっていた事を尋たずねてみた。

「あのさ、最近元気ないけど、どしたの？」

《なーに言ってやがる。もやしが元気だったためしなんてねえだろうが》

　確かに悠季は普ふ段だんから潑はつ剌らつとしているタイプではない。だが祭は、そういった根本の性格とは違ちがう部分で引っ掛かかりを感じていた。ここ一ひと月つき、ふとした瞬しゆん間かんに物もの憂うげな表情を浮かべていたり、今のように会話中に上の空だったりと、時折不安定さを覗かせる。

「あ、やっぱり花村ちゃんもそう思うっしょ？　俺も問い詰つめてるんだけど、何でもないの一点張りでさ」

「二人ともありがとう。でも気のせいだよ。僕、いつも悩なやんでるような顔だねって言われるし」

　悠季はひどくぎこちない笑えみを浮かべる。

《本人がいいっつーんだからほっといてやれよ。どうせこの年のガキの悩みなんざ、女と乳ちち繰くり合う事って相場が決まってんだからな。お、そうだ、なんならテメエが相手してやれや》

　祭は突つっ込みたいのを必死で抑おさえて話を進める。

「でもさ、なんか顔色も悪い気がするんだけど」

「悠季は真ま面じ目め君だからさ、なんやかんや溜ため過ぎるんじゃない？　なんなら俺がスッキリする店に──」

「あ、ほらもうこんな時間だ。急がないと遅ち刻こくしちゃうよ」

　悠季は逃にげるように小走りで進んでいく。ごまかしにしても下手過ぎるが、その背中からはこれ以上押しても無む駄だだ、という拒きよ絶ぜつのオーラが滲にじみ出ている。

「どーする、大鳥君？」

「まあ様子見しかないかな……あれで結構頑がん固こだからなー、悠季は」

「うーん、心配だなあ」

《けっ、難なん儀ぎな性しよう分ぶんだぜ。どこぞの能天気女みてえに、飯食って寝ねるだけで悩みぜーんぶ忘れちまうようなら楽ぐげぇ！》

　祭はサンジュの下半身を思い切り引っ張り、首を締しめ付け黙だまらせると、大吾と共に悠季の後を追って学校への道のりを急いだ。




「……ふう」

　一組の前で二人と別れた悠季は、弱々しい足取りで自分の教室へと歩き出した。取り繕つくろう相手がいなくなったからだろうか、その面おも持もちは先さき程ほどにも増して沈ちん痛つうなものになっている。

　悠季が五組の辺りまで差し掛かった時、不意に後ろから声がかかった。

「よお、本城」

　その人物は歩み寄るなり親しげに悠季の肩かたに手を置いたが、瞬間的に強こわ張ばった表情を見るに、悠季にとってありがたくない相手である事は明白だった。

「あ、浅あさ倉くら君……おはよう」

　浅倉駆かける。重力に反旗を翻ひるがえすかの如ごとく逆立てた髪かみ。無機的で感情の色が薄うすい瞳ひとみ。眉まゆや鼻、顎あご等は鋭えい角かく的なラインを描えがいており、彼の精神性を象しよう徴ちようしているようにも見える。

　浅倉は悠季の肩に置いた手に力を込める。

「見てたぜ。お友達と随ずい分ぶん仲いいじゃねえの」

「そ、それは……まあ」

「俺なんか、ダチ一人もいなくなっちまったんだが……さて、なんでだろうな？」

　それは問いかけというよりもむしろ、既き知ちの事実を確かく認にんするような口調だった。

「い、痛いよ、浅倉君」

「痛くしてんだよ」

　怜れい悧りに放たれたその言葉は反論を許さない。

「本城、外の空気吸いたくねえか？」

「僕は別に……」

「俺は吸いてえんだけど」

「ホームルーム始まっちゃうし……」

「俺は吸いてえんだけど」

「……僕も吸いたいかも」

「しょうがねえな、俺も付き合ってやるよ」

　浅倉は相好を崩くずしたが、その実、全く笑っていない目を悠季に向ける。

「あっちにいい場所あんだよ、いこうぜ……な？」

　一見親しげに肩を組んだ二人は踵きびすを返し、各おの々おのの教室へと向かう生徒達の間を縫ぬうようにして別べつ棟むねへと消えていった。




「よし来たぁ！」

　相手がアタックを放ち、斜ななめに急降下したバレーのボールは一直線に祭に向かって来た。腰こしを落としてレシーブの体勢をとる。タイミングはドンピシャ、後は接せつ触しよくを待つのみ。

「ぎゃあああっ！」

　しかし、なぜか白球は祭の顔面に突き刺ささった。

　床ゆかでのたうつ祭をよそに、審しん判ぱん役の生徒が無む慈じ悲ひに試合終しゆう了りようを告げる。

「祭、大だい丈じよう夫ぶ？」

　友人に助け起こされ、祭は顔面を押さえながらよろよろと立ち上がる。

「ううう、みんなごめん」

　チームメイトに視線を向けるが、彼女らはあっけらかんとしている。

「面おも白しろいから全然ＯＫ」

「いや、祭頑がん張ばったと思うよ」

「うんうん、今日は最後しか怪け我がしなかったし」

　そもそも彼女らは祭とチームになった時点で、勝ち負けという概がい念ねんを捨てているようだった。

「はあ……サンジュがいなくてよかった」

　そっと呟つぶやく。体育の授業中はいつもサンジュは教室に放置してきている。このざまを見たらここぞとばかりに扱こき下ろすに決まっている。

　祭は火ほ照てる顔面を冷やす為ため一人、水飲み場へと向かった。蛇じや口ぐちをひねり流水に顔をさらす。程ほど良よい冷気がいき渡わたっていく。軽い至福を堪たん能のうしている所へ、後ろから声がかかった。

「ま、祭ちゃん……」

　反射的に振ふり向くが、そこには誰だれもいなかった。いや、正確にはその人物を視界に収められなかった。目線を下へとシフトさせる。

「あ、晴ちん」

　南みなみ屋や晴はる夏か。茶色がかった長ちよう髪はつをポニーテールに纏まとめ、おどおどした表情を浮うかべる少女。その印象はとにかくちんまり、の一言に集約される。祭が見下ろさないと視線が合わない程の体たい軀くは、おそらく百四十五センチにも達していない。

「ご、ごめんねごめんね、さっきの痛かったでしょ？」

　ぺこぺこと謝罪する晴夏。その度たびに、どう考えても体格に不ふ釣つり合いな胸が激しく上下していた。祭は頭を搔かきながら軽い調子で返す。

「なはは、ごめんも何もあたしが自じ滅めつしただけだしね」

　晴夏はその控ひかえ目な身長と性格に反して、異様に身体能力が高い。先程の祭へのアタックも彼女が放ったものだ。体育用にネットが大分低く張られていたとはいえ、驚きよう嘆たんすべき跳ちよう躍やく力だった。

「でもでも、怪我したの顔だし……」

　縋すがるようなその仕草に、祭は胸の奥にきゅん、とした何かを感じた。そっちの気は全く無いつもりだが、このロリ顔に軽い涙なみだ目めのコンボは破は壊かい力が高すぎる。その道に堕おちそうになる精神を押し留とどめ、返答する。

「へーきへーき、正直こんなのしょっちゅうだし、顔洗ったらすっきりしたしね」

「……なんだ、残念」

「え？　なんて？」

「あ、ううん、なんでもないよっ、もっと悶もだえる祭ちゃんを見てたかったとか、鼻血もプラスだったら最高だったとか、あまつさえ鼻折れとかしてたら完かん璧ぺきとか、微み塵じんも思ってないからっ」

　可愛かわいらしくぱたぱたと手を振りながら、えげつない事を口走る。

「晴ちんさ……あたし全部知ってるから、今いま更さら隠かくさなくてもいいと思うけど」

　晴夏は小さいものや可愛らしいもの、その他一いつ般ぱん的に弱者と分類されるものが虐しいたげられる様に興奮するという、特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主だった。

　そしてその欲よく望ぼうを無意識の独り言という形で頻ひん繁ぱんに外に放つ為、彼女の残念すぎる部分は周知の事実だったが、本人は頑がんとして認めない。

「ち、違ちがうの、祭ちゃん。私はそんなんじゃないの。でも……でも……最近のドジ話とか聞かせてもらえると嬉うれしいかな、なんてっ」

　きらきらと邪じや気きのない視線を向けてくる。好こう奇き心しん剝むき出しの子供のような表情だった。

「いや、そんなに面白エピソードはないけど……今朝も階段から落ちたぐらいで──」

「階段落ちキタ────────ッ！」

　晴夏はその場で万ばん歳ざいのポーズを取り、あらんばかりの声を張り上げる。

　横で啞あ然ぜんとする祭の様子に気付いた晴夏は、瞬しゆん間かん的に顔を赤らめた。

「はっ！　ま、祭ちゃん、これは違うの……勿もち論ろんパジャマじゃなくてスカートだったよねとか落ちたのがお尻しりからか頭からかで全然萌もえ度が違うとか、尻だったら青あざみせろやコラとか微塵も思ってないからっ……私そんな変な子じゃないよ」

　祭は軽く引きながら、なげやりに返した。

「うん……もうそういう事でいいんじゃないかな……ってうわっ！」

「何もないとこでこけるのキタ──────────ッ！」

　晴夏は全力でガッツポーズをしながら、上空に向かって快かい哉さいを叫さけんでいる。

　祭は自力で立ち上がると、体操服の埃ほこりを払はらいながら、恍こう惚こつの表情を浮かべている晴夏を放置してその場を後にした。

「この学校って……なんか変な人多いんだよなあ」




　負けチームのペナルティである用具の後片付けを終えた祭達は、談だん笑しようしながら教室へと向かう。

「というか祭さあ、女の子の悲鳴でぎゃあああっ！　てのはどうかと思うよ」

「だって自然に出ちゃうんだもん」

「そんなんだから、顔はいいのに浮いた話の一つもないんだよ」

　確かに周りに少し耳を傾かたむければ、やれ惚ほれただの腫はれただの、恋れん愛あい話には事欠かないのが高校という空間だ。

「でもなあ、そういうのはしようと思ってするもんじゃないし」

「いつも一いつ緒しよに登校してる大鳥君は……いや、あれは駄だ目めか。もう一人の小こ柄がらでかわいい感じの彼はどうよ？」

「あの二人をそういう目で見た事ないなあ。そもそもなんか恋愛って気分になんないんだよね」

「そんな婚こん期き逃のがしたＯＬの負け惜おしみみたいな台詞せりふを……」

　祭の恋愛回路が枯かれているのはおそらく、サンジュの影えい響きようによる所が大きい。あんなのが四六時中張り付いていたら、人を好きになるどころではない。

「ま、なるようになるって」

　祭は適当にコメントし、着き替がえが入っている教室脇わきのロッカーに手を伸のばす。

「およ？」

　隙すき間まから何かがはらりと舞まい落ちる。手にとってみれば、それは飾かざり気のない茶色の封ふう筒とうだった。

　周りに気付かれないように、こそこそと中身を確かく認にんする。そこにはごくシンプルな一文。

「…………ふっふっふ」

　突とつ如じよ不気味に笑いだした祭に、友人達が何事かと顔を向けた。

「諸君、先さき程ほどあたくしに恋愛に縁えんがないなどと、のたまってくれちゃったりなんかしたね」

　妙みような日本語になってしまったが祭は構わずに、手紙をずい、と突つきつけた。

「ラブレターである」




「うう、緊きん張ちようする」

　祭はうっすらと汗あせが滲にじんだ手を、屋上へ続くドアのノブにかける。

　──放課後、屋上で待ってます──

　便びん箋せんの中に記されていた、単純且かつ意図の明確な一文。

　人生初の事態に内心はいっぱいいっぱいだったが、邪じや魔まな猿さるは教室に放置してきたし大だい丈じよう夫ぶ、と己おのれを鼓こ舞ぶしながら一気に押し開けた。

「えいやっ」

　そこから見み渡わたせる空は、見事な茜あかね色いろに染まっていた。校庭からは運動部の活気ある声が程良い効果音となって響ひびいてきている。

　自分を呼び出した人物が待っている事を思うと、開放的な場所なのにもかかわらず、なぜかここ一帯が周囲から隔かく絶ぜつされた空間であるかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

　屋上にはほとんど物が無く、コンクリートの台座と、その上に鎮ちん座ざする球形の給水タンクぐらいしか見当たらない。

　その台座の前に、件くだんの人物が顔を俯うつむかせながら立っていた。

「え……本城君？」

　確かに、面識の無い相手に一方的に好かれるなどとは考えがたいが、だからといってこんなに近い人間だというのも全くの想定外だった。

「あ、でも本城君って事は別の用件かも……」

　しかし傍そばまで歩み寄った祭は、すぐさま己の認識を改めた。悠季の顔面は蒼そう白はくで、呼吸も極きよく端たんに荒あらい。これで世間話でも始められたら逆に不自然だ。

「は、花村さん！」

「は、はひっ！」

　悠季がいきなり大声を出したので、素すっ頓とん狂きような声が出てしまったが、それを気にする間もなく祭の両りよう肩かたを摑つかんできた。

「あ……う」

　それだけで祭の顔は紅潮し、体が硬こう直ちよくしてしまう。

　本城君意外に大だい胆たんとかあたしって押しに弱いんだなとかやっぱりサンジュ連れてくればよかったとかうわあとかひゃああとか、脈みやく絡らくの無い思考が脳内を駆かけ巡めぐる。

　だが、大胆で済まされるのはそこまでだった。悠季はいきなり下方向に力を込め、祭を地面に押し倒たおした。

「えええええっ!!」

　超ちようの付く急展開に祭はパニックに陥る。いくらなんでもこれはいろんな過程をすっ飛ばしすぎではないだろうか。

　悠季の行動はさらに激化する。仰あお向むけの祭に馬乗りになると、胸むな元もとのボタンに手をかけた。

「ちょ、本城君！」

　さすがにこれは洒落しやれにならない。

「え？」

　だが、自分を見下ろす悠季の表情に、祭はその身を硬直させる。

「……ごめん」

　消え入りそうな声で呟つぶやく悠季の目には、うっすらと涙なみだが滲んでいた。胸元にかかった指先も小刻みに震ふるえている。

　その有様を見て、祭は急速に冷静さを取り戻もどした。どう考えても悠季の行動はおかしい。破は裂れつしそうな心臓を気合いで押さえつけ、刺し激げきしないように出来るだけ穏おだやかな声で語りかける。

「やっぱり何か隠かくしてるよね？　本城君、絶対こんな事する人じゃないもん」

「花村……さん」

　押さえつける悠季の力が抜ぬけた。祭がその隙すきに馬乗り状態から這はい出ると、悠季はその場に崩くずれ落ち、嗚お咽えつを漏もらし始めた。

「う……うううう」

　祭は立ち上がると胸元の乱れを直し、悠季の傍かたわらに寄り添そい、背中にそっと手を置いた。

「ゆっくりでいいから、ね」

　悠季は地面に突っ伏ぷし、涙と鼻水でくぐもってしまった声で、たどたどしく言葉を紡つむぐ。

「ごめん……花村さん……今日はもう……帰ってくれないかな」

「え、でも」

「ごめん……勝手言って……ごめん……女の子がこんな事されて……どれだけ傷つくか……よく分かってるのに……僕は……」

「いや、それよりも事情をね」

「ごめん…………ごめん」

「本城君……」

　悠季はそれっきり、何の反応も見せなくなった。

　祭はしばらく立ち尽つくしていたが、結局かける言葉も為なすべき行動も思いつかず、何度も振ふり返りながら、後ろ髪がみを引かれる思いで屋上を後にした。




　祭の去った後、悠季は一人、嗚咽を止める事が出来ずにいた。

「僕は……最低だ」

　本来ならばその自責の言葉は誰だれにも聞かれる事なく、校庭からの喧けん騒そうに紛まぎれて消えていくはずだった。

「全くもってその通りだと思うぜ、俺も」

　給水タンクの台座裏から姿を現した浅倉は、薄うす笑わらいを浮うかべながら悠季に歩み寄っていく。

「見てる側としてはなかなか面おも白しろかったけどな」

「これで……もう終わりなんだよね？」

　突つっ伏したままの悠季から掠かすれた声が飛ぶ。浅倉は鼻を鳴らしてしゃがみ、悠季の髪かみを摑み取る。

「あう……」

「あのなあ、本城クン、約束が違ちがうだろうが約束が。最低でも揉もむぐらいはしろっつったろ」

「でも……僕にはあれ以上はもう……」

「ま、確かにお前にしてはよくやった方か……もういいや」

「じゃ、じゃあ」

「お前はな」

「……え？」

「花村……祭だっけか、あの女？　どん臭くさいけど見てくれは悪くねえよな」

　悠季の顔から血の気が引き、髪にかかった手を振り払はらう。

「そ、そんな！　花村さんに直接は手を出さないって約束だったから、あそこまでしたのに！」

「知らねえよ」

　浅倉は悠季の抗こう議ぎを歯し牙がにもかけない。

「ま、俺はなんもしねえって。けど、クズ同然の連中なら何人か知ってる……そいつらがあの女に何かするかもしれねえけど、俺の与あずかり知る所じゃねえ。あ、そうそう、もう一人のチャラチャラしたお友達いたよな。あいつにも夜道に気をつけるように言っといた方がいいかもな」

　その言葉に体を震わせた悠季は立ち上がると、浅倉の襟えり首くびに摑みかかる。

「あの二人に何かしたら……許さない」

「そうかよ」

　一いつ蹴しゆう、浅倉は拳こぶしを悠季の鳩尾みぞおちに叩たたき入れた。

「あ……ぎ」

　一発でのされた悠季は地面で悶もん絶ぜつする。浅倉は容よう赦しやなくその頭を踏ふみつけた。

「忘れたわけじゃねえよな、去年お前が何したか。そのせいで俺がどうなったか……お前を直接どうこうしただけじゃ俺の気が済まねえんだよ！」

　それまでの余よ裕ゆうとは一転、声を荒あらげた浅倉は忌いま々いましげな表情を浮かべ、踏みつけた足に力を込める。

「ま、注意しようにもあんな事しちまった後じゃ、花村サンはお前の言う事なんて聞いてくれねえだろうけどな」

　浅倉は悠季の顔の脇わきに唾つばを吐はき捨てると踵きびすを返し、屋上を去って行った。




　取り残された悠季は、様々な感情が混在した涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、ぼそりと呟く。

「もう……いいよね」

　その言葉は今度こそ誰にも聞かれる事なく、朱しゆに染まった空へと溶とけて行った。
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　遡さかのぼる事、数日。

「……は……あ……」

　静せい寂じやくが支配する深夜の高こう架か下したで、何やら陶とう酔すいしきったような声が漏もれる。

「アハハ……まだ……まだですよ」

　その少女、雛ひな野の辺べ岬みさきは欲よつ求きゆう不ふ満まんを口にしながら視線を下に向けた。フリルのついたドレス然とした衣い装しようは、ロケーションとのギャップで強きよう烈れつな存在感を放っている。

「ん？　これは……あまりよくないですねー」

　岬が興奮を感じているのは、どうやら異性との色事ではないらしい。

「クフフ……こっちにしてみましょうか」

　艶えん然ぜんとした笑えみを浮かべながら、手にした何かを振り下ろす。

「うわー、駄だ目め駄目ですねー」

　岬は興味を失ったかのように、眼下の少女の心臓から日本刀の刃を引き抜いた。

「うん、もういいです」

　おそらくは岬と同年代、十代後半とみられるその少女の口には、銀色に光るアメーバ状の物体が貼はり付いている。

「んーっ！」

　うじゅり、と不快な音を立てて蠢うごめくその物体は、少女の発声を禁じていた。しかし、限界まで見開いた瞳ひとみとそこからこぼれ落ちる涙なみだが、彼女の絶望を雄ゆう弁べんに物語っている。

「おおー、その表情は及きゆう第だい点ですねえ」

　岬の発言と共に、アメーバ状の物体が彼女の口から剝はがれ落ちる。それはまるで意思を有しているかのような動きで、岬の露ろ出しゆつした肌はだに跳とび付き、ずぷり、と体内に沈しずんでいった。

「あ……あ……」

　掠かすれた声を上げる少女の体が、急速に砂の城のように崩くずれ去っていく。

　数秒後、それまで人の形を保っていたモノは、黒灰の山と化していた。

「お仕事完かん了りようですが……物足りませんねー」

　岬は緩ゆるくウェーブした髪かみをいじりながら、舌を出して自らの唇くちびるをちらっと舐なめる。

「あ～あ、もうやっちまったのかよ」

　唐とう突とつに岬の背後から間延びした声が響ひびいた。瘦やせぎすの人物がのそり、と姿を現す。

「あら赤あか井いさん、随ずい分ぶんと遅おそいお着きで」

「お前が勝手に先走ったんだろうが……」

　その男、赤井草そう介すけは気だるげな声を上げる。見た目こそ二十代中ちゆう盤ばんであるが、その佇たたずまいからは若者特有の生気や瑞みず々みずしさが一いつ切さい感じられない。

「……で？」

　赤井は億おつ劫くうそうに問いかける。寝ね起おきと見み紛まがうかのような目つきも、彼から漂ただよう倦けん怠たい感に拍はく車しやをかけている。

「そうそう聞いて下さい赤井さん。この子、肉が硬かたすぎて全然気持ち良くなかったんですよー。もっと運動してよく寝ねてバランスのいい食事を心がけるべきです」

「……誰だれがそんな事聞いたよ。ちゃんと情報絞しぼったんだろうな？」

　赤井は辟へき易えきした様子でサングラスを押し上げた。

「そんな事より赤井さん、私中ちゆう途と半はん端ぱに昂たかぶっちゃって疼うずきが収まらないんですけど、どうしましょう？」

　岬はわざとらしい上うわ目め遣づかいを赤井に向ける。

「自分で処理しろ……お前にやられるとはこいつも気の毒にな」

　赤井は嘆たん息そくしつつ、眼下の黒灰へと視線を向けた。

「あら、赤井さんだって変に情けかけるから、いつも一思いにやれてないじゃないですか」

「余計なお世話だ……にしても面めん倒どう臭くせえ、今後の手て掛がかりゼロじゃねえか」

　赤井は癖くせのある髪の毛を、更さらに自らの手でかき回す。

「それなら大だい丈じよう夫ぶですよ、赤井さん」

　岬は薄うす笑わらいを浮うかべながら天を仰あおいだ。

「この街はなんとなくアタリの匂においがします」

　愉ゆ悦えつを湛たたえる彼女の瞳どう孔こうは、いつのまにか散大していた。

「ククク、次の肉はすぐに見つかりそうですよ」

　薄うす曇ぐもりの中、不安定に降り注ぐ月光は、彼女の狂きよう気きを助長しているかのようだった。
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「あー、うー」

　夜の九時過ぎ。祭は風ふ呂ろ上あがりの上気した顔を押さえながら、ベッドの上で悶もん々もんとした時を過ごしていた。

　悠季の様子はどう考えても尋じん常じようではなかった。かといって内容が内容だけに大吾や女友達に相談する事も出来ずに、煩はん悶もんを抱かかえたまま帰宅するしかなかった。

「おい、今いいとこなんだから黙だまってろやカス」

　部屋の中なのでサンジュは憚はばかることなく祭に直接声をかけてくる。机の端にだらしなく寝そべり、中央に置かれた小型の液えき晶しようテレビに見入っていた。

　画面には今期一番の話題作である、ドロドロの愛あい憎ぞうドラマが映っている。猿さるのぬいぐるみがそんな物を見て楽しいのだろうか。

「サンジュ、ちょっとは一いつ緒しよに考えてよー、本城君いくら電話しても出ないし」

　サンジュには事情をあらかた説明してあった。相談相手としては下の下だが、一人で抱え込むのは耐たえられなかったので、しょうがなく近場の猿に話した。サンジュは面めん倒どう臭くさそうに祭の方を一いち瞥べつする。

「姑しゆうとめの遺書に、自分は実は宇宙人でしたって衝しよう撃げきの事実がしたためてあってよ。ヒロインが、夫はもしかして宇宙人と地球人のハーフなのか、って苦く悩のうしてる超ちよう重要シーンなんだから黙ってろやバカ。それに比べればもやしの事なんざ、屁へみてえなもんだろうが」

　超展開すぎる。どうしてそんなドラマが人気なのか理解に苦しむ所だ。

「はあ……やっぱりサンジュにこういうの期待しても駄だ目めだよね」

　溜ため息いきに合わせるようにして携けい帯たい電でん話わが鳴った。ディスプレイには大鳥大吾との表示。

「はいはい」

『おいっす、桃もも色いろパンツの花村ちゃん』

「なっ……」

　絶句する祭に対して、大吾は事もなげに言う。

『花村ちゃんのパンツ見るのなんて難易度ＥだよＥ、最低ランク。ところでさ──』

「いやいやいやっ、話題転てん換かんのタイミングおかしいからっ」

　詳しよう細さいを問い詰つめようとする祭だったが、続く大吾の言葉に目の色を変える事になる。

『あのさ、悠季どこにいるか知んない？』

「え……ど、どういう事？」

『いやさ、悠季も俺も下宿組じゃん。で、俺は家事一切しないんだけど、あいつは料理とか、家事全ぜん般ぱん好きだから、たまに作ったおかずとか貰もらってるわけ』

　昂陽高校は、県の内外を問わず幅はば広ひろく、文武両方の人材を集めている。遠方からの特待生には、学校が用意した部屋が当てがわれる。

　一応寮りようという名目にはなっているものの縛しばりが非常に緩ゆるく、瀟しよう洒しやな外観も手伝って、実家組からの羨せん望ぼうを受けている。

『んで、今日も作り置きの肉じゃがくれるって約束してたから、悠季の部屋の前まで来てんだけどさ、電気もついてないし、いないみたいなんだよね。あいつがこういう約束破る事って今まで無かったからちょい気になってさ。花村ちゃん、なんか知らん？』

「え、あ、うーん、よく分かんないな……あはは」

『なんか微び妙みようにキョドってんのが気になるけど……まあいいや、近場のコンビニとか当たってみるわ。んじゃ』




「なんか……嫌いやな予感するなあ」

　悠季は部屋に帰っていないらしい。屋上での一件と因果関係が無いとは思えなかった。やはりあの場に一人で置いてくるべきではなかったと後こう悔かいするが、それは結果論でしかない。

「うしっ、悩なやんでてもしょーがないっ！」

　祭は両頰ほおを叩たたいて気合いを入れると、パジャマを脱ぬぎ捨てる。

「あんだ、どっか行くのかよ、マツリ」

　着替えの最中、サンジュがテレビからは全く目を離さずに、声だけを飛ばしてくる。

「うん、なんか本城君、下宿先に帰って来ないんだって。ちょっと捜さがしてくるね」

　サンジュは緩かん慢まんな動きで身を起こすと、祭の方に向き直る。

「俺様もついてってやる」

「え、別にいいんだけど……」

「テメエ、俺様がいねえと何も出来ねえだろ」

「いやいやいや」

　学校以外でも基本的にサンジュは祭の邪じや魔ましかしない、そのくせ外出する時はやたらとついてきたがるから厄やつ介かいだ。

「テレビいいとこなんじゃないの？」

「いや、宇宙人が攻せめてきて、来週からはスペース愛憎オペラにジャンルが変わりそうでよ、さすがにやりすぎで引くわ」

「あ……そうなんだ」

　最も早はや何に突っ込んでいいのか分からない。

「てか、なんでその格好なんだよテメエは？」

「え……あれ？」

　言われて初めて気が付く。祭はなぜか高校の制服に着替えてしまっていた。

「バッカじゃねえの」

「はは、急がなきゃって思ったら朝の癖でつい……うーん、でもこれ、動きやすいからこのままでもいっか」

「つーかテメエの服装なんざどうでもいいんだよ。とっとと行くぞ」

　自分で話題をふったくせに、相変わらず理り不ふ尽じん極きわまりない。サンジュは机から飛び降り、器用に祭の体をよじ登ると、髪かみの毛を手た綱づなの如ごとく握にぎりしめ、頭頂部に陣じん取どった。

「痛いんですけど……」

「ヒャハハッ、走れ駄だ馬ば！」

　全く聞いちゃいない。祭はうんざりしながら階下へと歩を進める。

「おかーさん」

　サンジュの存在を悟さとられないように、リビングの扉とびら越ごしに光に声をかけた。

「んー、どした？」

「ちょっと外出てくるね」

「こんな時間に何しに行くのさ？」

「え？」

　確かに目的も無しに、女子高生がふらつく時間帯ではない。

　放任主義の光の事だから、正直に友達を捜しに行くと言えば止められないだろうが、朝食時に最近物ぶつ騒そうだと注意を喚かん起きされた件が脳のう裏りに浮うかび、もうちょっと穏おん便びんな理由をでっち上げたほうがいいかな、という思考が働く。

「あー、えーっと、その……なんていうか、突発的に街をぶらつきたくなったというか……」

「はあ？」

　我ながら訳が分からない。

「ちょっと遅おそくなるかも知れないけど心配しないでっ！」

　更さらなるぼろが出る前にそそくさと玄げん関かんに向かい、逃にげるように花村家を後にした。

《相っ変わらずバカだな、コンビニいってくるとかでいいだろうが》

「いやあ、とっさについ」

《まあテメエらしいっちゃらしい──おい前見ろ前！》

「へ？　うわああっ！」

　祭は道どう路ろ脇わきの段差に躓つまずき、無様に転てん倒とうした。




《バッカじゃねーのバッカじゃねーのバッカじゃねーの》

「うう、さすがに反論できない」

　朝と同じ場所をしたたかに打ちつけ、祭の膝ひざは擦すり剝むけていた。軽く涙なみだ目めになりながら夜の商店街をとぼとぼと歩く。

　日中は活気に溢あふれている商店街も、この時間ともなれば開いている店はまばらで、人通りもほとんど無い。その閑かん散さんとした雰ふん囲い気きが自らの惨みじめさを加速させるようで、祭のテンションは右みぎ肩かた下がりだった。

《大体よ、出て来たはいいがもやしの居場所、見当ついてんのかよ？》

　祭のそんな様子を意に介かいさずに、サンジュが髪の毛にぶら下がって遊びながら声を送り込んでくる。それを見み越こしての行動だろうが、人ひと気けや灯あかりが少ないのはその点では幸いだった。

「いやー、それが全く」

《まあ、そうだろうとは思ったけどよ》

　サンジュが呆あきれ声を飛ばしてくるが、無い袖そでは振ふれない。あいつは落ち込んだらここに居るぜ！　的な都合の良いスポットにも心当たりはなかった。

「うーん、どうしようかな」

《ったくしゃーねーな、時間の無む駄だだ。どれ、ちっと待ってろ…………お、意外と近ちけえな》

「サンジュ？」

《マツリ、テメエの学校の近くにくたびれた神社あったろ。その周辺に向かえ》

「へ、神社、なんで？」

　突とつ如じよ飛んできた断定的な口調に、祭は戸と惑まどう。

《いいから早く行けっての、もやし見つけてえんだろコラ》

「サンジュ、何か知ってるの？」

《知ってるんじゃねえ。分かるんだ》

「どゆこと？」

《馬はなんも考えねえで走りゃいいんだよ、バーカ》

　無駄に自信に溢れたサンジュの態度に後押しされて、他ほかに当てもない祭はとりあえず言われるがままに歩を進める。

　商店街を抜ぬけて高校を通り過ぎ、神社が大分近付いた頃ころ、突如として頭上のサンジュの体がびくり、と震ふるえた。

《馬ば鹿かな……何考えてやがる！》

「サンジュ、どしたの？」

《マツリ、次の角左だ》

「え、でもそっちは神社とは反対──」

《もやしは後回しだ、急げっ!!》

　脳内を大だい音おん声じようが駆かけ巡めぐる。その勢いに気け圧おされて、祭は訳も分からないままに進路を変へん更こうし、駆けだした。

「なになに、どういう事っ？」

《行けば嫌いやでも分かるっ、オラとばせっ！》

　それ以降、サンジュは相当に苛いら立だっている様子で、祭が事情を聞いても答えずに、急げという発破をかけるのみだった。

　五分程ほどは走っただろうか。全速力といっても祭の足では大した距きよ離りは進んでいなかったが、市立の麦むぎ代しろ自然公園の前まで辿たどり着いた。

　近代化の波が著いちじるしい麦代市において、広大な敷しき地ちと豊富な緑を保持し続けるこの場所は、デートや憩いこいの場として重宝されている。

「ぜえ……ぜえ……ここでいいの？」

　祭は両りよう膝ひざに手をつき、息も絶え絶えに頭上に問いかける。

《ああ、テメエにしちゃ上出来なスピードだ。中に入って噴ふん水すい広場に向かえ》

「うええ、あたしもう限界」

《気張れカスが、下手すりゃ死人が出んぞ！》

「はい？」

　何やら不ふ穏おんな単語が聞こえた。あまりに唐とう突とつ過ぎて理解が追いつかないが、サンジュの切せつ迫ぱくした様子を見るに、冗じよう談だんの類たぐいにも思えない。

　祭はへろへろの体に鞭むちを打って、夜の自然公園内を駆けだした。幾いく度ども足を運び、見慣れているはずの景色も、昼夜が逆転しただけで全く別の顔を見せていた。整えられた花か壇だんに咲さき誇ほこる花々も、見る者がいない状態においては心なしか頭こうべを垂れているようにも感じられる。周囲に屹きつ立りつする木々達も、夜の闇やみに紛まぎれると新緑の鮮あざやかさはなりを潜ひそめ、梢こずえのざわめきが何者かの囁ささやきにも聞こえて、不気味さを醸かもし出している。

　祭は気力を振り絞しぼり、なんとか目的地まで辿り着いた。直径三十メートル程の円形の広場の中心では、噴水が規則的に水を吐はき出し続けている。

　円周上にはいくつかのベンチが配置され、その一つにカップルらしき男女の姿があった。

　二人とも高校生だろう。少年の方はニット帽ぼうにパーカー、加えてやたらに派手な色の眼鏡めがねを着用している。少女も薄うす紫むらさきのキャミソールというラフな出いで立ちだ。

　少女の方は既すでに自分だけの世界に入っている様子で、蕩とろけたような目つきをしている。少年はやけに手慣れた仕草で彼女の顎あごを押し上げ、唇くちびるを押しつけた。

「うわ、すご……ってえええっ！」

　その瞬しゆん間かん、サンジュは弾はじかれた様に祭の体を駆け降りると、普ふ段だんは見せない四足走行でベンチまで突つっ込んでいった。

「テメエなにしてんだコラァァッ！」

「ちょ、サンジュッ!?」

　サンジュの行動は理解の範はん疇ちゆうを超こえていた。キス真っ最中のカップルに啖たん呵かを切るなど、どう考えても普ふ通つうではない。

　サンジュを止めるべく慌あわてて駆け寄る祭だが、野生の獣けものさながらの速度でベンチ前まで達したサンジュから、怒ど鳴なり声が飛んでくる。

「マツリ来るんじゃねえっ！　すっこんでろっ!!」

　迫はく力りよくに気押され、祭は反射的にその足を止める。

　少年は視線だけを一いつ瞬しゆんサンジュの方に向けると、少女を引き離はなし立ち上がる。彼女はそのまま意識を失ったようにベンチに倒たおれこんでしまった。

「くそったれが……遅おそかったか」

　少年は眼鏡を押し上げながら、目を見開く。

「あれ……もしかしてお仲間なの？　へえ、この辺りにもいたんだね」

「んな事ことぁどうでもいい。妖よう気き垂れ流してるバカがいると思って、駆けつけてみりゃ案の定じようかよ……テメエ、自分が何したかわかってんのかコラ」

「うるさいな、こんな環かん境きようで皮ひ膚ふ摂せつ取しゆだけで我が慢まんできるわけないでしょ」

「見たとこ『大戦』以後生まれみてえだが……これはガキの無知で済まされるレベルじゃねえぞ」

「へえ、お前、そんな形なりしてるくせに大戦当事者なの？」

　二者間で続く、祭には理解しがたい会話の応おう酬しゆう。正体を晒さらしているサンジュもサンジュだが、少年の方も、肉声をあげて動くサンジュを見て、目立った反応を見せないのはおかしい。

「──ところで、お前の後ろにいるのって、人間の女の子だよね」

「え、あたし？」

　急に話が飛んできた。

「人ひと払ばらいの結界は張ってたんだけどな。お前と一いつ緒しよだから効かなかったって事？……まあいいや、邪じや魔まされた分、その子からもらえばいいだけだし」

「ケッ、やめとけや、コイツから吸ったら食中毒が関の山だ」

　失礼な事を言われているのだけは分かったが、内容はともかくサンジュの声こわ色いろに、いつも祭を扱こき下ろす時のふざけた調子が感じられない。

　サンジュの言葉を完全に無視して、少年が祭に向かって歩き始める。

「ちっ」

　サンジュは猛もう然ぜんと少年に突とつ進しんし、その腹めがけて頭から突っ込んだ。が、ぬいぐるみの頭ず突つきなど通用するはずもない。彼は片手で軽く払はらいのけると、サンジュが着地した瞬間を狙ねらって蹴けり飛ばした。

「クソがぁっ！」

　サンジュは後ろ向きに勢いよく何回転もしながら、祭の前まで吹ふっ飛んできた。

「サ、サンジュ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　サンジュはさしたる痛手を受けた様子もなく、軽快に立ち上がる。

「俺様はな。狙われてんのはテメエだ、とっとと下がれ」

「でも女の子倒れちゃってるし……救急車とか呼ばないと……」

「やめとけ、んなもん後回しだ」

「後って……あの男の子一体何なの？」

「俺様の同類だ」

「同類って……」

「つまり、人間じゃねえ」

「はい？」

「んな話してる場合じゃねえぞ」

　少年は祭の傍そばまで歩み寄って来ていた。

「はは、こりゃーいいや。直接吸入って、ここまで潤うるおうんだ」

　なにやら満足気にひとりごちると、掌てのひらを祭へと向ける。程ほどなくしてその中心から青光りする何かが生えてきた。祭の見み間ま違ちがいでなければそれは、鋭えい利りな刃は物ものの切っ先のようであった。

「な……なにこれ？」

　その刀身は徐じよ々じよに姿を露あらわにしていき、一定の長さまで達した時、不意に消えた。

「へ？」

　それが自分に向けて射出されたのだと祭が認にん識しきできたのは、背後の地面に何かが突き刺ささる音と、自分の頰ほおから流れ落ちる一筋の赤い雫しずくによってだった。

　祭はその場にへたり込む。

「人間じゃ……ない？」

「だーから、さっきからそう言ってんだろが」

　サンジュは祭と少年の間にその身を割り込ませる。

「どいてなよ、同族と争う気はないからさ」

　少年はサンジュを鷲わし摑づかみにし、後方の木に向かって投げつけた。

「がっ！」

　幹に叩たたきつけられたサンジュは、頭から地面に落下する。

「サンジュッ！」

　祭は身を起こして声を張り上げた。

「はは、猿さるの心配してる場合じゃないでしょ」

　懐ふところまで踏ふみ込んできた少年は、祭の顎あごを摑つかんで押し上げる。稚ち気きを多分に含ふくんだその表情は、玩具おもちやを眼前にした子供のようだった。

「心配しなくていいよ。軽い栄養失調ぐらいで済むからさ」

　そのまま祭の唇くちびるに己おのれのものを重ねようと軽く身をかがめた。

「ちょ、やだ！」

　存外に少年の力が強い。抵てい抗こう空むなしく唇が近づく。

　祭が思わず目を閉じた瞬しゆん間かん、鈍にぶい音がして少年の後頭部に何かが衝しよう突とつした。

「ぐっ！」

　その足元に拳こぶし大の石が落ちた。木の根元から聞きなれた小こ憎にくらしい声が飛ぶ。

「そこのバカ娘むすめのファーストキスん時は俺様が盗とう撮さつして、脅おどしの種にするって決まってんだよ。テメエ如ごときにやれるかっての」

「このっ……」

　少年は軽くよろめきながら、サンジュを睨にらみつける。その視線を受けながら、四足走行で祭の傍まで駆かけ戻もどってくる。

「あ、ありがとサンジュ」

「バーカ、礼はあのクソ野や郎ろうをぶっ倒たおしてからだ」

　サンジュは近づいてくる少年を睨みつける。

「ぶっつけ本番で成功すっかは疑問だが、ババアを信じるしかねえか……マツリ、ちっと体借せや」

「え？」

　言うが早いかサンジュはいきなりぐにゃり、とその場に崩くずれ落ちた。

「ちょっとサンジュ、どうし──っ！」

　突とつ如じよとして祭の心臓がどくん、と一ひと際きわ大きく脈打った。

「あ……」

　それを皮切りに、早はや鐘がねのように速度を増していく鼓こ動どう。血液が異常なスピードで全身を駆け巡めぐる。

「な……にこれ」

　熱い。加速する血と鼓動に呼応するかのように祭の体内が火ほ照てっていく。未知の感覚に支配され、体から急速に力が抜ぬけていった。

　直立を保てなくなった祭は、その場に尻しりをついてしまう。

「あーらら、何やってんのかな」

　少年は祭の眼前まで迫せまっている。

「あ……う」

　逃にげなければ、と思うが全く力が入らない。それどころか支えにした腕うでからも力が抜け、完全に倒れ込んでしまった。

「よくわかんないけど、もーらい」

　少年は嬉き々きとして祭の体を抱だき上げる。

　最悪な事に、体内を駆け巡る熱は思考能力をも奪うばい去って行く。意識が朦もう朧ろうとしだし、呂ろ律れつも回らない。

「た、たふけ……」

「はは、外からは誰だれも来れないよ。さっきの猿もなんか萎しおれてるし」

　少年は嘲あざけりの表情を浮うかべながら、祭の唇を奪わんと顔を近づけた。

「俺様はここだ、ボケが」

　その瞬間、祭の口が勝手に動いた。間かん髪はついれずに、体から強きよう烈れつな熱波のようなものが放出される。

「うわっ！」

　少年は瞬またたく間に吹ふき飛ばされて地面に叩きつけられた。投げ出されるかたちになった祭の体は再び勝手に動き、軽かろやかに着地する。

「なに……これ？」

　体の中に何者かが侵しん入にゆうしたような異物感が襲おそってくる。だがそれは決して不快なものではなく、まるでもう一人の自分であるかのような感覚で、

「サン……ジュ？」

　脳のう裏りに浮かんだ猿の名を呟つぶやきながら、祭の意識はそこで途と切ぎれた。
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　歪ゆがんだ笑いを浮かべながら、祭の体が立ち上がった。

「あー、たまんねえ、やっぱ等身大の体はたまんねえな。ま、それがションベン臭くせえガキのだってのが気に食わねえが」

　サンジュは腰こしに手を当てながら首や全身の関節を回し、反応を確かめる。悪くない。祭の体は悪くない。いや、それどころか存外によく馴な染じむ。

「その口調……もしかしてさっきの猿さる？」

　少年が顔をしかめながら身を起こす。

「大当たりぃ。俺様もいきなりこんなに上手うまくいくとは思ってなかったけどな」

「人間に憑ひよう依いしてるっての……そんなの聞いた事ないけど」

　彼の指し摘てき通り、現在この肉体を支配しているのはサンジュの意識だった。祭のそれは表層から追いやられ、まどろんだような状態にあるはずだ。

　これも仮かり初そめの体には違ちがいないが、血が巡り肉を伴ともなった器うつわはやはり、綿と布で構成されたぬいぐるみとは次元が違う。

「クク、快適快適ィ」

　サンジュは愉ゆ悦えつを湛たたえ、拳を鳴らせながら少年に近づいていく。声質は祭のままなので、いまいち締しまらないが、そこは妥だ協きようするしかない。

「やめなって、同族と争ってもなんの得にもなんないし。石ぶつけたのは許してやるから、さっさとその女から出てってよ」

　軽い口調で放たれた台詞せりふが気に障さわった。こいつは自分が何をしたのか分かっていない。

「バカが。テメエにゃ無くてもこっちにはあんだよ。軽けい率そつに人間から吸うようなカスをほっとける訳ねえだろうが」

　しかし、それはあくまでも建前にすぎない。

「あのな、こんなんでも祭こいつ一応女なんだよ……」

　頰ほおから滴したたる血を拭ぬぐう。その赤さは、サンジュが内に滾たぎらせた怒いかりを表層へと解き放つ。

「顔に傷つけてんじゃねえっ！」

　刹せつ那な、サンジュの拳こぶしが少年の顔面を捉とらえていた。二者間の距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして零ゼロたらしめる、雷らい光こうの如ごとき挙動。

　常じよう軌きを逸いつしているのは速度のみに非あらず。一いつ介かいの女子高生の膂りよ力りよくでは到とう底てい為なし得ない勢いで、少年が紙切れのように吹き飛んでいく。

「フハハッ！　上出来上出来、こんな運うん痴ちの体でこれだけやれるとはさすが俺様っ」

　一気に溜りゆう飲いんが下がる。もう一度頰の傷口を撫なでると、その下には何事もなかったかのような綺き麗れいな肌はだが姿を現す。再生速度も良好、同調具合が予想以上に高い。

　口元に付着した血を拭いながら、少年がその身を起こす。眉まゆ根ねを歪ませ、サンジュを睨にらみつけながら告げる。

「そう……喧けん嘩か売ってくるんならしょうがないね」

　右手を突つき出し、その五指をサンジュへ向けた。各おの々おのの先せん端たんからは、細身の刃は物ものが生え出てくる。

「ヒャハハッ！　おいおい、もしかしてそれで脅おどしてるつもりかよ。テメエどうせ『鎌かま鼬いたち』かなんかだろ。んな雑魚ざこが俺様に刃はを向けるなんざ無む謀ぼうもいいとこだっつーの！」

「どっからそんな自信がくるのかな。そんなひょろっちい女の体──」

「ぐだぐだ言ってねえで早く撃うった方がいいんじゃねえの。お手々の刃は物もの錆さびちまうぜえ」

　サンジュは小指で鼻をほじる。およそ年とし頃ごろの娘むすめの取りうる行動ではないが、所しよ詮せんは祭の体だしどうでもいい。

「……依より代しろの子に同情するよ」
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　サンジュの挑ちよう発はつ、というよりも素すの嘲りに顔を歪ませた少年は、五指の刃を一いつ斉せいに射出した。それは弾だん丸がんに比ひ肩けんしうる速度を有しており通常、反応する事はおろか、視し認にんする事さえ困難だろう。人間ならば。

「よっと」

　サンジュはそれを上体を反らすのみで、いとも容易たやすく避さけた。柔じゆう軟なん性も悪くない。祭の運動神経が終わっているのは、脳の信号と肉体の連動がうまくいっていないせいだろう。

「ま、テメエぐらいのガキじゃ、この程度が限界だろうよ」

　サンジュは掌てのひらを鉤かぎ爪づめ状にし、上向きに掲かかげた。十年ぶりの力の行使。気分が異様に高こう揚ようしていく。昂たかぶった精神はそのまま叫さけびとなって表へ出た。

「これだこれこれえっ！」

　直後、その掌に燃え盛る火球が出現した。その色は通常の燃ねん焼しようで起こる、橙だいだいに近いものではなく、絵の具をそのまま塗ぬりたくったような不自然なまでの赤だった。攻こう撃げき性を象しよう徴ちようするような深しん紅くは、サンジュを更さらなる興奮へと誘いざなう。

　周囲の大気を歪ゆがませる程ほどに高熱を放つそれをサンジュは事もなげに摑つかみ取ると、少年に向かって投げつける。

「おらああっ！」

　空気抵てい抗こうを完全に無視して猛もう進しんしたそれは、彼の鳩尾みぞおちに突き刺ささる。

「ぐううっ！」

　少年が苦く悶もんの声をあげて倒たおれこんだ所で、火球は突とつ如じよとして消えてなくなった。火勢を失ったという様子ではなく、一瞬にして消失したと表現したほうが正しい。

　それはサンジュの炎ほのおが化学反応によって生み出されたものではなく、人間の理ことわりを外れた異能の存在である事の証左だった。

「ハハハッ！　ざまあねえなおい！」

　パーカーの胸部分が焼け焦こげ、晒さらされた地じ肌はだを押さえながら少年が再び身を起こす。

「猿が……調子に乗るなよっ！」

　少年の額、肘ひじ、胸、膝ひざ、体の至る所から刃が生え出てくる。その厚みと刃は渡わたりは、先のものとは比にならず、形状も湾わん曲きよくした鎌かまのように禍まが々まがしく変化している。

　最終的に、全身の刃の総数は十を軽く超こし一言、異形としか呼びようのない様相を呈ていしていた。

「おーおー、やっと化け物らしくなってきたじゃねえか。もったいぶってねえでハナっからやれってのバーカ」

　サンジュは人ならざる怪かい異いを目にしても、怯ひるむどころか逆に愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべる。

「お前……いちいちむかつくんだよっ！」

　少年はサンジュに向かって、全すべての刃を射出した。直線運動だった先程の直刃とは違ちがい、それらは不規則な軌き道どうを有しながらサンジュに襲おそいかかる。

「くっだらねえ」

「な……」

　サンジュはランダムに向かってくる刃の群れを、あるものは柳やなぎのようなゆらりとした動きでかわし、あるものは側面を拳で直接叩たたき落とす、といった硬こう軟なん織り交ぜた挙動で軽々と捌さばく。

　そして左右から挟はさみ込むようにして飛来する最後の二刃を、両手を交差させてそれぞれの指で摘つまみ取った。

「ハッハァ、ガキのお遊び以下だな、ボクちゃんよ」

　少年はサンジュのからかいにも反応せずに、顔面に驚きよう愕がくの表情を張り付けている。

「ククッ、いい顔だ。更に分かりやすく、テメエと俺様の絶望的な格の違いを見せてやんよ」

　サンジュは天を仰あおいで高らかに叫びを上げた。

「黒こく縄じよう絡らく炎えんっ！」

　サンジュの体が瞬またたく間に深紅の炎に包まれる。衣服を焼く事無く、全身から発せられる異質の炎。程なくしてその左半分が色合いを変えていく。他色の介かい入にゆうを許さない、重じゆう厚こうな漆しつ黒こく。

　二色の炎は一いつ旦たんサンジュの体を離はなれると、中空でその形状を細長く変化させた。二本の炎は螺ら旋せん状に絡からみ合い、縒より合った縄のような様相を呈した。

　赤黒の縄は再びサンジュの体に巻きつくようにして舞まい戻もどる。

「お前は……一体？」

　あまりに常じよう軌きを逸いつした熱量に、少年は後ずさりながら呟つぶやきを洩もらす。

「クハハハッ！　これだこれこれぇ。やっぱり炎あっての火ひ猿ざる様だぜっ！」

「火猿……だって？」

「おっと、やべえやべえ」

　精神が高揚し、つい余計な事を口走ってしまった。十年前に捨てた本来の名前。

「テメエみたいながきんちょでも俺様の名は知ってんのか。いや、さすが有名人だな」

「……火猿は十年前に消しよう滅めつしたはずだけど」

「バーカ、絶対無敵元気爆ばく発はつ熱血最強の俺様が、んな簡単にくたばるわきゃねえだろうが」

　少年は納なつ得とく出来ないといった様子で、さらに質問を重ねようとするが、

「──ごちゃごちゃ言ってねえで体で知れやっ！」

　サンジュの体に纏まとわりついた炎の縄が、まるでそれ自体が意識を有しているかのように、鎌かま首くびをもたげて彼に襲いかかる。

「う……わああああっ！」

　腹に突つき刺さった炎の縄は、少年の体をくの字に折り曲げながら上空に昇のぼっていく。

　それが十メートル程の高度に達した所で、サンジュが指を鳴らした。

　二色の炎はその場で爆散し、少年は空中で更に跳はねあげられてから広場の隅すみに落下した。

「あうっ！」

　悶もだえる暇ひまも与あたえずに、待ち構えていたサンジュがその腹を踏ふみつける。

「ぐ……うううっ！」

　呻うめき声をあげる少年に、有う無むを言わさぬ言葉を叩きつけた。

「いいか、二度と同じ事してみろ──消し炭にしてやる」

　異様な殺気を伴ともなって放たれたそれに、否定の介入する余地はなかった。

「う……わ、わかったよ」

　サンジュは今一度睨にらみつけてから彼を解放した。

「見つけたのが俺様で幸運だったな、テメエ」

　サンジュは吐はき捨てるように告げ、ベンチで意識を失っている少女の傍そばまで歩み寄っていった。躊ちゆう躇ちよなくその服をまさぐると携けい帯たい電でん話わを抜ぬき取り、一一九番にダイヤルする。

「おい、麦代自然公園に救急車一台よこせ。噴ふん水すい広場のベンチで女が一人倒たおれてる。命に別状はねえが、衰すい弱じやくしてる……ああ？　俺様？　誰だれだっていいだろうが……テメエ善良な一いつ般ぱん市民の救助要よう請せいを疑ってんのかコラ。いいな、五分で来い」

　サンジュは一方的に言い放って通話を打ち切った。あの言い方でちゃんと出動要請がかかるかは疑問だが、救命に携たずさわる者の職業倫りん理りに期待するしかない。

「つーわけだ。速そつ攻こうで救急車来っからよ。テメエは人ひと払ばらいの結界を解除して、とっとと消えろや」

　サンジュは少年に命令を残すと、傍かたわらに転がっていた猿のぬいぐるみを回収し、背を向けて大おお股また開きで歩を進める。

「ま……待ちなよ」

「あん？」

　膝ひざをついた状態の少年から声がかかる。立ち止まって首だけを振ふり向かせた。

「火猿って言ったら『五ご忌き獣じゆう』だろ……そんな大物がこの十年間、隠かくれて何してたのさ？」

「祭こいつのお守もりだ」

　サンジュは自分の体を指差しながら、端たん的てきに答える。

「……火猿は闘とう争そうしか頭にないって聞いてたのに、なんで人間界なんかでそんな温ぬるい事してるんだよ？」

　サンジュは一いつ拍ぱく置いてから、口の端はしを僅わずかに上げた。

「バーカ、こっちのが楽しいからに決まってんだろうが」
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　サンジュの姿が完全に視界から消えた後、少年はよろよろと立ち上がる。ベンチの少女に目を向け一いつ瞬しゆん未練がましい表情を浮うかべるが、思い直したように背を向け、一歩踏み出した。その瞬間、

「ぐっ……」

　苦痛に顔を歪ゆがませて、再び屈かがみ込んで地に手をついてしまう。

「相当手加減されたみたいだけど……これが火猿の力って事か……」

　彼の呼吸は不規則に乱れ、顔面には脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

　数分後、ようやく息を整えた少年が覚おぼ束つかなく立ち上がる。その時、

「おいおい、なんかもうやられてんじゃねえか」

　少年の後方からやけに間延びした声が飛んできた。反射的に振り返る。

　伸のびるにまかせた癖くせ毛げ、眠ねむたげな半眼、猫ねこ背ぜ気味の姿勢。やる気の無さを全身で表現しているかのような男が、ぶらりとした歩調で噴水広場へと進入してきた。

「赤井さんが、途と中ちゆうで疲つかれたとか言い出すからじゃないですかー」

　現れたのは一人ではなかった。

　僅かな光源でも質の良さがありありと窺うかがえる、ウェーブした栗くり色いろの髪かみ、ごく自然に浮かべている優ゆう雅がな微笑ほほえみ、均整のとれた流りゆう麗れいな肢し体たい。

　身につけているのは無数のフリルのついた、ドレスのような衣い装しよう。映画かファッションショーから抜け出して来たかのような奇き抜ばつな格好は、ほとんどが白で統一された配色も手伝って、夜の闇やみの中で異様な存在感を放っている。

「だってよ、なんかもの凄すげえのが乱入したみてえだったから、途中までそいつに任せて後からかっさらえばいいかな、と。まあ結局どっかいっちまったみたいだが」

　赤井は癖毛をかき回しながら、面めん倒どう臭くさそうに答える。

「ちゃんとお仕事しましょうね、赤井さん」

「んな事言ってもな……誰が倒しても残る物は同じなんだから、楽な方がいいだろ」

「そんなんだから裏で女の子達に、自じ堕だ落らく腐くされ無ぶ精しよう髭ひげ眼鏡めがねって言われるんですよ」

「明らかに今お前が考えてる……よな？」

「ご想像にお任せします」

　いきなり登場するなり自分を無視して、不毛な会話を始めた二人に少年は言葉を失う。その様子に気付いた赤井が、サングラスを押し上げながら、気だるげな口調で語りかける。

「あー、悪い悪い、俺は赤井ってもんだ。急でなんなんだが──」

　赤井は少年の肩かたにぽん、と手を置く。

「あんた、人間じゃねえよな」

　少年の眉まゆが動いた。

「……お前ら、なんなの？」

　赤井の手を払はらい、一歩下がる。

「マキナリア」

　その単語に一瞬、少年の目が見開かれる。

「マジで？……機械もどきがこんなとこで何してんのさ？」

　赤井は、ベンチで横たわっている少女に目を向ける。

「あんたさ、もしかしてあの女の子から吸った？」

「……だったらどうだって言うのさ」

　赤井の瞳ひとみから急速に緩ゆるさが消え去り、冷厳な光が差す。

「いけねえなあ、俺らにそんな大義名分与あたえちゃ。過去の失敗からちゃんと学ぼうぜ？」

「は、いきなり何言ってんの？」

「ま、そんなもん無くても、やる事は変わんねえけど」

　瞬間、赤井の全身にノイズのようなものが走った。同期してその瞳が銀の色を帯び始める。やがてそれは元の黒と融ゆう合ごうし、不安定な白はく濁だく色へと変化していった。

「ま、こっちだけで十分か」

　赤井の右みぎ腕うで、肩から下に異変が起こる。体の内側から何かが湧わき出るようにして出現した。それは粘ねん性せいを持った機械の群れ、とでも表現するのが正しいだろうか。アメーバと微び細さいな機械片へんが融合したようなものが、腕をコーティングするように走っていく。まるで意思を有しているかのようなそいつらは、腕全体を覆おおい尽つくした後、その形状を変質させた。

　それは言うならば機械の装そう甲こう。重じゆう厚こう感を漂ただよわせながらも細身を保ったそのフォルムは、鈍にぶい光こう沢たくを放っていた。

「ちょっとちょっと、何やる気になっちゃってんの？　いまさ──っ！」

　少年の呟つぶやきが終わる前に、赤井は彼の懐ふところまで潜もぐり込んでいた。その腹に掌てのひらを押し当てる。

「機巧ギミツク、杭パイル」

　その表面から無数の細い杭状の物質が生み出され、零ゼロ距きよ離りで少年の腹に突つき刺ささった。

「あ……ぐうっ！」

　赤井は無造作にそれを引き抜ぬいた。少年はたまらずたたらを踏ふんで、膝ひざをつく。

「相手が臨戦態勢とってんのに構えもしない。ちと平和ボケしすぎなんじゃねえの？」

「……ぐっ」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら立ち上がる少年は、腕に特大の刃やいばを表出させていた。

「この……っ！」

　鎌かま状のそれを振ふりかぶり、赤井に切りかかる。

「この程度じゃ……大した灰は採れなそうだな」

　赤井は無造作に右腕を掲かかげる。質の異なる金属同士が衝しよう突とつした。

「なっ！」

　少年の刃はいとも容易たやすく砕くだけ散った。赤井は驚きよう愕がくする少年の腕を握にぎりしめ、そこに再び、掌から生やした杭を突き刺した。

「機巧ギミツク、雷杭トール」

　眩まばゆい閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしり、夜の闇が一いつ瞬しゆん照らされる。突き刺さった杭を起点として、少年の体内を強きよう烈れつな雷らい撃げきが駆かけ巡めぐった。

「あ、ぐあ……う」

　少年は苦く悶もんの表情で膝をつく。その服は焼け爛ただれ、体からは煙けむりが立ち昇のぼっている。

「うい、一丁上がり。後は他ほかの『枷かせ人びと』の情報を……」

　少年の首に手を伸ばそうとする赤井の後ろで、唐とう突とつに声が上がった。

「はいはーい、赤井さん」

「……なんだ？」

　赤井は、億おつ劫くうそうに岬の方を振り返る。

「私もやりまーす、私も」

「まあ、別にかまわねえが……この前みたいに先走んなよ」

　赤井は嘆たん息そくしながら手を下げる。機械装甲はみる間に解かれ、アメーバのような機械の群れに戻もどる。赤井の体内に染しみ込むように消えていった。

　岬が微笑ほほえみを浮うかべた瞬間、彼女の体表にも機械じみたノイズが走る。赤井同様、瞳が白く濁にごり出す。

　胸の真ん中からアメーバ状の機械群が湧き出てくる。しかし、岬のそれは体表に纏まとわりつくわけではなく、彼女の手の中で一つの形状を成していった。

「歪いびつ機きの守もり」

　それは一ひと振ふりの日本刀だった。宵よい闇やみの下もと、僅わずかな光源の中で輝かがやくその白はく刃じんは、実際に鍛たん鉄てつされたかのような存在感を放っており、とても即そつ興きようの機械屑くずの集合体には見えなかった。

「さてさて、それではー」

　岬はやたらに堂に入った所作でそれを構える。

「ぐ……お前ら……一体何が……したいんだよ」

　立ち上がれずにいる少年が、掠かすれ気味の声をあげる。

「うーん、マキナリアの総意としては、灰の採取ですかね」

　岬はゆっくりと少年に向かって歩を進めながら、言葉を紡つむぐ。

「な……に……『大蛇おろち』の遺灰は……どうしたのさ？」

「なんかですねー、もう無くなっちゃったみたいですよ。なので、採ってこいと。至し極ごく単純な話ですね」

　少年の前まで達した岬は刃の切っ先をぬらり、と肩かた口ぐちに突きつける。

「まあ、私にとってはどうでもいい事なんですが」

　ただならぬ害意を感じ取った少年が目の色を変える。

「おい……冗じよう談だんでしょ」

「アハハ、違ちがいますけど」

　岬は刀を軽く一いつ閃せんさせる。

　僅かなタイムラグの後、

「うわああああああああっ」

　絶ぜつ叫きようと共に鮮せん血けつが[image: 迸]った。

　のたうち回る少年の傍かたわらでは、既すでに彼の体の一部ではなくなった右腕がびくり、と脈動している。

「お、おあああああっ！」

　止まらない少年の叫さけびに、赤井は顔を曇くもらせる。

「おい、人の話聞いてねえのか。これじゃ情報聞き出せねえだろ」

「ああ、そんな目的もありましたねー、たしか」

　赤井は更さらに表情を苦み走らせる。

「ったく、今回みたいに分かりやすく妖よう気き出してる奴やつなんてそうそういねえってのに……しょうがねえな、もう終わりにしてやれ」

「あら、これからじゃないですかー、楽しいのは」

「もう用済みならいたぶる必要ねえだろ」

「もう役に立たないから嬲なぶって遊ぶんじゃないですか」

　岬は平然と切り返す。

「……だりいから早く帰りてえんだよ」

　岬は赤井に寄って行き、顔を近づけて妖あやしく微笑む。

「ふふ、知ってますよー。赤井さん、根はそうじゃないのに怠たい惰だを装よそおってますよね？　そういうのって疲つかれません？」

「……俺は元からこんなんだ」

　赤井は視線を背そむける。

「まあどっちでもいいんですが……って、言い合ってる内に、なんか静かになってますけど」

　いつの間にか絶叫は止やんでいた。見れば少年は既に虫の息。仰あお向むけでだらしなく口を開き、虚うつろな視線を空に送っている。切断された傷口からは相も変わらず、血液がとめどなく溢あふれ続けていた。

「ちっ」

　赤井は舌打ちしつつ、足早に寄っていく。

「おい、さっきまでお前と戦ってた奴いるだろ、そいつについて何か知ってるか？」

　意識が混こん濁だくしている様子の少年は、既に物事がうまく認にん識しき出来ていないようで、うわ言のようにぼそりと呟つぶやいた。

「ひ……ざる……」

　赤井の眉まゆが微かすかに動いた。

「……何？　おい、今なんて？……火猿っていったか？」

「ひ……ざる………こうよう………ょしこう……せい……くろか……みで……」

「火猿が女子高生？　一体どういう意味だ？　おい」

　赤井は少年を揺ゆさぶるが、衰すい弱じやく具合が限界を超こえたらしい少年は、僅かにその身を痙けい攣れんさせているのみで、もう反応を返さない。

「もういいです？」

　岬が後ろからにこにこと覗のぞきこむ。少年は、どうみても死を待つばかりの状態になっていた。

　岬は返事を待たずに、携たずさえた歪いびつ機きの守もりの切っ先を躊ちゆう躇ちよなく心臓へ突つき刺さした。

「ぎぐっ」

　彼の体は一回だけびくん、と跳はねた。

「ふふ……この感かん触しよくが……悪くない肉ですね……アハハッ」

　岬は歪ゆがんだ笑えみを湛たたえながら、刀身を捻ひねって抉えぐり、少年の命にあっさりと終しゆう止し符ふを打った。

　しかしその後、岬が刃はを引き抜ぬいても、傷口からそれ以上の血が溢れ出す事はなかった。少年の体は心臓付近を皮切りに、急速に風化したように粉末状に変質していく。数秒と時を置かずに全身が黒い灰と化し、その山だけが残った。流れ出た血液さえも灰へと変質している。明らかに人外と分かる異様な死に様。

「はい、回収しますねー」

　岬の胸むな元もとから再度、アメーバ状の機械屑くずが湧わき出す。それは極限まで薄うすく延びて面積を広げると、覆おおいかぶさるようにして黒灰を包み込んだ。その後、その体積を圧縮させ、極小の球体へと変化し、地面へ落ちた。岬がそれを拾い上げて胸元に押し当てると、その球体はずぶりと体内へ埋まい没ぼつしていった。同様に歪いびつ機きの守もりもアメーバ状に変化して、体内へと戻もどっていく。

「本日のお仕事終しゆう了りようですね」

　岬が場ば違ちがいに爽さわやかな笑顔を向けるが、赤井は顎あごに指を当て、なにやら考え込んでいた。

「どうしました？」

「……いや、火猿ってフレーズがちっと気になってな」

「火猿さんって、確か十年前に消しよう滅めつしたって聞いてますけど」

「記録としては……な」

「どっちにしろ、相当な妖気の持ち主がこの人の相手してたのは確かですよねー」

「まあな。だが、仮に火猿だとしたら、黒くろ髪かみだの女子高生だのは意味不明だな。聞いてるのとはビジュアルが正反対だ。まあ意識が混濁してたって言えばそれまでだが……後は、確かこうようとかなんとか言ってたよな」

「あれー、知らないんですか？　この近くに昴陽高校ってありますよ。制服が微び妙みようにマニアックだって事で一部に有名らしいですけど」

「そこは別にどうでもいいが……昂陽高校、か。行動の指針としてはちと弱よええけど……仮に火猿と無関係でも、あれだけの妖気の枷人なら相当量の灰が採取出来る。当たってみる価値はあるな」

　髪かみをかき回しながら呟く赤井の耳に、遠方のサイレンらしき音が飛びこんできた。

「おいあれ、ひょっとしてここに向かってんじゃねえか」

「お兄さん消滅しちゃったから人ひと払ばらいの結界も無くなってますし……退散した方がよさげですねー」

「だな……ところで岬」

「はい？」

　歩きだした赤井は、岬に硬かたい口調で語りかける。

「お前、いくらなんでもさっきのは……ひょっとして吞まれかけてんじゃねえのか？」

　赤井の脳のう裏りに、嬉き々きとして心臓に刃を突き刺していた、岬の異様な表情が蘇よみがえる。

「ふふ、私は元からこんなんですよ」

　岬はいつも通りの笑顔を向けた。完かん璧ぺきにも見えるその微笑ほほえみの裏に、何かうすら寒いものを感じ取った赤井は、そこから目を逸そらした。

「ま、たしかに正常な神経じゃ、こんな事やってらんねえけどな……」

　赤井はサングラスを軽く押し上げながら、消えてしまうようなか細い声でひとりごちた。
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　それは遠い昔の記き憶おく。

「え、えぐ、えぐ、おば、おばあじゃん」

　祖母が亡なくなってから数日、祭は学校へも通わず自分の部屋でしゃくりあげるのが日課になっていた。七歳という年ねん齢れいは、死というものの概がい念ねんを理解するのに十分とは言い難がたかったが、棺ひつぎに収まった顔を見た瞬しゆん間かん、それがもう微笑みや怒いかりの表情を形作る事はない、と理り屈くつではなく本能が悟さとってしまった。

　大好きな祖母はもう二度と一いつ緒しよに遊んでくれたり、頭を撫なでてくれたりはしない。その事実を受け入れるのに祭の人生経験はあまりに乏とぼしく、泣くという原始的な行こう為いにしか、悲しみを発散させる術すべを見み出いだせなかった。

「う、うぐ、えぐ」

　再びしゃくりあげながら何気なく窓の外を見た祭は、固まった。

　木の上に、猿さるがいた。

　涙なみだで滲にじんでよく見えないがおそらく本物の猿ではない。ぬいぐるみだろうか。なぜかそれはしまった、とでも言いたげな表情を浮うかべている。

「……」

「……」

　両者が沈ちん黙もくと共にしばし見つめあった後、猿はいらついたように頭をかきながら器用に窓まど枠わくに飛び移り、勝手に部屋に入り込んできた。

「邪じや魔ますんぞ」

「おさる……さん？」

　全身が真っ赤な猿のぬいぐるみは、二本足で歩いて祭の傍そばまで歩み寄って来た。

「テメエがマツリだな」

「う、うん」

　唐とう突とつな展開とぬいぐるみの馴なれ馴れしさに、祭はきょとんとした表情を浮かべる。

「バーカ、せっかくの俺様の登場に、そんなしけた面つらしてんじゃねえよ」

「だ、だっておばあちゃんが……」

「年寄りが死ぬのは当たり前だろうが」

　一瞬にして祭の目め尻じりに涙が溜たまり、爆ばく発はつした。

「びええええええっ！」

「お、おい……ぐっ……これだからガキは……わーった、わーったよ、俺様が悪かった。な、だから泣くなって」

　ぬいぐるみは祭の体に飛び乗ってなだめるが、落ち着くまでには相当な時間を要した。

「ひっく、ひっく」

「くそったれ、ガキの相手ってこんなに疲つかれんのかよ……」

　ぬいぐるみはげんなりした様子だった。

「おい……喋しやべれるか？」

「うん……おさるさんだれ？」

　祭は涙なみだ声ごえで問い返す。

「猿じゃねえ、俺様はサンジュだ」

「さんじゅ？」

「そうだ、高こう尚しような名前だろ？」

「こうしょうってなに？」

「ま、簡単に言えば、洒落しやれてて超ちよう絶ぜつにかっこいいって事だ」

「ふーん、で、さんじゅは何しに来たの？」

「……テメエのお守もりだよ、不本意ながらな」

「おもり？　なんで？」

　サンジュは渋じゆう面めんを浮かべながら答える。

「テメエのババアに頼たのまれたんだよ」

「おばあちゃんに？」

「ああ、ちょっとした腐くされ縁えんでな」

　サンジュは喋りながら、椅い子す伝いに祭の勉強机によじ登ろうとしたが、光こう沢たく仕様の表面が滑すべったらしく、後頭部から落下してしまう。

「ぐおおっ」

「あはっ」

　サンジュの頭を押さえる様子が滑こつ稽けいだったのか、祭は目尻に残った涙を拭ぬぐいながら、初めて笑え顔がおを見せた。

「おさるさん、おもしろいね」

「猿じゃねえっつってんだろ。俺様はサンジュだ」

「えー、でもおさるじゃん」

「テメエ……上下関係ってもんを叩たたき込んでやったほうが良さそうだな、コラ」

「きゃはは、おこった、顔まっかだ！」

「元からだ！　殺すぞ!!」

「キャハハッ！」

「何がおかしいんだバカがっ！」

「あ、バカって言っちゃいけないんだよ、さんじゅ。バカって言った方がバカなんだって」

「んな小学生みてえな事……って小学生か。まあいい、俺様にとってバカってのは挨あい拶さつみてえなもんだからいいんだよ。俺様のバカは、特別なんだ」

「さんじゅはとくべつなバカなの？」

「テメエ喧けん嘩か売ってんのか！」

「じぶんでいったんじゃん」

「そういう意味じゃねえよカスが。人がくたばる時だってな、テメエみてえに辛しん気き臭くせえ顔してるより、憎にくまれ口の一つでも叩きながら見送ってやりゃあいいんだよ。その方がなんぼか安心してあの世にいけるっつーの」

「ふーん、じゃあサンジュは死ぬ時に、バカって言ってほしいの」

「バーカ、前提が間ま違ちがってんだよ。俺様がそんな簡単にくたばる……訳ねえだろうが。天下無む双そうの火ざ──」




「はっ！」

　祭は急速に覚かく醒せいし、その身を起こす。

　夢の中となんら変わることのない姿の猿さるは、祭の枕まくら元もとでかったるそうに腰こしかけていた。

「サンジュ……」

「バーカ、起きんのがおせーんだよ。とにかく涎よだれ拭ふけ、みっともねえ」

　祭は言われるままに口元を拭う。服装はいつの間にかパジャマに変わっていた。

「あんな事の後に大いびきかきやがって。呆あきれた能天気だな、テメエは」

「あんな事……」

　その言葉をきっかけに、寝ねぼけていた頭が一気に鮮せん明めいになった。

「あ─────────っ！」

　公園での出来事が脳内に蘇よみがえる。

「ちょっとサンジュ、さっきのあれなんだったの!?」

　奇き妙みような感覚だった。気を失ったはずなのになぜだか微かすかな意識はあった。しかし、自らの意思で体を動かす事は出来ず、まるで自分自身を内側から俯ふ瞰かんしているような状態。そして何者か、というか明らかにサンジュが祭の体を乗っ取って動かしていた。

　しかし、公園を後にしたあたりから記き憶おくが無い。状じよう況きようから察するに、サンジュが祭の体ごと部屋まで戻もどってきて、着き替がえまで済ませたみたいだが……

「世の中には知らねえ方がいい事もあんだよ。テメエの安全の為ためにもな」

「いや……明らかに説明めんど臭くさがってるだけだよね、それ」

　あくび混じりの声で、尻しりをかきながら言われても全く説得力がない。

「んっだよ、うっせえな……」

　サンジュは渋しぶ々しぶながらも話す気になったようだったが、実際の所、混乱して何から聞いていいのかわからない。とりあえず、頭に浮うかんだ事から口に出していく。

「まず……あのニット帽ぼうの男の子は何だったの？」

「言ったろうが。俺様の同類、つまり化け物だ。通つう称しよう枷人」

「かせびと……」

　確かにサンジュの存在は科学で証明出来ないものではあるが、いきなり同じような存在が他ほかにいる、と言われても、にわかには受け入れがたい。

「まさかテメエ全世界で、人外の存在は俺様だけだと思ってたんじゃねえだろうな。んな都合のいい話があるわきゃねえだろ。一いつ匹ぴき見たら百匹いると思えって言うだろうが」

「いや、Ｇじゃないんだからさ……」

　サンジュは鼻を鳴らして続けた。

「実際は百どころじゃねえけどな。人間に擬ぎ態たいしてるから、騒さわぎになってねえだけだ」

「擬態って……」

「いや、その表現は正確じゃねえな。そもそも枷人の通常の外見は人間と変わんねえ。力を使う時にゃ半はん妖よう体たいになったりすっけど、普ふ通つうにしてりゃ見分けなんざつかねえんだよ」

「半妖体って……あの、刃は物ものみたいなのが体から生えてきたやつ？」

　少年の異形が脳のう裏りに浮かび、祭は微かに鳥とり肌はだを立てた。

「……そうだ。こっちで易やす々やすと力使うバカは久しぶりに見たけどな」

「こっち？」

「ん？　ああ、俺様達枷人は、元々この人間界の存在じゃねえ。『魔ま遊ゆう庭てい』っつう、こことは次元が異なる世界の住人だ」

「は？　え？　まゆうてい？　ちょっとよく分かんないんだけど、それってもしかして異世界って事？」

「まあ俗ぞくっぽく言えばそうなるな」

「じゃあそこって魔ま法ほう使つかいとかドラゴンがいたりする？」

「なんつー安直な発想だよ、漫まん画がの読み過ぎだバカ……ってか普通食いつくとこ違ちがうだろ。ちっとは存在自体を疑えよ」

「まあ……そうなんだけどね」

　しかし、この世界において突とつ如じよとして自然発生したなどと言われるよりは、サンジュやさっきの少年は異世界の住人である、という方がまだ納なつ得とく出来る気がする。どちらにせよ荒こう唐とう無む稽けいな事には変わりが無いが、公園での一件を鑑かんがみるに、そんな馬ば鹿かな、と一いつ笑しように付す事も出来無い。

「で、結局枷人ってなんなの？」

「まあテメエらの認にん識しきで言うと、妖よう怪かいってのが一番イメージに近いかもな」

「妖怪って……昔話とかでよく出てくる？」

「まあそういう事だな。昔、人間界に顕けん現げんした枷人の一部が本ほん性しようを晒さらしちまったのが、曲解、誇こ張ちよう、脚きやく色しよくの末に雑多な伝承として残ってる訳だ。とくに日本はそれが顕けん著ちよだな」

　確かに、妖怪をモチーフにした漫画やゲームは枚挙に暇いとまが無いが、それらがサンジュとイコールだと言われても全くピンとこない。

「さっきのアホは鎌かま鼬いたちだ。聞いた事ぐらいあんだろ？」

「あ、うん。なんか人を斬きって悪戯いたずらして、最後に薬塗ぬってくとか」

「それはたまたま人間に目もく撃げきされた鎌かま鼬いたちがそういう奴やつだったってだけの話だ。実際は暑苦しい性格の『雪ゆき女おんな』とか、高所恐きよう怖ふ症しようの『天てん狗ぐ』だっていやがるしな」

「想像すると大分シュールなんですけど……まあそれは置いといて、その鎌かま鼬いたちの男の子がキスしたら女の子が倒たおれちゃったのは？」

「あれは『環かん力りよく』って呼ばれてる生命エネルギーを奪うばってやがったんだ。今後、二度としねえように脅おどしつけてやったんだが……意味が無かったな」

「へ？　何で？」

「あの野や郎ろう……もうくたばったからな」

「は？」

　サンジュの言葉が瞬しゆん時じには理解出来なかった。

「だーから、殺されたんだよ。あの後、公園から出てしばらく進んだ所で、あのバカがまた妖よう気き出しやがったから、戻もどって半殺しにしてやろうかと思ったら、あっちゅう間に生命反応が消えた」

「ちょ、ちょっと、話が急すぎてついてけないんだけど、こ、殺されたって……誰だれに？」

「ま、こんな事すんのは……マキナリアの連中だろうな」

「まきなりあ？」

　また新しい単語が出て来た。そろそろ脳が煙けむりをあげそうになっている。それを見計らったように、サンジュが小こ馬ば鹿かにした声を上げた。

「テメエの瑣さ末まつな脳のう味み噌そじゃこの辺りが限界だろ。俺様もいいかげん面めん倒どうになってきたから、続きは明日だ明日」

「う……」

　脳内を見み透すかされたようで悔くやしかったが、実際そうなのだから何も言い返せない。

「まあそれは分かったけど、け──」

「警察に届けるとか言いだすんじゃねえぞ」

「な、何で分かったの？」

「バーカ、テメエの考えなんざお見通しなんだよ。昔っから安っぽい正義感振ふりかざすの、何回見て来たと思ってんだ」

「う……」

「大体あれを人間のオマワリがどうにか出来ると思うか？」

「……でもあの男の子、殺されちゃったんでしょ？　そのままにしとくのはちょっと……」

「灰は回収されてっから現場にはなんも残っちゃいねえよ。いいとこ行方ゆくえ不明でお終しまいだ」

　サンジュがまた意味ありげな台詞せりふを吐はく。灰、とは一体なんだろうか。

「ともかくだ、テメエが今気に病やんでもなにも出来ねえっつーの」

　確かに情報が整理出来ていないこの状態では何も判断出来そうにない。祭は胸にしこりを残しつつも、質問を変える。

「ねえ、これ最初に聞くべきだったと思うんだけど……」

「あんだよ」

「サンジュは一体何なの？」

「あ？」

「さっきから聞いてるとさ、サンジュって結構年取ってる感じだし、あたしと出会った頃ころに生まれた訳じゃないんでしょ？　ひざるだっけ？　そんな名前も出てきたし、そもそも何であたしに乗り移るとか出来るの？」

　質問が自身の内容に及およんだ途と端たん、明らかにサンジュの目が泳いだ。

「バ、バーカ、俺様の事はどうでもいいだろタコが」

「あ、なんか隠かくしてる時の顔だ」

　九年来の付き合いなので、感情の機き微びは手に取るように分かる。

「うるせーな、三歩で物忘れるような、テメエのチキン頭脳じゃ理解できねえよ。とっとと糞くそして寝ねろやメス豚ぶたが！」

　これもパターン通りだ。動どう揺ようを隠す為ために口の悪さが倍増する。

「ふーん、そういう態度とるんだ」

　こういう時のサンジュは押しても無む駄だだ。祭は顔をにやつかせながらアプローチの方向を変える。

「そういえばさ、あたしの顔が切られた時、サンジュすっごい怒おこってたよね」

「なっ……」

　サンジュが目に見えて狼ろう狽ばいする。

「いやあ、なんだかんだ言ってもサンジュってば、やっぱりあたしの事大好きなんだね」

「バッ……バ、バッカじゃねーの。あれは反射的にむかついたっつーか、その場の勢いっつーか、大体だな、あんなもん俺様の再生能力ですぐ治るし……と、とにかくテメエの為じゃねえっての、殺すぞボケが！」

「ふーん、へー、ほー」

　祭は顔のにやけを抑おさえられずに、白々しい相あい槌づちを打つ。

「テ、テメエ……燃えカスにされてえかっ」

　サンジュは怒ど髪はつ天てんを衝つく、といった勢いで飛び跳はねるが、外見が外見なので愛らしい仕草にしかならない。

「あはは、ほら怒おこんない怒んない」

「頭撫なでるんじゃねえカス！」

　手の中で暴れ回るが、その力などたかが知れている。

「どうどう、ぬいぐるみは可愛かわいがられるのが仕事なんだから」

「俺様はぬいぐるみじゃねえ、殺すぞ！」

「素す直なおじゃないなあ」

　怒いかりに身を打ち震ふるわせていたサンジュだったが、ふと何かを思い出したように、祭に向き直った。

「てかテメエ、んな事より重要な件があんだろが」

「へ？」

「真正のバカだな、一体何の為に外に出たんだよ」

「ああっ、そうだ本城君！」

　あまりにも衝しよう撃げき的な出来事の数々に、完全に失念してしまっていた。自分の迂う闊かつさに呆あきれながらも、サンジュを手放して携けい帯たい電でん話わをチェックする。大吾から着信が入っていたので、即そく座ざに折り返す。

「もしもし、大鳥君、電話出られなくてごめん」

『おお、花村ちゃん』

　いつも通りの調子に少しほっとする。

「本城君どうなった？」

『ああ、帰ってきた帰ってきた』

　祭はほっと胸を撫で下ろす。

「よかった。今一いつ緒しよにいるの？　本城君と替われる？」

『いやそれがさ、今あいつの部屋の前に居るんだけど、開けてくんないしなんか微び妙みような状態なんだよね、これが』

「え？……それってどういう」

『あ、やばい、花村ちゃん、ここ一応は寮りよう扱あつかいだから管理人の巡じゆん回かいがあんだよね。悪いけど詳くわしい事は明日！』

「あ、ちょっ」

　通話はそこで断たち切られた。とりあえず悠季の安否は確かく認にんされたが、大吾の曖あい昧まいな物言いに漠ばく然ぜんとした不安が残った。

「あれ？」

　そこで祭は唐とう突とつに、そして強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれた。

「な、なんだろ？」

　よく授業中に居い眠ねむりして怒られる祭だが、これは異常だった。ふらふらとベッドまで寄って行き、倒たおれ込む。

「ね……むい」

「あー、なんせこの俺様が憑ついたんだからそりゃ消しよう耗もうするわな。まあ寝りゃ──」

　サンジュの呟つぶやきを最後まで聞く事も出来ずに、祭の意識は落ちて行った。




　　　　２




　見み渡わたすは一面の荒こう野や。血が混じったように赤みがかった砂さ塵じんが舞まい、空はどす黒い不ふ吉きつな色味を帯び、奇き怪かいな翼つばさをもった生物の群れが旋せん回かいしている。

　その中心に誰だれかの姿が見えた。世界にただ一人、取り残されたように佇たたずむその人物は、比ひ較かく対象となる者がいないのにも拘かかわらず、強烈な存在感を放っていた。

　年の頃ころは二十歳はたち前後だろうか。なぜか上半身は裸はだかで、身に着けているのは腰こしに巻いている漆しつ黒こくの布切れのみ。全体のシルエットは細身を保ちつつも、個々の筋肉は荒あら々あらしく隆りゆう起きしており、鋼はがねの肉体という表現がしっくりくる。

　頭とう髪はつは不自然な程ほどの深しん紅く。攻こう撃げき的で粗そ野やな印象を与あたえる顔立ちだったが、その造作自体は非常に整っている。

　彼は、天を仰あおいで笑った。

　その笑い方は、傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描かいたようであり、絶対的な自己信しん頼らいの証あかしのようにも見えた。そして、それはなぜか、初めて見る気がしなかった。

　彼は続けて何かを口走った。なぜか世界に音は無く、聴ちよう覚かく情報としては伝わってこなかったが、唇くちびるの動きから内容は推測出来た。そのフレーズは──




「……んだコラ！」

　甲かん高だかい怒ど鳴なり声が耳に飛び込んできて、祭の意識は呼び起こされる。

「んにゅ……あ、あれ？　今のって……」
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　頭を振ふって覚かく醒せいした事を確認する。一体何だったんだろうか。夢にしては現実感が有りすぎたというか何というか。

「やっと起きやがったかクズが」

「あ、サンジュ……」

　枕まくら元もとにはいつもと変わらずにサンジュの姿があったが、祭はなぜか奇き妙みような感覚に囚とらわれた。

「フン、後こう遺い症しようはねえみてえだな。まああれだけアホ面づらで爆ばく睡すいすりゃ当然か……おいマツリ、学校行く前にちっと寄り道すっから、少し早めに出んぞ」

「寄り道？」

「ああ、テメエの消化不良を解決出来る場所だ」

　言葉を交かわしながらも祭の違い和わ感かんは消えない。何かがひっかかるが、いまいちはっきりしなかった。サンジュの顔をまじまじと見つめる。

「あん？　なにジロジロ見てやがんだ。気持ち悪いんだよバーカ」

「あ……」

　そのフレーズで違和感の正体が氷解した。サンジュが口くち癖ぐせのように繰くり返す、罵ば倒とうの言葉。先程の若者が口走ったのも正にそれだった。

「あれが……サンジュ？」

　昨日のサンジュの説明からすれば、枷人というものは通常、人間と同じ見た目をしているはずで、その意味ではサンジュがあのような姿を持っている事に矛む盾じゆんは無い。

　サンジュが体に乗り移った事によって、情報が断だん片ぺん的に共有された、と考えればタイミング良く脳内に映像が浮うかんだのも、あり得ない事ではない。

　そうするとどうなるか……祭の頭に世にも恐おそろしい考えが浮かぶ。

「あ……あ……あああっ！」

　この九年間の事を思い起こす。ただの猿さるのぬいぐるみだと思えばこそ、空気のように扱あつかってきたが実際は、それを全部あの青年に見られていたという事になる。

「うわあああっ！」

　祭は反射的にサンジュを引っ摑つかむと、ドアに向かって投げつける。

「ぐえっ」

　サンジュは受け身も取れずに頭から落ちた。

「何しやがるっ!!」

　当たり前だが、烈れつ火かの如ごとく怒おこり出した。

「うう……ごめん……でも……だって……」

　祭は軽く涙なみだ目めになってうずくまった。

「あれもそれもこれもどれも……全部見られてるよおっ」

　全すべてだ。サンジュには全てを晒さらしている。普ふ通つうに恥はずかしい場面から、女として終わっている行動まで、全て。

「……どうした？」

　さすがに不ふ審しんに思ったのか、サンジュが怒いかりを収めて近づいてきた。

「なっ、なんでもないっ、なんでもないからちょっとストップ！」

「はあ？」

　思い切り後ずさる。何気に胸むな元もとに手をやると、パジャマのボタンが何段分も開いていた。慌あわてて掛かける。

「おい、なに閉めてんだよ、今日はちっと寄るとこがあるっつったろうが。時間ねえから飯の前に着き替がえろや」

「きっ、着替え……でしゅか」

「そうだ、テメエただでさえ行動が遅おせえんだから、とっととしやがれ」

　祭は深呼吸をしてから、サンジュに恐る恐る提案する。

「あ、あのさ……サンジュ、ちょっとだけ部屋から出てて欲しいんだけど」

「あ、なんでだよ？」

「いや……ほら……その……わかるじゃん」

「わかんねえよ、はっきり言えやボケ」

「あの……あのね……着替えるからさ……」

「はあ？」
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「だからね……着替えるから外いっててほしいわけで」

「あ？　どうした、やっぱしなんかおかしいな」

「だって……あたしは女で……サンジュはその……おとこのこ……」

　先程の青年の様子が、自動的に脳のう裏りに浮かんできてしまう。

「ごにょごにょで何言ってっかわかんねえけど、遅ち刻こくすんぞ、さっさと脱ぬげやコラ」

「ううう……」

　それ以上押し通す事も出来ずに、祭は仕方なく着替えを開始した。

「サンジュ、こっち見ないで」

「あ？　別に見てねえよ」

「いや、そうじゃなくて……もっと完全にあっち向いて欲しいんだけど」

　祭は胸元を押さえながら、もじもじと身をよじる。

「お前……もしかして恥ずかしがってんのか？　バカじゃねーの、テメエの乳なんざもうウン千回単位で見てんだろーが」

「ち……ちちっ！」

　祭の顔面は爆ばく発はつしたように赤く染まった。

「なんだコイツ……気持ち悪わりぃな」

　結局着替えには、いつもの三倍の時間を要した。




「うう……」

　やっとの思いで家から出た祭だったが、朝一番で既すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極きわみに達していた。

《おい、ぼけっとしてんじゃねえよ》

「え、うわっ、ご、ごめんなさい」

　すれ違ちがいざま、人とぶつかりそうになって祭は我に返った。こんなことではいけない、と己おのれの頰ほおを両手でぴしゃりと叩たたいた。

「サンジュはただの猿さるサンジュはただの猿サンジュはただの猿サンジュはただの猿──」

《テメエ……喧けん嘩か売ってんのかよ》

　サンジュを無視して己に言い聞かせるように、呪じゆ詛その如き呟つぶやきを繰くり返す。あの夢の青年はサンジュとは別物だ。そうでも思わないと、精神のバランスが保てない。

《まあいい、とりあえず蕩とう子こんとこ行くぞ》

「へ？　寄るのって蕩子さんの店なの」

　サンジュが口にしたのは、祭にとっても既き知ちの場所だった。

　その建物は、祭の家がある住宅街を少し離はなれた所、テナントがほとんど入っていない寂れたビル群の隙すき間まに存在している。大おお仰ぎような木製の看板にはやたらに豪快な書体で『胡う乱ろん堂どう』と記されている。一応質しち屋やという体てい裁さいをとっているのだが、陰いん気きな店の佇たたずまいを見るに、積極的に客を呼び込もうという意気は一いつ切さい感じられない。

　祭は慣れた様子で、暖簾のれんをくぐった。

「蕩子さーん」

　薄暗い店内に向かって呼びかけるが、返事は無い。床ゆかに雑然と並んだ商品の合間を縫ぬって奥へと進む。カウンターの奥にそれはいた。

「蕩子さん、起きて」

　胡乱堂の店主は畳たたみの上で尻しりを突つき出して、しゃくとり虫のように寝ねそべっていた。

「むにゃ……おや、祭ちゃんではないの」

　祭に揺ゆさぶられて、店主はようやく瞼まぶたを開ける。

　陽ひの本もと・Ｆ・蕩子。

　純和風の容姿に何故なぜかミドルネーム。胡う散さん臭くささの塊かたまりのような名前だ。

「こんな時間から何ですかにゃ……というか今って何時？」

　蕩子は目を擦こすりながら身を起こす。その衣い装しようは奇き抜ばつ、というか特異だった。基本は和服なのだろうが、原形を留とどめているのは袖そでと柄がらくらいのもので、体にぴったりと張り付いた生き地じは、色っぽいを通とおり越こして、卑ひ猥わいの領域に達している。ミニスカートの比ではないぐらい極限まで切り詰つめられた下半身部分からは、病的なまでに真っ白な足が覗のぞいている。

「いや何時とかじゃなくて……二十四時間営業だよね、この店？」

　祭には渋しぶい、というかおっさん臭くさい趣しゆ味みがあり、陶とう器きの作成キットや盆ぼん栽さいといった品々を目当てにこの店を訪おとずれる常連だったが、看板の横にはためく『二十四時間さわやか営業中！』の幟のぼりに矛む盾じゆんして、店主がまともに起きていた事は一度もない。

「にゃはは、扉とびらは一日中開いてるんだけどね。ま、お客さん全然来ないからいいんでない？」

　そこで、沈ちん黙もくを保っていたサンジュが口を開いた。

「おいコラ、ちっとしゃきっとしろや、蕩子」

「ちょ、ちょっと、サンジュ……」

　念話でなく生の声だった。祭は制止しようとするがサンジュは平然と言い放った。

「うっせえな、こいつも枷人だから別にいいんだよ」

「えっ……」

　蕩子は口に人差し指をあてて、稚ち気きと妖よう艶えんさを併あわせ持った笑えみを浮うかべた。

「おろろ、やっぱり祭ちゃんに枷人の事ばれちゃったんだね、火猿君」

「……不本意ながらな。ってことは昨日の公園の妖よう気き、感知したみてえだな」

「うんうん、さすがに火猿君があれだけ妖気解放したら、探さぐってなくても気付いちゃうよねー。なんかもう一個妖気があったみたいだけど」

「ああ、そのバカは俺様がぶちのめしたからいいんだが、そいつがその後何者か……おそらくはマキナリアに殺やられた」

「不自然に反応が消えたからおかしいとは思ってたけど……かねてから懸け念ねんされていた事態がついに、って感じかな」

「ああ、大蛇おろちの奴の灰も無限じゃなかったって──」

「ちょ、ちょっとちょっと」

　そこまで我が慢まんしていた祭だが、たまらず割って入った。

「んだよ、邪じや魔ますんじゃねえよカスが」

「だって全然話が分かんないし……それに蕩子さんが枷人って……」

　まじまじと見つめる祭に、蕩子は、前まえ髪がみを搔かきあげて意味ありげに微笑ほほえんだ。

「うんうん、私は人間じゃないんだな、これが。ふふ、火猿君とは付き合いが長いから、祭ちゃんが知らないようなエグい情報も色々と持ってるよん」

　横目でちらりとサンジュを見やる。

「んなくだらねえ事はどうでもいいんだよ……昨日、バカ野郎のせいで、マツリに憑つく羽目になったからな。このマヌケにも分かるように事情説明してやってくれ」

「おお、私が説明お姉さんの役割を授さずかる時がくるとは」

「ケッ、ふざけんな、テメエのどこがお姉さんって年なんだよ」

　蕩子の顔面が、笑顔のまま硬こう直ちよくする。

「……火猿君が生きてるって『犬の人』にバラしちゃおうかな」

「ぶふうっ！」

　蕩子が冷たい目でその単語を呟いた瞬しゆん間かん、サンジュがつんのめった。

「ま、待てバカ、俺様が悪かった、だからあいつの話はよせ！」

　異様に狼ろう狽ばいして、蕩子に縋すがりつく。

「にゃはは、うそうそ、火猿君にそんなデリカシー期待してないですぜ」

　蕩子は意地の悪い笑みを浮かべる。どうやら本気で気分を害した訳ではなく、からかっただけらしい。このやりとりだけで、なんとなく二人の関係性が窺うかがえた。

「……むう」

　何故なぜだか胸にもやもやしたものを感じて、唸うなってしまう。

「あ、ほらほら火猿君、祭ちゃんが妬やいてるよ、かわいー」

「あ？」

　振ふり向いたサンジュに、件くだんの青年の面おも影かげが重なり、祭はうろたえる。

「いや、そ、そんな事ないって、サ、サンジュなんてただの猿のぬいぐるみだし」

「俺様は猿でもぬいぐるみでもねえって、何度言ったら分かるんだこのクズが！」

「じゃあ何なの？」

「火猿様だ」

「やっぱり猿じゃん」

「殺すぞボケが！」

　都合良くいつものノリに戻もどったので、照れはどこかに吹ふっ飛んでくれた。

「いやあ、仲いいですなー」

　蕩子がにやにやしながら両者を見つめている。

「ってか、時間ねえんだから早く説明始めろや」

　ぶすっとした表情のサンジュが、蕩子を急せかす。

「ほいほい、それでは……おいしょ」

　蕩子は、非常にもっさりとした動きで、店の奥から埃ほこりを被かぶったホワイトボードを引っ張り出して来た。そこに赤いペンで三つの円を横並びに書き込む。

「はい、では始めよっか、祭ちゃん。まずですな、私達の存在する次元には、異なる三つの世界が確かく認にんされている訳ですよ」

　蕩子は円の中に、左からそれぞれ　魔ま遊ゆう庭てい、人間界、マキナガーデン、と書き込んでいく。

「このように、人間界は二つの世界に挟はさまれるような位置関係になっててね。そしてそれぞれの世界には、異なった種族が存在してるわけさ」

　蕩子はやたらにウキウキした様子で真ん中の円を指差す。

「まず人間界だけど、これは説明の必要ないよね。祭ちゃんや私達が今現在生活してる場所」

　続いて左側の円にシフトする。

「んで、こっちが魔遊庭。これは私達枷人が存在する世界。庭なんてついてるけど、広さ自体は人間界の地球と同程度ぐらいはあるんだな、これが。ここと人間界は比ひ較かく的てき、空間位置が近くてね、ずっと昔から頻ひん繁ぱんに枷人達が行き来していた訳で」

　それが昨日サンジュから聞いた、妖よう怪かいの伝承に繫つながるのだろう。

「それは……なんたら力ってのを吸うために？」

「環かん力りよくだ、環力。俺様達枷人は別に無理して飯を食わなくても、魔遊庭や人間界の大気中に漂ただよう環力を吸収するだけで、生命維い持じ出来るようになってんだ」

「ふーん……でもだったら、なんでわざわざ人間から吸うの？」

「ふふ、濃こくて美味おいしいらしいよー、私は人間から吸った事無いけど」

　蕩子が淫いん靡びな笑えみを浮うかべながら、ちろっと舌を出した。

「まあ『吸きゆう血けつ鬼き』の連中なんかはいい例だな。昨日の鎌かま鼬いたちは経口摂せつ取しゆしようとしてたみてえだが、一番環力が濃いのは人間の血中だ。あいつらは一番効率のいい方法で環力を奪うばい取ってたわけだ」

「でもそれって、昔の話なんだよね？」

「ああ、今現在、人間からの直接吸収は禁きん忌き中の禁忌だ。吸い過ぎりゃ最悪死に至るからな」

「え……じゃあ昨日の女の子は？」

「あれはちろっとしか吸われてねえから大だい丈じよう夫ぶだ……問題はあの鎌かま鼬いたちがなんであんなに目立つ妖よう気き発生させて軽けい率そつな行動したか、だが」

「地球環かん境きようの悪化で、大気中の環力が減少してるのも一因だろうけど、それだけじゃない気もするよね……ん、祭ちゃん、どうしたん？」

「いや、色々詰つめ込み過ぎて知ち恵え熱ねつ的なものが……」

　昨日のものと併あわせて、未知の情報が一気に流入した祭の脳はパンク寸前だった。

「バーカ、まだ枷人側の説明しかしてねえだろうが。肝かん心じんなのはこっからだっつーの」

「そんな事言われてもなあ」

「ではここで、ブレイクタイムって事で、ちょいと火猿君の昔話でもしてみようか」

「あ、それ聞きたいかも」

「なっ……」

「うむうむ、今でこそこんな可愛かわいくなっちゃってるけど、火猿君はそりゃもう整った顔立ちでね、私も何度この身を弄もてあそばれた事か」

　蕩子はわざとらしくしなを作って、流し目でサンジュを見る。

「バッ、バカが！　デタラメいってんじゃねえ！」

「あはは、相変わらずうぶだなー、火猿君は……って何で祭ちゃんまで真っ赤になってんの？」
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　例の青年のビジュアルが再び脳のう裏りに浮かんでしまった。サンジュが『男』である事を再び意識させられる。

「と、蕩子さん……この話題はパスの方向で」

「そ、そうだ、早く話を進めろこの淫いん乱らんが！」

「はあ……二人してそう言うんならやめよっか。じゃ、残りの説明の準備するねー」

　蕩子は再び店の奥に引っ込んで、何かを物色し始めた。

「んー……あったあった、これだ」

　しばらくして蕩子は、ごてごてした装そう飾しよくの鏡らしき物体を携たずさえて戻ってきた。カウンターの上にどかり、と無造作に置く。

「こうやって撫なでるとあら不思議」

　蕩子が曇くもったその表面を無む駄だに卑ひ猥わいな指の動きで擦こすると、次し第だいに晴れていき、何かの映像がおぼろげに浮かび上がってきた。

　そこには何の変へん哲てつも無い、三十代と思おぼしき男性が映っている。しかし、その胸部に目を向けた祭は息を吞のんだ。

「な……何これ？」

　なにやら銀色のどろどろした半液体が、男の胸から湧わき出していた。その表面には微び細さいな金属片へんらしきものがびっしりとはりついており、形状を秒単位で変質させながらアメーバのように蠢うごめいている。

「これは粘ヒ性ユ機ド群ラって言われててね」

「ヒュドラ……」

「まあぶっちゃけ何だかよく分かって無いんだけどね。ウイルスとか、新種の機械生命体とか諸説あるんだけど……まあとにかく、この粘性機群を体内に宿してるのが、マキナリアって呼ばれる生物なんですよ、これが」

　蕩子はホワイトボードまで歩み寄って、マキナガーデンの図の下にマキナリア、と書き込んだ。

「昨日の男の子はこのマキナリアって人達に……殺されたの？」

　祭は言こと葉ば尻じりを濁にごらせながら、躊躇ためらいがちに問う。

「まあ十中八九、間ま違ちがいねえ。灰が底をつきそうだって情報はちょいちょい耳に入ってきてたしな」

「昨日もちょっと言ってたけど、灰って何の事？」

「祭ちゃん、私達枷人は死ぬとみんな、その場で灰になっちゃうんだよね」

「その場で……火か葬そうとかしないでも？」

「うん、それは私達枷人の命そのものだから、遺灰さえちゃんと保存されてれば、完全に死んだ事にはならないんだけどさ」

「……けっ」

　何故なぜかそこでサンジュが舌打ちを漏もらす。

「マキナリアって人達は、その灰を欲しがってる？」

「そういうこった……蕩子」

「はいはい。祭ちゃん、こっからはちょーっとグロ注意ね」

　蕩子は再びぐねらせた指を、鏡の表面に這はわせた。それに合わせて映像が切り替かわる。

「……うっ」

　直視してしまった祭は、反射的に口に手をあてて目を背そむけた。

　そこに映っていたのは人型の彫ちよう像ぞう。その表面はメタリックな銀色と肌はだ色いろがマーブル状に混ざり合っている。人肉と機械が融ゆう合ごうしたような、生理的嫌けん悪おを誘ゆう発はつする色合いだった。

　断だん末まつ魔まの瞬しゆん間かんをそのまま固めたかのような表情も、彫像の不気味さに拍はく車しやをかけている。

「マキナリアは粘ヒ性ユ機ド群ラを完全に制せい御ぎよ出来てる訳じゃないらしくてね、不用意に力を使いすぎると徐じよ々じよに体を蝕むしばまれていって、最終的にはこんなんなっちゃうわけ」

「機械に……体を乗っ取られちゃうってこと？」

「うーん、粘性機群ってどうも自律した意思があるみたいなんだよね。まあ、ここまでなっちゃうのは一ひと握にぎりだけみたいなんだけどさ」

「でも、それと枷人の灰が……何か関係あるの？」

「……クソ面めん倒どう臭くせえのはそこだ」

　苛いら立だちを隠かくさないサンジュの相あい槌づちを受けて、蕩子も若じやつ干かん眉まゆをひそめた。

「枷人の遺灰からは、粘性機群の侵しん蝕しよくを劇的に抑よく制せいさせる物質が、抽ちゆう出しゆつできるんだよね」

「えっ？」

　思わず声が漏れる。人間界を挟はさんで両りよう端たんに位置する別世界の住人に、なぜそんな不自然な因果関係があるんだろうか。

　そんな祭の胸中を察したように蕩子が再び口を開く。

「うんうん、絶対怪あやしいよねー、私もおかしいと思うんだけど、更さらにもう一個厄やつ介かいな点がありまして」

「もう一つ？」

「ああ、マキナリアの連中は、体内に人間よりも遥はるかに高こう濃のう度どの環力を宿してやがるんだ」

「………そ、それって」

　しばし考えた後、祭はある考えに思い至る。

「そう、枷人とマキナリアに殺し合えって言ってるような構図だ」

「実際に昔から、両者は人間に気付かれない所でドンパチしてたんだよね。マキナリアは灰の奪だつ取しゆの為ために枷人を狙ねらう。枷人はそれを返り討うちにすれば、依い存ぞん性が極度に高い御ご馳ち走そうが手に入る。そんで逆もまたしかりって訳」

　たしかに、そんなお膳ぜん立だてされたような状じよう況きようでは争うなという方が難しいだろう。

「でもそれも、二百年前までで終わったはずなんだよね。詳しよう細さいは省くけど、両者間で大規模な一大決戦があって、そこで敗北した枷人側の総大将、大蛇が自らの灰を提供するって条件で、休戦協定が結ばれた」

「クソ忌いま々いましい事に、マキナリア連中は膨ぼう大だいな灰を得て、枷人は、人間とマキナリアからの環力直接摂せつ取しゆを全面的に禁止された訳だ」

「そうそう、ってなわけでここ二百年は比ひ較かく的てき平へい穏おんな感じだったんだけどね」

「マキナリアが動き出したってことは……大蛇の灰が底をついたのは確定らしいな」

「うーん、そうなってくると、この前のＯＬと女子高生の失しつ踪そう事件も怪しいよね」

「ああ、タイミング的に限りなく黒に近ちけえな」

「え……」

　それはもしかして昨日の朝、母親の光が触ふれていた件ではないだろうか。

「あのさ……枷人って今でもそんなにたくさん人間界にいるの？」

「あ？　俺様も正確な数は把は握あくしてねえが、大戦後に諸もろ々もろの事情があってな、その絡からみで人間に紛まぎれてる枷人は結構いんぞ……つーか話が繫つながったから丁度いい。こんなとこくんだりまで来てテメエに全部説明したのは、ある意味これを知らせる為だからな」

　なんとなく嫌いやな予感が走った。サンジュがこういう表情をしている時は、十中八九祭にとってろくでもない事を口走る。

「これって……なに？」

　ある程度の心構えをもって問いを発したが、返ってきたのは予想の上をいく回答だった。

「もやしの野や郎ろうは枷人だ」




　　　　３




「うむう」

　通学路の商店街。抜ぬけるような青空の下、祭は女子高生らしからぬ唸うなり声をあげていた。一気に与あたえられた情報が、頭の中で渦うずを巻いている。

　人間界とは異なる世界が二つもある、という事実。そこに存在する枷人、マキナリア、という生物。そして両者の対立構造。

　頭の回転が良い方ではない事は自覚している。疑問が解消してすっきりした部分も無かった訳ではないが、情報過多による混乱の度合いの方が遥かに大きかった。

　そこへきて悠季が枷人である、という爆ばく弾だんが投下された。どう処理していいか全く分からない。

《やめとけやめとけ。足りねえおつむでいくら考えたって無む駄だだっつーの》

　情報を与えた張本人が、無責任な言葉を送ってくる。

「だってさ……ひゃうっ！」

　突とつ然ぜん、背筋にすっと何かが触れる感かん触しよくがあった。

「やほ」

　大鳥大吾は、相変わらずの無駄な爽さわやかオーラを身に纏まとい、しゅたっ、と手を上げた。

「朝っぱらからセクハラするのやめてほしいんですけど……ってこれ昨日も言ったよね」

　祭はうんざりしながら告げる。

「うん、やだ」

「……そうですか」

　即そく答とう。あどけなさ全開の完かん璧ぺきな笑え顔がおの裏に、どろどろした情じよう欲よくが垣かい間ま見みえた気がした。

「ていうか花村ちゃんだいじょぶ？　なんかぶつぶつ独り言発してて、暗然オーラ全開だけど」

「え、はは、ごめんごめん、ちょっと考え事してて……あ、ところでさ、昨日の本城君の件なんだけど」

　不自然に電話を切った大吾の態度を思い出す。悠季が枷人だったという事実も相まって、嫌な予感しかしない。大吾は頰ほおを搔かきながら、歯切れの悪い調子で答える。

「ああ、あれね。まあ畢ひつ竟きよう……ちょっと遅おそい高校デビューみたいな」

「はい？」




　悠季が足を踏ふみ入れた時、喧けん騒そうで溢あふれていた二年七組の教室は一いつ瞬しゆんにして音を失った。無理もない。それ程ほどまでに悠季の風ふう貌ぼうは一変していた。

　律りち儀ぎに全すべて閉じられていたシャツのボタンも開かれ、隙すき間まから覗のぞく胸むな元もとには、煽せん情じよう的な絵え柄がらのＴシャツが覗いている。

　そして何より顔つきが違ちがう。常に浮うかべていた小動物のような表情の面おも影かげは微み塵じんもなく、余よ裕ゆうと自信に満ち溢れたその様子は、最も早はや別人と呼んでも差し支つかえがなかった。

　悠季はクラスメイトの視線を一身に受けながら、淀よどみの無い足取りで目的の人物の席へと向かった。

「おはよう。昨日は君の意に添そえなくて悪かったね」

「ああ？」

　浅倉は広げていた雑誌から目を離はなし、刺さすような視線を悠季にむける。

「はは、怖こわいな、そんなに睨にらまないでよ」

　悠季は、人を喰くったような調子でにこやかに告げる。

「……舐なめてんのか」

　直接的な場面は目にしていなくても、悠季が浅倉からいじめに準ずる行こう為いを受けている事をなんとなく察しているクラスメイト達は、二人のやりとりを固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「まさか。僕はただ昨日のお詫わびがしたいだけなんだ。ほら、これあげるよ」

　悠季は鞄かばんから黒光りする物体を取り出して、その先せん端たんを浅倉に向けた。周囲からどよめきが漏もれる。

「本城……そんな紛まがい物で俺がビビるとでも思ってんのかよ」

「はは、まあこんなちゃちな作りじゃ騙だませるわけないよね。というかモデルガン以前に水みず鉄でつ砲ぽうだし、これ」

　悠季は気色ばむ浅倉を軽くあしらうように、あっさりと人差し指を引いた。その顔面になにやら白はく濁だくした液体が噴ふん射しやされる。

　悠季は更さらに一歩近づいて浅倉の肩かたにぽん、と手を置いた。

「いや、豚とん骨こつラーメン好きだって聞いたからさ。ダメ？」

　教室が、凍こおりついた。




「おっはよう晴ちん」

　教室に着いた祭はクラスメイトと挨あい拶さつを交かわしつつ、机に直行して鞄を置いた。大吾によれば、悠季は一いつ緒しよに登校しようという誘さそいを蹴けって、一人で先に行ってしまったらしい。すぐさま様子を見に行こうとしたその矢先、鞄にぶらさがったサンジュが微かすかに動いた。

《な……あのクソバカが！》

「え？」

《マツリィ！　やべえぞもやしの──》

「──っ！」

　サンジュの念話をかき消すように、何かが崩くずれるような音と、悲鳴が祭の耳に飛び込んできた。クラスメイト達の間にもざわめきが広がる。

「何、今の音？」

「理系クラスの方じゃね？」

「行ってみっか」

　廊ろう下かから一ひと際きわ大きい声が響ひびく。

「おい、なんか七組で誰だれかが喧けん嘩かしてるってよ！」

「……まさかっ！」

　キーホルダーから引きちぎるようにしてサンジュを摑つかみ取り、教室を飛び出す。

「花村ちゃん、悪いけど先行くわっ」

　大吾が瞬またたく間に祭を引き離していった。

《何やってんだマツリ、急げっ！》

「わ、わかってるって」

　祭もサンジュを握にぎりしめながら懸けん命めいにとばす。大吾に遅おくれる事十数秒、辿たどり着いた七組の周辺は黒山の人だかりと化していた。他ほかのクラスの野や次じ馬うまのみならず、七組の生徒もほとんどが廊下に出ているようだ。

　好こう奇き、戸と惑まどい、恐きよう怖ふ。彼らの顔に浮かんだ反応は様々だったが、只ただならぬ事態に陥おちいっているのだけは間ま違ちがいなかった。

「大鳥君っ！」

　人をかき分け、なんとか大吾の傍そばまで達した所で、初めて中の様子を窺うかがう事が出来た。

「噓うそ……」

　教室内は嵐あらしに蹂じゆう躙りんされたかのように机と椅い子すが散乱していた。その中心近く、悠季が不敵な笑えみを浮うかべながら、片手を掲かかげている。

　その先には浅倉の首。悠季は叩たたけば折れそうな細ほそ腕うで一本で彼を軽々と持ち上げていた。身長に相当な差がある為ため、ほとんど真上に手を掲げる形になっている。

「あ……が」

　懸命にもがく浅倉だが、華きや奢しやなはずの悠季は微び動どうだにしない。

「はは。浅倉君、顔が面おも白しろい事になってるよ」

　悠季は散乱している机に向かって、半ば叩きつけるように浅倉を投げ落とす。

「あれ、やりすぎた？」

　頭から机に突つっ込む形になった浅倉は打ち所が悪かったのか、軽く呻うめいた後に、動きを止めた。意識を失ったらしい。

「起きなよ」

　悠季がしゃがみこんで浅倉の襟えり元もとを摑んだ時、その肩に手が置かれた。

「よせって、悠季」

「ああ……大吾か」

「なに軽けい佻ちような事してんのよ、こんなのキャラじゃないっしょ」

　悠季は答える代わりにその手を払はらって立ち上がり、大吾と対たい峙じする。その頃ころには祭もなんとか教室内に入り込んでいた。

「花村さんまで来たの？　暇ひま人じんだね、二人とも」

「本城君……こんなのおかしいって！」

　祭は悠季のあまりの変わりように戸惑っていた。外見的なものもそうだが、口調や佇たたずまい、放つ雰ふん囲い気きが昨日までとは別物と化している。

「おかしくないよ。僕は好物をあげようとしただけなのに、浅倉君がいきなり殴なぐりかかって来たんだ。正当防衛だよ、これ。それに昨日の屋上の件、実は全部そいつのせいなんだ。待ってて。今叩き起こして謝らせるから」

　浅倉との因果関係は不明だが、やはり屋上の一件が何らかの引き金になってしまったらしい。

「あたしはもう気にしてないから、そんな事しなくていいって」

「それじゃ僕の気が済まない」

　浅倉の方に向き直った悠季の肩に、再び大吾の手が置かれる。

「……しつこいんだけど」

「やめろっつったっしょ」

「あのねえ大吾──」

「それと、その薄うす気き味み悪わるい表情やめれ。至上にウザいんだけど」

「……なんだって？」

「俺の知ってる悠季は、そんな陋ろう劣れつな顔しないんだよね」

　二人の間に緊きん張ちようが走る。ざわついていた廊下のギャラリー達も、いつの間にか沈ちん静せい化して事態に見入っている。

　両者はしばし睨にらみ合う。やがて悠季が話にならない、といった様子で先に目を逸そらした。大吾を無視する形で浅倉に向かうが、当然の如ごとく三度目の制止が入る。

「だから、よせって」

「これだから人間ってやつは……」

　呟つぶやきの直後。猛もう烈れつな後ろ回し蹴げりが大吾の腹に突き刺ささっていた。その長身が吹ふき飛び、教室後ろの壁へき面めんに叩きつけられる。

「きゃああっ！」

　廊下の女子から悲鳴があがる。

「大鳥君っ！」

　駆かけ寄ろうとした祭だったがぐっとこらえ、悠季と浅倉の間に割り込む。

「どうして二人とも邪じや魔まするかな。そいつは裏で君達に危害を加えようとしてたんだ。二度とそんな気を起こさないように、然しかるべき制裁を加える。それが君達の安全にも繫つながるんだ」

「あたし達の事気にかけてくれてるんなら、なんで大鳥君にあんな事！」

「それは僕の邪魔をするからだよ。さっさとどいてくれ」

　悠季の言葉は本ほん末まつ転てん倒とうというか支し離り滅めつ裂れつだった。祭と大吾の為、と言いつつ大吾に暴力を振ふるう。言動に一いつ貫かん性が見られない。

《こいつ……扱あつかい慣れてねえくせに、半はん端ぱに妖よう気き解放してるから、中あてられて、ちっとばっかしラリってやがる。一発ぶん殴って目え覚まさせるしかねえな》

　脳内で苛いら立だったような声が響ひびくが、こんな所でサンジュを乗り移らせる訳にはいかない。祭は悠季の目を真っ向から見み据すえる。

「本城君……これ以上やったら、取り返しがつかなくなっちゃうよ」

「全く二人して暑苦しい。邪魔するなら君も……ん？」

　悠季は言葉を中断して廊ろう下か側を注視する。

「一体何だこの有様は！」

「ほら、どけ！」

　教師が数名、生徒を押しのけながら教室内に押し入ってきた。皆みな一様に教室内の惨さん状じように息を吞む。

「これは……」

「お前……本城か？」

　寄せられた視線に、悠季は嘲あざけりの言葉を返す。

「あんたら、今いま更さら何しにきたのさ。役立たずの平教師はすっこんでなよ」

「な、何？」

　普ふ段だんの悠季からはおよそ想像もつかない辛しん辣らつなその台詞せりふに、教師達は怒いかりというよりも困こん惑わくの表情を浮うかべる。

「ま、なんとなく興きよう醒ざめだからもういいや」

　悠季は手をひらひらと振りながら窓まで歩み寄って行った。ガラス窓を開放し、その桟さんに足をかける。

「ちょ、ここ二階……」

　悠季は、首だけを祭の方へ向けた。

「あ、そうそう最後に忠告しとくけど花村さん、いつも大事そうに持ってるその猿さるの人形、捨てた方がいいよ」

《な……》

「君には分からないだろうけど、とんでもなく禍まが々まがしい瘴しよう気きに満ちてるから。持ってると災さい厄やくが降りかかるレベルだよ、それ。第一見た目が悪あく趣しゆ味みだしね」

《んっだとテメこのやろ──》

　暴れかけるサンジュを、慌あわててギャラリーから見えないように押さえ込む。

「まあもう会う事もないだろうから、どうでもいいけどね」

　言うが早いか、その身を窓から躍おどらせた。

「なっ──」

　祭と教師陣じんは一いつ斉せいに窓に駆け寄る。打ち所によっては骨折してもおかしくない高度だ。しかし、眼下では悠季が何事もなかったかのように、平然と校庭を歩いていた。

　教師達は惚ほうけたように顔を見合わせていたが数秒後、我に返り、外に控ひかえていた女性教師にその場を任せて、飛び出していった。

　祭は、壁かべに身を預けて座り込んでいる大吾に駆け寄った。

「大鳥君、平気？」

「はは、下半身が一部分だけ動かないんだけど、花村ちゃん揉もんでくんない？」

　ふざけた言葉の内容とは裏腹に、その表情は苦痛に歪ゆがんでいる。

「でも、セクハラ発言できるようならだいじょぶだよね……あたしちょっと行ってくるから」

「ちょい待ち。もしかして悠季を追っかける気なわけ？　それなら俺が行くって」

「でも……危ないし」

「それは普ふ通つう俺の台詞」

「あー、うん。まあそうなんだけど、えーっと……」

　うまい説明が思いつかない祭はしどろもどろになる。

「あれヤバいって、悠季のあの変わりようと異常な力……考えたくないけど、クスリでもやってんのかもしんない。言っちゃ悪いけど、花村ちゃん一人で追ってもどうにもなんないでしょ」

　確かに普通の観点からすれば、あの様子ではドラッグの使用を疑われても仕方がない。押し問答の最中、祭の手の中のサンジュはぶるぶると震ふるえていた。

《……やくしろ》

「え？」

　脳内に怒ど気きを孕はらんだ声が響く。

《どうでもいいから早くしろってんだ!!》

　あまりの大だい音おん声じように祭は頭を抱かかえるが、サンジュは止まらない。

《あの野や郎ろう、言うに事欠いて俺様が悪趣味だと！　超ちよう絶ぜつ的可愛かわいらしさのこの俺様を！　俺様を誰だれだと思ってんだ火猿だぞ！　年とし端はもいかねえガキが調子に乗りやがって、ぶん殴なぐって火ひ達磨だるまのぼろ雑ぞう巾きんにしてやる！　大体不ふ吉きつに感じるのは、俺様の絶対的な力にテメエの本能が恐おそれを為なして──》

　延々と続きそうなサンジュの文句には付き合っていられないが、早急に悠季を追わなければいけないのは確かだった。

「花村ちゃん、どしたの？」

「大鳥君、ごめん。説明してる暇ひま無いんだっ」

　祭はサンジュを握にぎりしめ、教師に促うながされ散会しつつある野や次じ馬うま達の合間を縫ぬって、昇しよう降こう口へと駆かけだした。

《何やってんだマツリ、テメエも飛び降りろ！》

「いや、無理だから」

「花村ちゃん、やっぱ来ない方がいいって」

　背後から大吾の声がしたかと思うと、いつの間にか祭は抜ぬき去られていた。

《何してやがるノロマ、ブタ、ウスラトンカチ！　急げ！》

「そんな事……言われても……これ全速力だってぇ」

　祭が息も絶え絶えに昇降口に達した時には、大吾は既すでに教師達を抜き去り、校庭を概おおむね縦断していた。彼は特に息を乱した様子もなく、そのまま一気に校門を通過していく。

「ちょ、速すぎっ」

　ようやく祭が校門から出た頃ころには、大吾の後ろ姿すら捕ほ捉そく出来なくなっていた。

《マツリィ、そこ左だ。クク、あのもやし野郎、バカみてえに妖よう気き垂れ流してやがる。待ってやがれ、俺様をコケにした事を死ぬ程後こう悔かいさせてやる》

　サンジュが手の中で、どす黒い負の情念を発していた。

「でも……枷人とか関係なく、あの本城君があそこまで……なっちゃうなんて、よっぽどの事情……があるんだと……思うけど」

《何があろうと、俺様への暴言は許されねえんだよカス》

　今のサンジュには馬ば鹿かにされた怒いかりと、それに対する報復しか頭に無いらしい。小学生か、と突つっ込みたくなる。

「そんなに……急いでんだったらさ、もう……あたしに乗り移っちゃったほうが……いいんじゃないの？」

　既に祭の息はあがっていた。

《まだ慣れてねえから、テメエの体乗っ取れる時間が把は握あくできてねえんだよ。ぶちのめす段階になってタイムオーバーじゃ話になんねえからな》

「じゃ……あたしが頑がん張ばるしか……ないって事だね」

《つーわけだ、くっちゃべってねえで急げ！》

「りょー……かいっ！」

　祭は気合いを入れ直し、速度を上げた。程ほどなくしてとある十字路に差し掛かかった時、

「うわわっ！」

《うおっ！》

「おっと」

　何者かと衝しよう突とつし、祭は受け身も取れずに尻しりもちをついてしまった。サンジュもその勢いで道に投げ出される。

「いちち……」

「あー、悪い、お嬢じようちゃん」

　ぶつかった男が、すまなそうに手を差し伸のべている。

「あ、こっちこそごめんなさい」

　手を借りて立ち上がる祭を見て、男の後方に控ひかえている少女が、楽しそうな声をあげた。

「あら、赤井さん、道みち端ばたで美少女とぶつかるなんて、どこの主人公ですか」

　いかにもやる気の無さそうな男に、コスプレじみた衣い装しようの少女。恋こい人びとにも兄妹きようだいにも見えないし、なんだか奇き妙みような取り合わせだった。赤井と呼ばれた男は、気まずそうに頭をかく。

「くだらねえ事言ってんなよ……あ、お嬢ちゃん、怪け我がとかしてないよな？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。転ぶのは慣れてるんで」

「よく分からんが、怪我がないならそれで……ん？」

　祭の余計なひと言に首をかしげる赤井だったが、そこでふと道に転がるサンジュの方に目を向けた。そして、訝いぶかしんだような表情で祭をまじまじと見つめる。

「昂陽の女子高生、黒くろ髪かみ、猿さるのぬいぐるみ……いや、まさかな」

「あの……何か？」

「お嬢ちゃんさ、今学校の時間だろ、こんなとこで何してる？」

　祭の問いには答えずに、質問を被かぶせてくる。力の抜けた調子ではあったが、その視線には奇妙な迫はく力りよくが有り、思わず馬鹿正直に答えてしまう。

「いや、学校でちょっと揉もめ事があって、友達を追いかけてるんですけど……」

「へえ」

　赤井の眉まゆが僅わずかに動き、後ろに控える少女と顔を見合わせる。

「岬、ちょっと先に行っててくれ」

「お持ち帰りですか？　その子、純情そうですからお金では落ちないと思いますけどねー」

「いいからとっとと行けよ……」

「はいはーい」

　岬と呼ばれた少女は、辟へき易えきした様子の赤井と、状じよう況きようが飲み込めていない祭を尻しり目めに、鼻はな唄うた交じりで駆けだしていった。

「ど、どういう事です？」

　祭は無意識に一歩後ずさる。

「いや、俺は怪あやしいもんじゃない……ってどう考えても怪しいよな。ったく、岬の奴やつ、余計な事言いやがって」

　ひとりごちる赤井は悪人には見えなかったが、なぜこの場に留とどまったのか、その意図が摑つかめない。祭は不安感から、落ちているサンジュの所まで寄って行き、拾い上げる。

《マツリ、よく聞け。ばれっから反応すんじゃねえぞ》

　有効範はん囲いに入るなり念話を飛ばしてきた。その声には硬こう質しつな響ひびきが含ふくまれている。

《このグラサンの立ち振ふる舞まいは、どう見てもトーシローじゃねえ。タイミングから考えても、こいつが昨日のニット帽ぼうを殺やったマキナリアかもしれねえ》

「──っ！」

「お嬢ちゃん、どうした？」

　注意されていたにも拘かかわらず僅かな声が漏もれてしまった。しゃがんだまま固まっている祭を不ふ審しんに思ったのか、赤井が後ろから訝しんだ声をかけてくる。

「あ、いえいえ、何でもないです！」

　祭は慌あわてて振り返る。

「そんなに警けい戒かいすんなよ……それとも──」

　目の前に赤井の顔があった。

「何か隠かくしてんのか？」

　別人とも思える程の怜れい悧りな視線。祭は瞬しゆん時じに反応出来ずに、息を吞のむ。

「うっ、いや、その……」

　たじろぐ祭を見て、さらに疑念を増した様子の赤井は、祭が手にしたサンジュに視線を向ける。

「差し支つかえなければその人形、ちっと見せてくんねえかな」

《ちっ……俺様の妖よう気き消しは完かん璧ぺきだからマキナリア風ふ情ぜいにゃ到とう底てい感知できねえが……この野や郎ろう、ちと厄やつ介かいだな》

　独り言のようなサンジュの呟つぶやきが脳内に響いてくる。赤井が昼ひる行あん灯どんを装よそおっているだけだ、というのは祭にも理解出来た。彼の本質は、おそらくその対極の位置にある。

　赤井が更さらに距きよ離りを詰つめて来た。

「いや、はは、これはその……人様に見せられるようなもんじゃ……」

「ま、いいからいいから」

　赤井が有う無むを言わさぬ調子で手を伸ばしたその時、

「ってうわっ！」

　祭は唐とう突とつによろけて再び尻しりもちをついた。前まえ触ぶれも無く転てん倒とうするなど、祭にとっては別段珍めずらしい事ではなかったが、悲劇はそこで終わらなかった。

「ぎゃあっ！」

　勢い余った祭は、背後のブロック塀べいに後頭部をしたたかに打ちつけた。

「をおおおっ！」

　祭は頭を押さえてその場で悶絶した。脳が揺ゆれ、酩めい酊ていしたような感覚が襲おそってくる。

「おいおい……」

　赤井は毒気を抜ぬかれた様子で、棒立ちになっている。

「い、いちち。うう、こぶになんなきゃいいけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　赤井が手を差し伸のべてくる。

「あ、どうも……へ？」

　ばきり、と冗じよう談だんみたいな音がした。

「な、何これ？」

　なぜか祭の足は木製の板を踏ふみ抜いて、壁かべ際ぎわの側そつ溝こうに嵌はまっていた。他ほかの場所はきちんとコンクリート製のブロックで蓋ふたがされているのにも拘わらず、祭がふんばった部分だけは、粗そ末まつな木の板が申し訳程度に被かぶさっているだけだった。

「ちょ、抜けないんだけど」

　おそらくはブロックが破損したか何かで、正式に対処するまでの暫ざん定てい的な措そ置ちなのだろう。折れた部分が丁度釣つり針の返しのような役割を果たして、引き抜こうとしても容易には足を外せない。

「いたっ、痛い……ああっ、ちょっと血が出てるっ！」

　赤井はもがく祭を見て、気勢を削そがれた表情で髪かみを搔かき混ぜる。

「こりゃ……ねえな」

　嘆たん息そくして、踵きびすを返す。

「え……あ、ちょっ、赤井さん、助けてっ」

「お嬢じようちゃん、友達を追ってるっつったけど、君はそのまま嵌ってた方が幸せだ」

　赤井は手をひらひらと振りながら、走り去ってしまった。

《テメエのドジも役に立つ事があんだな……》

「サ、サンジュ、感心してないでちょっと乗り移ってこれとってよー」

《時間制限があるっつったろ、こんなくだらねー事に使えっかよ》

「パッと入ってスッと出ればいいじゃん」

《そしたらしばらく入れなくなるんだっての！》

「なんでそんな不便な仕様なの？」

《テメエの体に負担がかかったら大変だか……あ》

　サンジュはやってしまったとばかりに口を押さえるが、脳内へのダイレクトな会話にそんな事をしても意味がない。

　普ふ段だんならばすぐさま「やっぱりサンジュってあたしの事大好きなんだね」と言ってからかう所だ。そして祭は実際にそうしようとしたが、

「ふーん、やっぱりサンジュってあたしの事だいす──」

　その瞬しゆん間かん、脳のう裏りに再び件くだんの青年の顔が浮うかんでくる。

《バ、バッカ！　ちげえぞ、ちげえかんな……って、あれ、なんでテメエが照れてんだオイ》

　想定とは違ちがうリアクションが返って来たので、サンジュも戸と惑まどっている様子だ。祭は赤く染まってしまった顔面を冷ますように、掌てのひらでぱたぱたと煽あおぎながら取り繕つくろう。

「い、いやなんでもないよっ、やっぱりサンジュってあたしの事だいす……うう」

　結局最後まで言えなかった。

《そもそもテメエに憑つける状態は、俺様が作ったわけじゃねえ……ってかこんな下らねえ事言い合ってる場合じゃねえだろうが！》

　言われて、ハッとする。

「そ、そうだ、早く本城君追わなくちゃ」

　物言いからして、赤井が悠季を標的にしているのは明らかだった。岬と呼ばれていた少女もマキナリアなのだろうし、現場には無関係の大吾も向かっているはずだ。

　祭は再度右足に力を込めた。僅わずかではあるが、木板が軋きしみ始める。

「う、おりゃああっ！」

　渾こん身しんの力で引き抜く。小気味の良い破は砕さい音と共に祭の足は解放された。

「おっとと……いだいっ！」

　勢い余って、傍そばの電柱に頭をぶつけてしまった。目の前で星が瞬またたく。

《……お前、嫁よめ入いりは諦あきらめろな》

　サンジュの呟きが胸に刺ささったが、落ち込んでいる場合ではない。祭はふらつきながら走り始めた。

《うし、そこの角右だ……クク、待ってやがれもやし、今ぶちのめしてやっからよ》

　サンジュと祭の目的は大分乖かい離りしているようだが、もう放ほうっておくしかない。

「本城君……」

　昨日の屋上での悠季と、先さき程ほどの教室での豹ひよう変へんした様子。両方を目まの当たりにした今でもイメージが全く重ならない。一体何があったのだろうか。祭は疾しつ走そうしながら思考に没ぼつ入にゆうしていた。

《バ、バカ野や郎ろうっ！　前見ろ前っ!!》

　サンジュの怒ど声せいが響ひびき、確かく認にんした時にはもう遅おそかった。

「へ？」

　よくスローモーションになるなんて言われるが、そんな感覚は全くなかった。トラックの前面が瞬く間に眼前に迫せまり──

　祭の体は宙を舞まった。
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　麦代自然公園などは後者の最たる例だが、私立昴陽高校付近にもまた、喧けん騒そうとはかけ離はなれた雰ふん囲い気きを保っている箇か所しよがあった。

　そこは一昔前までは神社として機能していた場所だった。しかしながら現在は鳥居も色いろ褪あせ雑草は伸のび放題、取り壊こわされる事もなく放置された拝はい殿でんは、風雨に晒さらされ続けた結果か、以前の荘そう厳ごんであっただろう面おも影かげを微み塵じんも残していない。

　そんな、誰だれも寄りつかないであろう拝殿前の賽さい銭せん箱ばこ。その横に本城悠季が腰こしを下ろしていた。

　先日の屋上での一件後、精神的に揺ゆらいでいた悠季は、あてもなくふらついていた。そして何気なくこの神社跡あとに差し掛かかった時、なにやら気分が少し落ち着いたような気がしたのだ。

　同じ効果を期待して訪おとずれてみたものの、不安定な精神が治まる気配は全くなかった。昨日のものは、神社だから邪よこしまな気を鎮しずめられるかもしれないという先入観が生み出した、一時的な偽ぎ薬やく効果だったのかもしれない。

「さて……これからどうしようかな」

　誰に聞かせる事もなく放った独り言だったが、

「決まってんじゃん、学校に戻もどるんだよ」

　鳥居の先、長い石段の方から軽い調子の声が響いた。

「……大吾か」

　石段を登りきった大吾は鳥居を抜ぬけて、悠季の傍まで歩み寄る。

「ふーん、よく追ってこられたね」

　悠季は制服のズボンについた汚よごれを払はらいながら立ちあがった。

「知ってるっしょ？　足にはちょいと自信あんだよね」

　悠季は鼻で笑った。

「いやいや、そうじゃなくてさ、あんな仕打ちされてよくそんな気になったな、って事」

「ああ、あの腹キックか。いやあれはハンパないわ。マジ大たい驚きよう失しつ色しよくもんだっての」

「もう君達と関かかわりたくないって意思表示だったんだけど、伝わってないみたいだね」

「一回フラれてからが勝負、ってのが俺の信条」

「……しつこい男は嫌きらわれるって相場が決まってるけど」

「ひゅー、なんか別れ話みたいだな。ほれ、悠季ちゃん、落ち着いて一回深呼吸してみようか」

　おちゃらけた様子を崩くずさない大吾に、悠季はいらつきの表情を見せる。

「鬱うつ陶とうしいんだけど」

　突つき放すような冷れい淡たんな口調だったが、大吾は動じない。

「浅倉だっけか？　あいつと何があったか知らんけど、なんで俺とか花村ちゃんに相談しないのさ。心配かけたくないってのは分かるけど、過ぎたる堅けん忍にんは美徳にゃならんと思うよ、俺は」

「……全くよく口が回るね」

　悠季は顔を歪ゆがませ、大吾を睨にらみつけた。

「そりゃ、寡か黙もくじゃ女の子口説けませんから」

　その言葉に、悠季はなぜか一いつ瞬しゆん顔を引きつらせた。

「っ……もういいや、馬ば鹿からしい……大吾、良い事教えてあげようか」

　嘆たん息そくを交えながら告げる。

「ん？」

「実は僕ね、人間じゃ──」

「はい、そこまででーす」

　唐とう突とつに場ば違ちがいな女性の声が響き、大吾の体がどさりと地面に倒たおれ込んだ。

　その後ろには満面の笑えみを湛たたえた少女が、悠ゆう然ぜんと立っていた。なぜか腰には日本刀らしきものを携たずさえている。

「ちょっとお邪じや魔ましますねー」

　全身を白で統一した見み目め麗うるわしい少女は、気絶したらしい大吾を軽々と抱かかえあげると、怪け訝げんな表情を浮うかべる悠季の脇わきを素す通どおりし、ぼろぼろの拝殿へと横たわらせた。

「何……一体？」

　悠季の疑問に、少女はより一層の笑みを浮かべて振ふり返る。

「雛野辺岬っていいます……まあそれよりもマキナリア、って言ったほうが分かりやすいですかね」

　悠季の表情が、微かすかに揺らいだ。

「実際に見るのは初めてだけど……ほんとに人間と変わらないんだ」

「それはお互たがい様という事で」

「……で、僕とあれの話を聞いてたって訳？」

　悠季は大吾の方を顎あごで指す。

「ええ、石段の陰かげに隠かくれて、こっそりとお二人の熱ーい友情を拝見してたんですけど。駄だ目めじゃないですかー、ほいほい正体明かしちゃ。色々とやり辛づらくなっちゃいますよ」

　悠季は岬には反応を返さずに、大吾へと視線を向けていた。

「あ、突き放した態度とってもやっぱり気になるんですね。大だい丈じよう夫ぶですよー、軽く気絶させただけですから」

「別にそういうわけじゃないけど……で？　まさか、たまたま居合わせただけ、なんて言わないよね」

　悠季は、岬の腰の得物に視線を移す。

「それはまあ……というかですね、お兄さん、なにがあったか知りませんが、あからさまに妖よう気き漏もらしすぎです。私達でさえ簡単に感知出来ましたからねー」

「……そいつは御ご忠ちゆう告こくどうも」

「まあこちらとしては助かりますけどね。大変なんですよー、他ほかの枷人の情報を聞き出すのって。昨日も微び妙みように失敗しちゃいましたし」

　岬は微笑ほほえみを湛えたまま刀の柄つかに手をかけた。瞳ひとみが白く濁にごり、肌はだの露ろ出しゆつした部分が一瞬、銀色の鈍にぶい光こう沢たくを放つ。

「そっちだって殺気隠せて無いけど」

「フフ、無差別にとにかく狩かってこい、ってのが上の方針でして」

「そっちの事情なんかどうでもいいけど……こっちも大分イラついてるんだよね」

　悠季はワイシャツの袖そでを捲まくり、半身に構えた。両者の間に緊きん張ちようが走る。

　一瞬の対たい峙じの後、岬が動く。軸じく足あしに強力な溜ためを作り、一気に間合いへと踏ふみ込む。悠季を縦半分に両断する勢いで切り上げる。

　悠季は上半身を反らす動作のみで、容易たやすくかわす。

「しっ！」

　岬は返す刀で、空振った刃は先さきをそのまま切り下ろす。瞬しゆん時じに体勢を立て直した悠季が後ろに飛び退すさり、歪いびつ機きの守もりは再び空を切った。

「ふむ、意外に速いですねー……では」

　岬が続けて高速の踏み込みを見せる。一点集中の鋭するどい突き。その軌き道どうは、躊躇ためらいなく悠季の顔面に向けられていた。

　悠季は動じずに首を傾かたむける。刀身は微び量りようの髪かみの毛を巻き込んだだけで、何もない空間を通過していった。

　悠季は伸のびきった岬の腕うでを軽く蹴けり飛ばす。歪機守は彼女の手から弾はじきとばされ、石いし畳だたみの上に乾かわいた音が響ひびいた。

「あらら」

　岬は両手を上に掲かかげ、降こう伏ふくのポーズをとる。

「……人の顔面突つき刺さそうとしといて、失敗したら、はい参りました、で済まされると思う？」

「あ、駄目ですか？」

　岬はへらへらしながら質問で返す。

「君、何でこんな事やってるのさ？　どう考えても向いてないと思うけど」

「うーん、誰だれかさんみたいに、情を押し殺してまで任務に殉じゆんじてるわけじゃないですし……まあ強しいて言えば──」

　悠季は無言で続きを促うながす。相手が得物を失った事による油断が有ったのかもしれない。

「本能的なものですかね」

「──っ!?」

　悠季の目が見開かれた。

　岬の胸部からアメーバ状の機械のようなものが湧わき出、瞬またたく間に日本刀の体てい裁さいを成した。切っ先だけを生やしたような状態のそれは、悠季に向かって射出された。

「っく！」

　悠季は横に身を反らすが一いつ瞬しゆん遅おそく、その刀身は僅わずかに頰ほおの肉を切り裂さいていった。

　悠季は後方に距きよ離りを取り、頰から流れ出る血を拭ぬぐって舐なめとった。ばらばらの場所に転がっている二振ふりの歪機守は、アメーバ状の物質へと姿を変えて、地を這はうように岬の元へと戻もどって行った。彼女の手の中で統合され、再度日本刀の形状へと変化する。

「狸たぬきめ……」

　悠季は忌いま々いましげに岬を睨にらみつけた。

「そういうお兄さんはなんか動きが猫ねこっぽいですねー。そっち系の枷人さんです？」

「……さてね」

　そこで悠季の体に変化が起きた。瞳どう孔こうが散大し、びきり、という音を立てながら腕に異様な勢いで血管が浮うかび上がっていく。異常に伸びた爪つめは、刃は物ものの如ごとき様相を呈ていしている。顔面には、三み毛け猫ねこのような文様がくっきりと浮かび上がった。

「その見た目だと『猫ねこ又また』ってとこですかねー」

　異形の体へと変化した悠季を見ても、岬は平然としていた。

「というか、服装まで変わっちゃってますけど、どういう仕組みですか？」

　岬の言の通り、悠季の纏まとう衣い装しようは一変していた。幾いく重えもの布で構成される特とく徴ちよう的なそれに、高校の制服の面おも影かげは微み塵じんも残されていない。

「シッ！」

　問いを無視した悠季が、一直線に襲おそいかかる。

「おいしょっ」

　振ふり下ろされた爪を、歪機守で軽快に薙なぎ払はらう。

「もらったっ！」

　岬のがら空きになった脇わき腹ばらに悠季が照準を合わせ、もう片方の爪を突き刺そうとした瞬しゆん間かん、

「ふふ」
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　岬の脇腹から粘ヒ性ユ機ド群ラが湧き出し、急速に数本の小こ太刀だち状に形成される。それは間かん髪はついれず、悠季に向かって放射状に射出された。

「く……またかっ！」

　かわしたかに見えた悠季だったが、今度は逆側の頰がやや深めに切り裂かれていた。衣服にも幾筋かの切れ目が刻まれる。

「ではでは、今度はこちらから」

　隙すきを突く形で岬が踏み込む。彼女の手にした歪いびつ機きの守もりが瞬間的にぐにゃり、とその形状を崩くずした。悠季に振り下ろされる時には、それは巨きよ大だいな鎚つち状に形成されていた。

「くっ……」

　悠季は身を捩ねじらせて避さけるが、すぐさま二発目が襲いかかる。岬は鈍にび色いろに光る重じゆう厚こうな鎚を、まるで木製ででもあるかのように軽々と振り回す。かろうじて回かい避ひ行動をとっていた悠季だったが、岬のスピードは加速的に上じよう昇しようしていき、何発目かでその一いち撃げきが悠季の腕を捉とらえた。

「ぐっ！」

　めきり、という嫌いやな音が響き、悠季は腕を押さえて片かた膝ひざをついた。

「げほっ……ごほっ」

　呼吸器系にまで衝しよう撃げきが及およんだらしく、激しく咳せき込む。

「この感かん触しよくだと、精々ひび止まりですかねー」

　岬はちらり、と舌を覗のぞかせながら嬉き々きとした表情を浮かべる。同時に、鎚状だった得物を、再び日本刀の形状に変化させる。

「フフ、どっちかというと砕くだくより、斬きった方が気持ちいいですからね……ん？」

　岬は悠季の胸むな元もとに目をやった。先さき程ほどの小太刀射出によって斬られた、衣服の隙間を注視する。

「あら、もしかして……」

　岬は悠季の眼前まで歩を進め、日本刀を縦に一いつ閃せんさせた。緩ゆるやかな衣ころもが、中心から綺き麗れいに断たたれる。

「……くっ」

　露ろ出しゆつした悠季の胸部にはなぜかサラシが巻かれていた。注視しなければ分からない程だが、その内側には、申し訳程度の膨ふくらみが見られる。

「あなた……もしかして女の子なんですか？」

「…………」

　悠季は無言で唇くちびるを嚙かむ。

「たしかに男の猫又ってあんまり聞いた事ありませんけどね」

「……僕の性別なんてどうでもいいだろ」

「確かに灰になれば関係ないですけど……フフ、悲鳴は女の子の方が心地ここちいいんですよねえ」

　岬は日本刀を自らの顔面に近づけると、その刀身を、舐める。

「──そろそろ抉えぐっていきますか」

　その濁にごった瞳ひとみに淫いん靡びな光が宿る。まるで自身が宣告した残ざん虐ぎやくな行こう為いに、性的興奮を覚えているかのような陶とう酔すいしきった表情。

　悠季は背筋にぞくり、としたものを感じ、反射的に立ち上がる。

「そうですよー、燃えませんから、簡単に屈くつしないで抵てい抗こうしてください」

　悠季は顔をしかめながら、臨戦態勢をとるが、

「ぐ……げほっ……」

　呼吸器系へのダメージが再発してしまう。

「脆ぜい弱じやくですね……物足りないですが、手始めに肩かたあたりからいきますか」

　口の端はしを歪ゆがめた岬が、刺し突とつの構えをとったその時、




「赤せき腕わん──穿せん落らく」




　突とつ如じよとして、岬めがけて上方から何かが落下してきた。岬は即そく座ざに反応し、その場から飛び退すさる。直後、彼女がいた場所の石いし畳だたみは轟ごう音おんと共に砕け散った。

「ごほっ……だ……誰だれ？」

　大量に舞まった粉ふん塵じんが悠季の視界を塞ふさぐ中、何者かがめり込ませた腕を石畳から引き抜ぬいた。そいつはそのまま弾はじかれたように岬に飛びかかっていく。

「赤腕──掌しよう突とつ」

　片膝をついた状態の岬に、周囲の空気を唸うならせるような掌しよう底ていを放った。彼女は軽かろやかに横よこ跳とびし、その一撃をかわし切る。

「いいんですか？　守る対象ががら空きですよー」

　岬は何者かに一いち瞥べつをくれてからその脇わきをすり抜け、再度刺突の構えをとりながら悠季へ向かって疾しつ走そうする。

「う……ぐ」

　見る間に刃は先さきが迫せまってくるが、悠季は迎げい撃げきの体勢をとるまでに至らない。

「アハハ、やっぱり顔からイっちゃいますかねー」

　目前に迫った岬が瞳どう孔こうをかっ、と散大させて溜ためを作り、捻ひねりを加えた突つきを顔面に放つ。

「赤腕──剛ごう骨こつ」

　瞬しゆん間かん的に両者の間に割り込んだ影かげが、歪機守の前にその腕を晒さらした。刀身はまるで金属にぶつかったような音を発して弾かれる。

「おー、あぶねあぶね……お怪け我がは無いですかマドモワゼル、とか言ってみたり」

　振ふり向いたその男の顔を凝ぎよう視しした悠季は、目を見開いた。

「だ……大吾？」

「おいおい、きょとんとした顔したいのはこっちだって。チミねー、実は僕っ娘こだったとか反則にも程があるっしょ」

　大吾は調子を確かめるように右の腕をぐるぐると回す。その色は朱しゆに染まっており、明らかに人間のそれではなかった。

「大吾、まさか君……」

「あー、もうなんで気が付かないかなあ。こんな近くにいる女子をスルーしてたなんて、大鳥大吾、一生の不覚っ……で、なに？　ああ、そうそう、俺も枷人だから」

　ついでのようにぽろりと漏もれた発言に、悠季は息を吞のむ。

「大吾が……枷人……」

　対照的に、不敵な表情を浮うかべた岬が会話に割り込んでくる。

「という事は……さっきあっさり気絶したのも演技だったわけですね」

「そゆこと。なんかやばげな雰ふん囲い気きのお姉ちゃんが後ろに控ひかえてるのは分かってたし、目的が俺じゃないのは明白だったんで、とりあえずやられたフリして様子見よう、みたいな」

「だったらもうちょっと早めに助けに入っても良かったんじゃありません？」

「こっちの事情だけど、俺、結構イラついてたんだよね。いくら若気の至りとはいえ、人間にあんなに軽々しく枷人としての力を使った事に。痛めつけられて少し反省しろって……でも」

　大吾はそこで一いつ旦たん台詞せりふを切って悠季を見つめた。舐なめまわすように全身を観察する。

「女の子だったなら話は別だっ！」

　岬に向き直り、指を突きつける。

「マキナリアのお姉ちゃん、俺の悠季ちゃんを傷つけるのはよしてもらおうか！」

「な……ゆ、悠季ちゃんって！」

「何故なぜに男装なんてクソ詮せん無ない事してたかは後でじ～っくり聞かせてもらうとして……ここは俺に任しとき」

　大吾は岬と対たい峙じして腕をごきり、と鳴らす。

「お姉ちゃん、えっと、岬ちゃんだっけか。ここは引いてくれると嬉うれしいんだけど。でないとこの極ごく太ぶとマグナムで触さわっちゃうよ？」

　岬は軽口を受け流すように微笑ほほえんだ。

「マキナリア側には、そうもいかない事情がありましてねー。お兄さんからはたくさん灰が採れそうですからなおさらです」

「あっそう。俺、戦うのマジで久しぶりだから、手元が狂くるってとんでもないとこ触っちゃうかもしんないけど、そこんとこよろしく」

　大吾の全身が、鮮せん烈れつな朱しゆ色いろに染まっていく。額からは細長い一本角が露ろ出しゆつしてくる。

「あらら、『鬼おに』の一族でしたか。人間界に出てくるなんてレアですねー」

「半はん妖よう体たいはビジュアル的にちょっとあれだから、あんまし好きじゃないんだけどなー」

　大吾は白目と黒目が反転した瞳ひとみで自らの体を見つめ、再度、腕を鳴らすが、

「ん？　なんだ？……体が……重い？」

　何やら違い和わを感じた様子で、微かすかに怪け訝げんな表情を浮かべる。

「ではでは、お手並み拝見」

　岬は大吾の呟つぶやきを無視して、踏ふみ込んでいった。瞬またたく間に懐ふところまで達し、歪いびつ機きの守もりを一いつ閃せんさせる。

「おっと、赤腕──剛骨」

　大吾はよけもせず、宣言に同期して脈動した腕を掲かかげて、その一いち撃げきを受けきった。金属同士が衝しよう突とつしたような音が響ひびき、刀身が弾かれる。

「フフ、駄だ目めですか……では」

　間かん髪はついれずに形状を鎚つち状に変化させる。溜めを作り、遠心力を利用した一撃を叩たたき込む。

「よっと」

　大吾は一歩だけ下がり、その先せん端たんを五指で摑つかみ取った。一気に力を込める。鎚は一いつ瞬しゆんにしてひしゃげて個の形状を失い、ぼとりと地面に落下する。アメーバ状になった粘ヒ性ユ機ド群ラは地を這はって岬の体へと戻もどっていった。

「お兄さん、失礼ですけど、お歳としはいくつですか？」

「んー、めんどくさくて最近数えて無いけど、序列的には五百年級ってとこじゃないの？」

「……なるほどなるほど」

　岬は満足そうに、口の端はしを吊つりあげた。

「ちなみに岬ちゃんの守しゆ備び範はん囲いに入ってる？」

「んー、ぎりぎりでアウトですかねー」

「……次からは百歳ぐらいサバ読むか」

「軽けい薄はくな男の人は、余よ裕ゆうでアウトです」

「う……でも拒きよ絶ぜつから始まった方が俺はむしろ燃えるっ」

　大おお袈げ裟さに拳こぶしを固める大吾に、後ろから鋭するどい声がかかった。

「だ、大吾、何の話してるのさっ！」

「あれ、悠季ちゃん、妬やいてんの？」

「なっ……ち、違ちがうっ！　そいつは敵でしょ！」

　大吾は頭を搔かきながら、岬に向き直る。

「うーん、出来れば女の子と戦いたくないんだよね……岬ちゃん、マキナリア側の事情ってさ、もしかして、大将の遺灰関係？」

「ええ、なくなっちゃいました」

「俺さ、感知能力低いからただの憶おく測そくなんだけど……最近通り魔まみたいな事してんのって君？」

「ええ、何体か殺しましたよ」

　岬はいとも平然と答える。

「……成なる程ほどね、そこまでいってたら口説くのは不可能か……しゃーないな」

　大吾は目を細め、左手で、右の腕うでを押さえて固定した。

「赤腕──」

「おいおい、どういう状じよう況きようだよ、これは」

　大吾の台詞を遮さえぎって、境けい内だいに間延びした声が響いた。

「あら、赤井さん」

　赤井草介が、ゆったりとした足取りで階段を登り終える。

「……わかんねえもんだな。鬼がこんな辺境に潜ひそんでるとは」

　赤井は値ね踏ぶみするように、大吾を凝ぎよう視しする。

「お、俺のハーレム状態が……ヒゲのおっさんに崩くずされた」

　赤井は軽口には反応せずにサングラスを押し上げながら、岬の傍かたわらまで歩み寄っていく。

「ところで赤井さん、さっきの女の子はどーしたんですか？」

「ああ、外れだ……ありゃねえわ……」

「外れ？　やっぱりお金じゃ駄目でした？」

「うっせえよ……いいからこっちの状況説明してくれ」

「はあ……えっとですねー、あっちの男装猫又さんは手て応ごたえからして、いいとこ百年級。鬼さんの方は五百年級ですって」

　岬の台詞せりふを受けて、赤井の顔色が変わった。

「……五百年級だと」

「ええ、自じ称しようですけど、実際強いんで間ま違ちがいはないかと」

　赤井が、その目に剣けん吞のんな光を宿らせる。

「おおっと赤井さん、いきなり本気モードです？」

「むしろお前に聞きてえよ、俺は。なんで五百年級の鬼相手にしてそんなにへらへらしてられんだ」

　呟いた赤井の胸部から瞬しゆん時じに粘ヒ性ユ機ド群ラが湧わき出る。それらは瞬く間に体積を増大させ、彼の全身を覆おおっていった。完全に赤井をコーティングした粘性機群は、質感を変へん貌ぼうさせる。

　その機械装そう甲こうは重じゆう厚こうさを漂ただよわせつつも、全体的には細身のフォルムを保っており、まるで機械で出来た甲こう虫ちゆうを想起させるようなデザインだった。

「おーいおい、日曜の朝じゃないんだからさ」

　大吾が軽く口を鳴らす。確かに赤井が纏まとった装甲は、どこぞの特とく撮さつ番組から抜ぬけ出してきたと言われても違い和わ感かんが無い。

　赤井は軽く首を鳴らしてから、無言のまま疾しつ走そうを開始した。

「っらあっ！」

　問答無用で放つ高速の踵かかと落おとし。

「赤腕──剛ごう骨こつ」

　余裕を持って反応した大吾は、右みぎ腕うでを上方に突つき出して受け止める。赤井は間かん髪はついれず、右手の掌てのひらを大吾の腹に押し当てた。

「機巧ギミツク、杭パイル」

　がちり、とまるで金属同士が擦すれ合ったような音がして、赤井の打ち出した杭は弾はじかれた。

「硬こう質しつ化は全身に及およんでんのか……さすがに昨日の雑魚ざこみてえにはいかねえな……なら」

　パリ、という乾かわいた音と共に、杭が帯電する。

「機巧ギミツク、雷杭トール」

　杭の先せん端たんから眩まばゆい閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしった。その直ちよく撃げきを腹に受けた大吾はそのまま吹ふき飛ばされ、後頭部から木製の賽さい銭せん箱ばこに突っ込んだ。

「だ、大吾っ！」

　悠季がそこに駆かけ寄ろうとするが、その前に岬が立ちはだかった。

「あなたは私と遊びましょうかー」

「く……」

　悠季が腕の痛みに顔を歪ゆがませながら構えをとった所で、前方から軽い調子の声が響ひびいた。

「おー、いちち……あーあ、罰ばちあたりだな、これ……てかマジで……体重いんだけど」

　大吾が粉こな微み塵じんになった木き屑くずを払はらいながら立ち上がる。
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「大吾、平気なのっ？」

「お、悠季ちゃん、心配してくれるんだ。かわいーなあ」

「なっ、ふ、ふざけてる場合じゃないでしょっ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのその様子を見て、赤井が装甲の下から声を漏もらす。

「岬、遊びは無しだ。その猫又、早く仕留めろ。おそらくあれは二対一じゃないと手に負えねえ」

「なんか悪役チックな台詞ですねー。ま、オッケーです」

　岬が手にした歪いびつ機きの守もりがどろり、と融ゆう解かいし、再度その形状を変化させた。といってもそれは先程の鎚つちのような大おお幅はばな変化ではなく、基本的構造は日本刀のままだった。

　その刀身はむしろ先さき程ほどまでより細くなっていたが、特筆すべきはその色合い。緑と紫むらさきの斑まだら模も様ようがびっしりと貼はり付いた禍まが々まがしい刃やいばの表面からは、これまた不ふ吉きつな色の液体が滲にじみ出ている。

「まあ見れば大体どんなものか、察しがつくと思いますが……」

　岬は妖あやしく微笑ほほえんで、歪機守を構え直す。滴したたった液体が石いし畳だたみに落ち、酸を想起させるような音を立てた。

「ちょい待ち、俺の悠季ちゃんにそんなもん向けないでもらえっかな……まあ毒で悶もだえる美少女ってのも一興ではあるけど」

　大吾が、岬と悠季の間に割り込むが、

「機巧ギミツク、雷杭トール」

　脇わきから赤井の放った雷らい撃げきが飛来して、大吾の顔面を直撃した。

「ぐっ！」

　今度は吹き飛ぶまでには至らなかったが、大吾は大きく体勢を崩くずされ、後退する。

「く……やっぱなんか……調子おかしいな」

　怪け訝げんそうな表情を浮うかべながらひとりごちる。

「あーしょーがないな……これはあんまりやりたくなかったんだけど……」

　頭を搔かいた大吾が足を広げて踏ふん張り、右手を高く掲かかげた。

「骸がい棒ぼう、迎げい天てんっ！」

　直後、大吾の上空がぐにゃり、と歪み、棘とげの付いた鉛なまり色いろの細長い物体がずぶり、と生え出て来る。

「まさかの金棒ですか。ベタベタですねー」

　大吾は軽けい薄はくな笑えみを浮かべながら、現れた棒を手にとった。

「はは、俺も気にしてんだけどね、ダサいし。でもこれで……は？」

　その瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして大吾の膝ひざが落ちる。

「なん……だ？」

　本人にとっても想定外だったらしく、酷ひどく狼ろう狽ばいしている。

「ど、どうした……なんだこれ？」

　立ち上がろうと試みるが、それどころか逆に、地面に倒たおれ込んでしまう。

「ち……力が……抜け……」

　召しよう喚かんした金棒も、忽こつ然ぜんと消失してしまった。

「あらら、なんかやらかしちゃったんですかね？」

「よくわからんが……こっちにとっては好都合な事態らしいな」

　赤井は掌に生やした杭を、すっと大吾に向けた。

「機巧ギミツク、雷杭トール」

　雷撃が[image: 迸]ほとばしり、大吾を直撃した。

「ぐううっ！」

　今度はまともにダメージが通ったらしく、苦く悶もんの声をあげる。

「だ、大吾っ！」

「人より自分の心配しましょうねー」

　瞬間的に悠季の懐ふところに踏み込んだ岬が、歪機守を一いつ閃せんさせた。

「……え？」

「アハハァ」

　岬の笑みと同期して、悠季の胸から鮮せん血けつが[image: 迸]る。

「ゆ、悠季ちゃんっ！」

　悠季はその場に崩れ落ちる。斬きりつけられた傷口自体は致ち命めい的てきなものではなかったが、彼女に異変が起きていた。

「あ……あ……」

　びくん、とその体を痙けい攣れんさせる。

「アッハハ、苦しいですか、苦しいですよね」

「くそ……動けっ、どうなってんだよっ」

　大吾が地に伏ふしたまま、自らの足を叩たたくが、その体が言う事を聞く気配はなかった。

「クフフ、さてどうやって──」

「遊ぶなっつったろ」

　峻しゆん烈れつな速度で岬の脇を抜ぬけた赤井が、悠季の傍かたわらに立ち、杭くいを生やした掌てのひらをかざす。

「機巧ギミツク、雷杭トール」

「ああああああっ！」

　悠季の絶ぜつ叫きようが響ひびく。全身に雷撃を受けた彼女は先程より激しく、その身を痙攣させた。

「あ……う……」

「くたばらなかったか……もう一いち撃げきだな」

　どこか沈ちん痛つうな口調だったが、装そう甲こうを纏まとっているのでその表情までは窺うかがい知れない。

「おいマジかよ……よせっ!!」

　大吾の叫さけびに、一瞬躊躇ためらいのようなものをみせた赤井だったが、振ふり切るように軽く首を振って、悠季に再び手をかざした。

「……今いま更さらやめられねえんだよ」

　杭の先せん端たんに電でん撃げきが収束したその時、




「おらああああああっ！」




　突如として黒い影かげが疾しつ風ぷうのように現れ、悠季を蹴けり飛ばした。吹ふき飛ばされ、石畳の上を勢いよく転がっていく。

「ギャーハッハッハ！　見たかもやし野や郎ろう！　俺様を馬ば鹿かにすっとこういう目に遭あうんだよボケが！」

　サンジュは、実に楽しそうな声をあげて笑った。







[image: ]
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「あーすっきりしたぜ……って、んだテメエら。人様がせっかく無礼者に制裁加えて気持ち良くなってんのにガンとばしてんじゃねえよコラ」

　サンジュは悪態をつきながら、一同をじろり、と睨にらみ返す。

「はん、俺様のいねえ所で随ずい分ぶん面おも白しれえ事やってんじゃねえか……おい、チャラ助すけ」

「え……俺？」

　突とつ如じよとして話を振られた大吾は、倒たおれたまま目を見開く。

「バカかテメエは。清せい浄じような人間界で、邪よこしまな鬼おにの力なんぞ解放したら、そうなるに決まってんだろうが」

「は……花村ちゃん？」

　事態がまるで飲み込めていない様子だ。

「つーかよお、テメエまで正体晒さらしてんじゃねえよ。もやしと違ちがってボロ出さなそうだったからマツリにゃ黙だまっといてやったのによ」

「祭にはって……」

「おっと、見た目はバカ娘むすめなんだったな、忘れてたぜ……まあ説明すんのも面めん倒どう臭くせえからテメエで勝手に想像しとけや」

　大吾の前を通りすぎ、這はいつくばる悠季へと視線を向ける。

「へっ、ざまあねえな、もやし……ん？　なんだなんだ、テメエ女だったのかよ。まあどうでもいい。ガキが力の使い方も分からねえくせに、粋いきがるからこういう事になんだよボケ」

　極度に消しよう耗もうしている様子の悠季は、その身を震ふるわせて、地面からサンジュを見上げていた。

「は……花村……さん？」

　サンジュはヤンキー座りになると、話すのも辛つらそうな悠季の顎あごを持ち上げ、もう片方の手でぺちぺちとはたく。

「花村さんじゃねえよコラ。まずはありがとうございます、だろうが。テメエ、あのままじゃ完全にくたばってたぞボケ」

　実際危ない所だった。緊きん急きゆう措そ置ちとして蹴けり飛ばさなければ、悠季は本当に灰にされていただろう。普ふ通つうなら敵方を攻こう撃げきするところだが、それでは気が晴れないので、最初から選せん択たく肢しに入っていなかった。結果的に死ななかったんだからそれでよし。

「慈じ悲ひ深～い俺様が、暴言を吐はいたゴミ虫以下のテメエを守ってやるから、地べたから拝み奉たてまつりやがれ腐くされメス豚ぶたが」

　自分が受けたものよりも数段口くち汚ぎたない言葉で罵ののしったサンジュは、再び大吾の傍そばに歩み寄って行き、唐とう突とつに蹴り飛ばした。

「オラァッ！」

　大吾は勢い良く転がっていき、丁度悠季の前で止まった。

「いって……なにす……あれ？　動ける？」

　大吾は怪け訝げんそうな表情のまま、その身を起こした。

　鬼はその邪な妖よう気き故に、魔ま遊ゆう庭ていの中でしか本来の力を発揮できない。特性が真逆である人間界で、無理に大量の妖気を解放しようとすれば、今回の様な事になるのは自明の理だ。問題はそれなりに年を経ているであろう大吾が、それを認にん知ちしていなかった事だ。なんたる無知か。

「おい、クソ低能チャラ助。俺様の環力をちっとばかし分けてやったから、盾たての役ぐらい出来んだろ。そのもやし、これ以上しなびないように見張っとけや」

「え？……あ、ああ」

　状じよう況きようは理解出来なくとも、とりあえずこちらが敵ではない事は認識出来ただろう。悠季にも環力を分け与あたえたので危機状態は脱だつしているはずだ。赤井と岬に視線を向ける。

「んで、やっぱりテメエらがマキナリアだった、ってわけだ」

「さっきのお嬢じようちゃん……だよな？」

　その台詞せりふに、サンジュは何かを思い出したように、赤井を睨みつける。

「そうだテメエコラ、さっきはよくも放置してくれたな。咄とつ嗟さに憑つけなかったら祭こいつ轢ひき殺されるとこだったじゃねえか」

　本当にぎりぎりの所だった。祭に憑いた瞬間、横っ跳とびでなんとかトラックを避さけたものの、僅わずかでもタイミングが遅おくれれば大だい惨さん事じになっていただろう。二回目で体が馴な染じんでおり、ノータイムで憑ひよう依い出来た事も幸いした。昨日のように時間がかかっていたら、と思うとぞっとする。

　しかし、懸け念ねんしていた持続時間は問題がなさそうだった。現場から全力疾しつ走そうしてきたにも拘かかわらず、状態は非常に安定している。

「クク、こりゃーもう死角がねえなぁ」

　サンジュはごきり、と両の手を鳴らした。

「赤井さん……あの子に何したんですか？　大分やさぐれちゃってますけど」

「……俺が知りてえよ」

「ケッ、俺様だって好き好んで、こんな運うん痴ち女おんなに憑いてるわけじゃねえっての」

「もしかしてですけど……貴方あなた、火猿さんです？」

「あん？　当たり前だろうが。俺様が天下無む双そうの火猿様よ」

　サンジュは岬を睨みつけるが、声質が祭のままの為ため、相変わらず締しまらない。

「昂陽の女子高生、黒くろ髪かみ……確かに昨日の情報とは合がつ致ちしてますけどねー」

「獣けもの系枷人の頂点に位置する、五ご忌き獣じゆうの一角。その性質、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにして悪逆非道。極度の自己中心思考に加えて、気分屋。時代の変へん遷せんに伴ともない語ご彙いや口調の変化はあるものの、基本的にその性格は粗そ野やな小悪党……うちの資料にあった火猿のデータは、確かこんな感じだったな」

「見事にそのまんまですね」

　岬がサンジュをしげしげと見つめる。

「だが、火猿の人間体は二十歳はたち前後の野や郎ろうのはずだ……そもそも火猿は十年前、公式に消しよう滅めつが確認されてる」

「ですよねえ」

「あー、ごちゃごちゃうっせえっ！　手っ取り早く証しよう拠こを見せてやんよっ！」

　サンジュは両手を鉤かぎ爪づめ状にして、かっと目を見開いた。一いつ瞬しゆんにしてその全身が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる。

「ハッハッハッ！　いい、いいぞこの体はっ、たまんねえな、オイ！」

　サンジュのテンションに呼応するように纏まとった炎は勢いを増していく。超ちよう高温域が形成され、周囲の空気が歪ゆがんでいた。

「こ、こいつは……」

　赤井はその熱気に中あてられて、後ずさった。少し離はなれた反対側では、悠季を守るように立つ大吾が、啞あ然ぜんとした表情を浮うかべている。

「おっとぉ、こんぐらいにしとかねえと、このボロ神社燃えちまうな」

「本物……か？」

「だーから、さっきからそう言ってんだろうが」

　目を瞠みはる赤井に、纏った炎を収めたサンジュは、満足そうに言葉を返す。

「危ないっ！」

　背後から大吾の声が響ひびいた。サンジュが振ふり返ると、跳ちよう躍やくした岬の刀がその頭に向かって振り下ろされる所だった。

「無む駄だだバーカ」

　その刃やいばはサンジュの表皮に達する事なく、どろり、と融ゆう解かいして地に落ちる。

「ヒャハハッ！」

「あらら、やっぱり駄だ目めですか」

　岬は上じよう機き嫌げんのサンジュを尻しり目めにして、足早に赤井の隣となりへと移動する。融解した粘ヒ性ユ機ド群ラも彼女に追従して地を這はい、戻もどっていった。

「どーします？　火猿さん、何気に本物っぽいですよ」

「……かもな」

「っぽいじゃなくて本物だっつってんだろうが。オラどうすんだクソマキナリア共、俺様とやろうってのか。テメエらの目的はどうせ灰だろ？　天地がひっくり返って俺様を殺せたとしても、このナリじゃ遺灰なんざ出やしねえぞ」

　サンジュは祭の体を見せつけるようにずい、と身を乗り出す。

「……お前からは出なくても、そこの鬼と猫又からは採取出来る」

　赤井は大吾と悠季にちらり、と目を向ける。

「あーそうかよ。せっかく見み逃のがしてやろうってのに、あくまで俺様とその下げ僕ぼくに喧けん嘩か売ろうってんだな。テメエらみてえな小物なんぞぶちのめしても、ストレス解消にもなんねえから別にどっちでもいいんだがよ──」

　サンジュの目に剣けん吞のんな光が宿る。

「寄って来る蠅はえは焼き殺す主義なんだよっ！」

　同期して、目に見えない熱波が赤井と岬に向けて放たれた。

「異い界かい……捻ねん転てんっ！」

　たじろぐ二人に追い打ちをかけるように、サンジュが指を鳴らした瞬間、周囲の空気がぐにゃり、と歪み、世界が形を失っていく。静せい謐ひつな神社跡あとだったはずのその場所は、様相を一変させていた。

「この体でも一発ＯＫか。ヒャハハ、やっぱ天才だな、天才っ」

　そこは見み渡わたす限かぎりの一面の荒こう野や。地面には至る所に、何か巨きよ大だいな生物の骨らしきものが埋うまっている。空は毒々しい不ふ吉きつな色合いをしており、絶えず遠えん雷らいの音が鳴っていた。

　そして、大気全体に、何か黒い靄もやのようなものが充じゆう満まんしている。それは、この空間に侵しん入にゆうした者を拒きよ絶ぜつするかのような、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを発していた。

「おいおい……マジですか」

　一番に驚きよう嘆たんの声をあげたのは、赤井でも岬でもなく、大吾だった。

「ふん、テメエらまで連れてくる必要はなかったんだがな、細かい調整できねえんだよ」

「……ここって……魔ま遊ゆう庭ていだよね？」

「おーよ、正しよう真しん正しよう銘めいの魔遊庭だ。まあ転送してる訳じゃなくて、一時的に空間を捻ねじ曲げてるだけだから、長くは持たねえけどな」

「ここが……魔遊庭だと？」

「なんか、思ったより殺さつ伐ばつとしてますねー」

　岬と赤井が、せわしげに首を動かしていた。

「テメエらみてえなガキは初めてかもしんねえけどな、ここは大昔にマキナリア共が攻せめ込んできやがった時の最終決戦場だ。地理的にも『地じ獄ごく』のすぐ傍そばだし、死んだ奴やつらの怨おん念ねんが籠こもった瘴しよう気きが未いまだに消えずに残ってるんで、枷人共も滅めつ多たに近寄らねえ。ただな……」

　サンジュはにい、と口を吊つりあげた。

「俺様の為ためにあるような場所なんだよっ！」

　大気中に漂ただよっているどす黒く淀よどんだ瘴気が、サンジュの元へ収束していく。

「衆しゆう合ごう黄こう炎えんっ！」

　瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的てきなエネルギーがサンジュから放出された。その塊かたまりは、金色の輝かがやきを放つ炎ほのおとなって上空へと立ち昇のぼる。不吉な色合いの空を照らしながら切り裂さいて、瞬またたく間に視し認にん可能な範はん囲いを超こえていった。

「ヒャハハ、これだこれこれえっ！　これが火猿様の力だっ!!」

　サンジュの叫さけびに呼応して、炎は更さらに輝きを増していく、それは正に底無し。無む尽じん蔵ぞうに瘴気を集めて、昇り竜りゆうの如ごとく天空でうねる金色の炎を放出し続ける。

「さーてえっ」

　サンジュはその指を軽く赤井と岬の方へと向けた。次の瞬間、

　形容しがたいような轟ごう音おんを放って、金色の炎が地を走った。それは紙かみ一ひと重えのところで赤井の脇わきを通り抜ぬけ、一いつ瞬しゆんにして地平線の彼方かなたまで[image: 迸]ほとばしっていった。その後には地割れかと見み紛まがう程ほどに、無残に抉えぐれた大地が残る。それは、天災と呼んでも差し支つかえ無い程の圧あつ倒とう的てきな力。

「ば……かな」

　赤井は装そう甲こうを纏まとったまま、その場にへたり込んだ。岬の表情も心なしか青ざめているように見える。

「クク、分かったか、凡ぼん愚ぐ共、桁けたどころか次元が違ちがうんだよ俺様は！」

　サンジュは心の底から満足した様子で、炎の放出を止めた。同期して、大気が再び歪ゆがみ始める。

「ケッ、しけてやがんな、もう時間かよ」

　サンジュの台詞せりふの終しゆう了りようと共に、風景は何事も無かったかのように神社跡へと戻もどっていた。

「な、何だったんだ……おい」

　戸と惑まどいを隠かくせずにいる赤井と岬に対して、サンジュは間かん髪はついれずに言葉をぶつける。

「もう一回聞くぞマキナリア共。この俺様とやろうってのか？」

　それは問いというよりも、絶対的強者からの一方的な宣言。

「……こっちもそう簡単に引き下がる訳には──」

「あ？」

　赤井が躊躇ためらいつつも言葉を返した矢先、縄なわのように絡からみ合った赤と黒の炎が、一条の筋となって赤井の装甲胸部に突つき刺ささった。

　彼は叫びをあげる暇ひまも無く吹ふき飛ばされ、石いし畳だたみの上を数回跳はねた後、ようやく静止した。装甲は瞬く間にアメーバ状へと姿を変え、逃にげるように赤井の体内に染しみ込んでいく。

「分かんねえか。目め障ざわりだから消えろっつってんだよ」

　サンジュは淡たん々たんとした口調で、残った岬を睨にらみつける。

「……私は見逃してくれるんなら喜んで帰りますけど」

　飄ひよう々ひようと両手を上げる岬だが、その額に滲にじみ出る汗あせまでは隠し通せていない。

「ぐ……くそ……鬼の灰が採れるチャンスだってのに……」

　生身の状態になった赤井が、石畳に手を突きながら顔だけを上げる。

「赤井さん、そんな事言ってないでさっさと退たい却きやくしましょう。どう考えても私達の手には余りますよ、これ」

　岬が足早に赤井の元まで駆かけ寄っていく。

「ハン、最初っからそうしてりゃいいんだよ、身の程知らずどもが」

　赤井はサンジュを睨みつけるが、満足に立つ事もままならない。

「テメエらの頭に言っとけや。大蛇の首だけで飽あきたらねえなら、火猿様が直々に相手してやるってな」

　岬に肩かたを借りた赤井は、その言葉を背中に受け、歯は嚙がみしながら神社の階段を下りていった。




　サンジュはその後ろ姿を睨みつけながら思考に耽ふける。公園での鎌かま鼬いたちの暴走に始まり、悠季の乱心、マキナリアの襲しゆう撃げき。これだけの現象が、僅わずか一日足らずの間に集中しているという事実。

　大戦終しゆう了りよう後ご、保たれてきた均きん衡こうが崩くずれていく兆候に思えてならなかった。枷人を取り巻く環かん境きようが、不確かで不安定なものになろうとしている。

「ま、一つだけはっきりしてんのは……」

　拳こぶしを鳴らせながら言い放つ。

「俺様が最強だって事だな」
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「っぷう」

　まどろんでいた意識が急速に覚かく醒せいする。サンジュが憑ひよう依い状態を解除した事により、肉体の支配権が祭に戻ってきた。昨日に続いての二度目とはいえ、自分の体を他者が動かすのを内側から見ている、などという感覚にはそうそう慣れるもんじゃない。祭は肉体と精神の繫つながりを確かく認にんするかのように、拳の開け閉めを繰くり返す。

「誰だれが助けてくれなんて言ったんだよ」

　そこで、明らかな険を含ふくんだ悠季の声が耳に入ってきて、祭は反射的にそちらを振ふりむいた。

「触さわんないで」

　彼女は差し伸のべられた大吾の手を振り払はらい、自力で立ち上がるが、どうにも足元が覚おぼ束つかない。サンジュが環力を分け与あたえたので毒の効果は薄うすまっているようだが、さっきまで息も絶え絶えだったんだから当然だろう。祭も傍そばに駆け寄った。

「本城くん……じゃないか、とにかく大だい丈じよう夫ぶ？」

「こんなの……ほっとけばすぐに治るよ。君達人間と一いつ緒しよにしないでよ」

「あ、そうなんだ」

　祭は安あん堵どの表情を浮うかべるが、対照的に悠季は顔を歪ゆがめた。

「どこまで……お人よしなんだ」

　その肩に大吾の手が置かれる。

「おいおい、確かに俺達の傷は人間より多少は早く治るけど、そこまでボコられたのがソッコーで回復する程ほど万ばん能のうじゃないでしょ。強がんなよ、悠季ちゃん」

「──っ!!」

　最後の一言に過か敏びんに反応した悠季は、大吾の手を振り払って、睨みつける。

「触んないでって言ったでしょっ！」

「そんなに怖こわい顔すんなよー、これでもショック受けてんだよ。俺が……この俺とした事が、こんなに身近にいた女子を見み抜ぬけなかったなんて……今にして思えばヒントは散々あったんだよな。体育の着き替がえの時は絶対Ｔシャツ脱ぬがなかったし、下はやたらにだぶついたトランクスだったし、連れション付き合ってくんないし……ま、今いま更さら過去の事はどうでもいいか。んなことよりも聞きたいんだけどさ──」

　真しん剣けんな表情で溜ためを作る。

「なんでそんな可愛かわいいのに男の振りなんてしてたん？」

　悠季の体がぴく、と硬こう直ちよくした。

「っ……ど、どうでもいいでしょ」

　動どう揺ようを隠かくすように、矛ほこ先さきを大吾に戻もどす。

「そっちだって……僕にずっと隠し事してたじゃないかっ」

　その表情には、拒きよ絶ぜつと怒いかりがありありと浮かんでいる。

「んー、だってさ、俺らは人間に溶とけ込んで高校に通ってるわけじゃん。その中で悠季ちゃんが枷人だって指し摘てきする必要性も、俺がそうだって吐と露ろする意味もないじゃん？　俺は俺だし、種族がどうだろうと、悠季ちゃんや花村ちゃんとの付き合い方は変わんないし」

「……五百年も生きてる方はさすがに言う事が違ちがうね」

　悠季の皮肉にも大吾は動じない。

「まあ、まだまだ女によ体たいの神秘は解き明かせてないけど」

「……その軽けい薄はくな言動、前から気に障さわってしょうがなかったんだよね。その上、肝かん心じんな時に役に立たないし」

「ちょっ……」

　さすがに見かねた祭が割って入ろうとするが、その胸むな元もとから発せられた声がそれを遮さえぎる。

「大たい概がいにしろよコラ」

　胸ポケットに潜ひそんでいたサンジュが、そこから這はい出し軽かろやかに地面に着地した。

「おうおうおう、黙だまって聞いてりゃ、もやしの分際で減らず口ばっかり叩たたきやがって。大体何でテメエの窮きゆう地ちを救ってやった俺様への感謝の言葉がねえんだよ、アァ？」

　悠季は苦痛に顔をしかめながらも、わざわざ小こ馬ば鹿かにしたような表情を作り、サンジュを見下ろした。

「君さ、本当にあの火猿なの？」

「バーカ、ったりめえだろうが。テメエなんぞとは、比べもんになんねえくらいの悠ゆう久きゆうの時を生きてきた天下無敵の火猿様だっつーの。そこに痺しびれて憧あこがれろやっ！」

「馬鹿じゃないの」

「んだとぉ！」

「火猿って確か千年超ちよう級だよね、ほんとにそんなに生きてんの？　ただのチンピラじゃん」

「こ、このガキ……殺す！」

「はいはい、そこまで」

「あ、テメ、マツリこのやろ放しやがれ、むが！」

　祭は摘つまみあげると、再び胸ポケットへと押し込んだ。サンジュに任せていたら話が全然進まない。

「悠季ちゃん……でいいよね。とりあえずどっか、体休められるような所に行こうよ」

「どっかってどこさ？」

「へ？」

「僕はもう寮りように戻る気は無いし、こんな格好じゃどこいっても目立ってしょうがないでしょ」

　確かに悠季の体は、学生の喧けん嘩かでは到とう底てい説明出来ないぐらいに損傷していた。既すでに制服姿に戻ってはいるが、確かにこのままでは公衆の面前には出られない。

「うーん……じゃあさ、うちに来る？」

「は？」

「この時間ならお母さんも書しよ斎さいに籠こもってるはずだし。ほら、体格も近いからあたしの服とか貸してあげられるし」

「……っく！」

　悠季は一いつ瞬しゆん固まった後、明らかに憎ぞう悪おを込めた視線を向けてきた。なんでそんな目で睨にらまれるのか、祭には理解出来ない。

「悠季ちゃん？」

「なんで……なんで君はそんなにいつものままなんだ！　みてよこの爪つめを！　なんでそんな平然としてるのさ!!」

　悠季はわざわざ片手に鋭えい利りな爪を出現させて、祭の眼前に突つきつける。

「なんでって言われてもなあ……」

「くっ……」

　悠季は更さらに苛いら立だちを深めた様子だった。そこで再びサンジュが胸ポケットから顔を覗のぞかせる。

「カカカカッ！　無む駄だだ無駄。もやし、この鈍どん感かん娘むすめにゃどうやったってテメエの苛立ちは理解出来ねえよ」

「サンジュ？」

「いいかマツリ、昔っから枷人の本ほん性しようを見ちまった人間は、逃にげ出すとか、排はい斥せきしようとするとか、だいたいろくでもねえ反応しかしねえんだ」

　サンジュは、悠季と大吾をそれぞれ一いち瞥べつしてから続ける。

「ところがどうだ、テメエはもやしが枷人だと知っても、いつもと全く変わらねえ反応だった。そんな奴やつ今までいなかったから、素す直なおに受けとめらんねえでイラついてんだ。おまけに粋いきがって学校から抜ぬけ出したはいいものの、無様に殺されそうになって、おめおめと助けられたもんだから、ひっこみがつかなくなって当たり散らしてるだけだ。要するにガキなんだよ、ガキ」

　悠季は顔を俯うつむかせる。その沈ちん黙もくは、サンジュの指摘があながち的外れではない事を物語っていた。

「大体もやし、テメエ一体どうなりゃ満足なんだっての。懸け念ねん通りに祭が『きゃああっ！』とか叫さけんで逃げだしゃいいのか？　ハッ！　この図太いバカにんな上品な感性なんざくっついてねえっつーの！」

「ちょっとサンジュねえ……」

　あんまりな言い様にげんなりしつつ、悠季に声をかける。

「あのさ、悠季ちゃん、何があったかだけでも話してくんないかな？」

「……嫌いやだ」

　悠季は否定の言葉を放つが、その口調は弱々しく、心の底からの拒きよ絶ぜつではないように思われた。後一押しでどうにかなるかも知れない。

「本当は話してえんじゃねえの、こんな事があったんです、大変だったねって慰なぐさめて欲しいんじゃねえの、ケッ、冗じよう談だんじゃねえこっちだって暇ひまじゃねえんだ、聞いて下さい、ってんならともかくそこまでしてテメエの話なんゲフゥッ」

　祭はサンジュを踏ふみつけて、強制的に黙らせた。なんでこの猿はこんなにも空気が読めないんだろう。

「ゆ、悠季ちゃん、サンジュはいつもこんな感じだから気にしないでっ」

　祭は慌あわてて取り繕つくろうが、悠季は唇くちびるを嚙かんで、先さき程ほどより深く頭こうべを垂れていた。その様子から、更に態度が硬こう化かしてしまうと思われたが、

「……話すよ」

　意外な言葉をぼそりと吐いた。

「え？」

「……助けてもらったせめてもの義理として、何でこんな事したのかは話す」

　踏みつけられたままのサンジュが、靴くつに挟はさまれながら喚わめく。

「ほーらな、こういう天あまの邪じや鬼くな奴は、甘い顔すっと際限なく付けあがっから、少しぐらい突き放した方が効果的なんだよ。オラ、俺様の深しん謀ぼう遠えん慮りよを理解したら、さっさとこの小こ汚ぎたない足をどけろやクソブスがっ」

「いや……サンジュただ悪口言ってただけだよね……」

　祭は呆あきれながらも、面めん倒どうなのでとりあえず解放した。サンジュは素す早ばやく体に登ってきて、胸ポケットに潜もぐり込み、顔だけを覗かせた。経過を見守っていた大吾も近寄って来る。

　悠季は、二名と一いつ匹ぴきをじろりと見まわして告げる。

「ただし、話すだけだよ。それが終わったら僕はこの街から消えるから」

「え……それは……」

　口籠る祭だったが、サンジュが勝手に台詞せりふを重ねる。

「はいはい、誰だれもテメエの事なんざ気にしてねえから好きにしろや、かまってちゃんが」

「くっ……」

　悠季は忌いま々いましげにサンジュを睨みつけながらも、口を開いた。




　数年前、悠季は猫又の長おさから人間界への派は遣けんを言い渡わたされた。

　二百年前に勃ぼつ発ぱつした魔ま遊ゆう庭ていでの全面戦争。

　その戦後協定において、マキナリアと枷人双そう方ほうが人間界への出入りを完全に断たち火種を根絶する、という案も出たが、両陣じん営えい共に、既すでに相当数が人間に紛まぎれて生活しており、即そく座ざに全部がそれぞれの世界に帰き還かんする、というのは現実的では無かった。

　しからば、とばかりに双方は互たがいの監かん視しと牽けん制せい、という名目で次々に人員を人間界に送り込んでいった。

　最初の内は多少の小こ競ぜり合いこそあったものの、枷人の総大将、大蛇の犠ぎ牲せいにより膨ぼう大だいな灰を得たマキナリアは枷人を殺すメリットが消失し、枷人側にも、環力を生物から吸うべからず、という鉄の掟おきてが定められた事により、両者の争いは確実に零ゼロに近づいていった。

　近年では派遣人員は半ば形けい骸がい化しており、惰だ性せいや、単純に人間界が肌はだに合っている、という理由で留とどまり続ける者も少なくない。

　最も早はや新規の派遣人員に対マキナリアという意味合いは皆かい無むで、見聞を広めるため、というなんとも気の抜けた名目で比ひ較かく的てき年の浅い枷人が任命される事が多くなっていた。

「はあ……なんで僕が」

　人間界に降り立った悠季は、着慣れない男物のジーンズを見ながら俯いた。

　猫又の種族にはあるしきたりがある。それは成熟したと認められるまで、男装して生活するという奇き妙みようなものだった。男女出生率比一対たい九という、極きよく端たんな遺伝子特性を持つ猫又が、他種族への牽制として始めた慣習と言われているが、実際のところは定さだかではない。

　そのような訳で魔遊庭でも男装を常としている為ため、男としての振ふる舞まいは板に付いている悠季だったが、人間界の衣服はどこか人工的でごわごわしており、落ち着かない。

「まあ、慣れるしかないよね」

　元々中性的な顔立ちだった事も幸いし、悠季は十代の男子として、うまく人間に紛れこむ事に成功した。

　数年後、悠季は麦代市という地方都市で身分を偽ぎ装そうし、高校生としての生活を始めた。引っ込み思案な性格は人間界の日本においてはさしたる欠点になりえないらしく、大鳥大吾、花村祭という友人を得て、平へい穏おんな学園生活を送っていた。

　そんな冬のある日、悠季は学校からの帰り道で、数人のがらの悪い他校生に絡からまれる。下げ卑びた目つきに身の危険を感じたが、悠季が女だとは微み塵じんも疑っていない彼らの目的は、単純に金銭だった。

　抵てい抗こうするが、人間体のままでは為なす術すべが無い。かといって今の人間界の情勢で、迂う闊かつに枷人としての姿を晒さらせば大問題に発展しかねない。悠季はおとなしく財さい布ふを差し出し、その場を切り抜ぬけようとした。

　しかし、財布を強ごう引いんに奪うばい去った男子生徒の肘ひじが、偶ぐう然ぜん胸に触ふれた。彼は悠季が性別を偽いつわっている事に気がついた様子はなかったが、反射的な恐きよう怖ふによって感情が昂たかぶり、顔に文様が浮うき出てしまった。

　その異様さは連中の興味を引き、嗜し虐ぎやく心を刺し激げきしたようだった。皮ひ膚ふ病びようの一種だとでも思ったのか、口々に侮ぶ蔑べつの言葉を吐はきながら、悠季に暴行を加え始めた。その中に、化け物、というフレーズを聞きとった悠季は、絶望的なまでの種族の違ちがいを感じ取った。うっすらと文様が出ただけでここまでの悪意を向けられるのだから、やはり人間と枷人は相あい容いれない。

　そこへ偶然、浅倉駆が通りかかった。その時点で面識は無かったが、彼は意外にも義ぎ理り堅がたく、同じ高校というだけで、悠季を助けに入って来た。

　ボクシング部という立場上、浅倉が不良連中に直接手を出す事は無かったが、特待生の名は伊達だてではなく、いなす、かわすといった、暴力を伴ともなわない動作のみで相手を翻ほん弄ろうした。

　そこで事が終われば何の問題もなかった、しかし、生来の性格か、浅倉は不良連中に侮蔑の言葉を投げつけたのだ。

　彼はそれを捨て台詞ぜりふとして、悠季を伴いその場から立ち去ろうとするが、悠季は暴走しようとする妖よう気きを抑おさえるのに精せい一いつ杯ぱいで、その場から動く事が出来なかった。

　そうこうしているうちに、後ろから不意打ちがとんできて、浅倉は反射的に相手の顔面を殴なぐりとばしてしまう。

　一いち撃げきで男子生徒を昏こん倒とうさせたその威い力りよくは、そいつに凶きよう器きの使用を決意させるのに十分だった。そいつは浅倉が別の奴やつに注意を向けている一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、彼のふくらはぎに小こ振ぶりのナイフを突き刺さした。が、完全に行動力を奪うまでには至らず、憤ふん怒ぬの権ごん化げとなった浅倉に鼻び骨こつを叩たたき折られる。

　連中の掃そう討とうを終えた浅倉は力なく座り込み、放心したように自らの傷を眺ながめていた。その傷は素人しろうと目にも決して浅く無い事が見て取れた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、君？」

　悠季は恐おそる恐る浅倉に声をかけた。様々な感情がない交ぜになり、顔面には再び文様が浮かび上がっていた。

　振り返った時の浅倉の表情を、悠季はきっと一生忘れる事が出来ないだろう。

「どうすんだよ……どうすんだよこれ」

　その顔は、涙なみだでぐしゃぐしゃになっていた。




　浅倉が足に負った傷は、日常生活にはほとんど支障がないものの、重心移動の激しいボクシングに耐たえられるものではなかった。スポーツ特待で入学した浅倉が学業面で活路を見み出いだす事は難しく、彼の足は学校から遠ざかり、その生活は荒すさんでいった。

　悠季は彼と接せつ触しよくする機会を窺うかがっていたが、罪悪感に苛さいなまれ、踏ふん切りがつかないまま進級を迎むかえてしまう。

　新しいクラスにはなんと、留年した浅倉の姿があった。悠季と目があった瞬しゆん間かん、浅倉は、にい、とどこか病的な笑えみを浮かべた。

　以後、彼は堆たい積せきした鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、物理的、精神的問わず、悠季にありとあらゆる嫌いやがらせを加えて来た。

　悠季は何をされても耐えた。浅倉の希望を奪ったのは自分であり、これで彼の気が少しでも晴れるなら、と。

　しかし、被ひ害がいが大吾と祭に及およぶに至って、抑えつけていた理性のたがが吹ふき飛んだ。自分でもよくわからないままに妖気が暴走し、異常に攻こう撃げき的な行動をとってしまい、現状に至る。




「……ていう面おも白しろくもなんともない話だよ」

　悠季は、ろくに感情や妖気の制せい御ぎよが出来無い自分に嫌いや気けが差していた。普ふ段だんは気が弱いくせに、枷人としての力を解放すると気持ちだけが大きくなる。そんな未熟な自分が人間に紛まぎれて暮らすなど、土台無理な話だったのだ。背を向けてその場を去ろうとする。

　その肩かたに、手が置かれた。

「どこ行くの？」

　花村祭の声だった。

「どこでもいいでしょ」

　冷れい徹てつにあしらい、振り払はらおうとする。しかし、存外に祭の手に込められた力は強かった。勿もち論ろん、強制的に排はい除じよ出来ない程ほどではない。だが、自分の肩にかかる重みに、物理的なもの以外の力を感じた悠季は、足を踏み出す事が出来なかった。

「駄だ目めだよ」

　まっすぐな瞳ひとみがそこにあった。無む垢くで曇くもりがなく、それでいて強固な意志の内包が感じられる純じゆん粋すいな眼まな差ざし。悠季は心の深奥を覗のぞかれているような錯さつ覚かくに陥おちいり、思わず目を逸そらす。

「今逃にげたら悠季ちゃん、二度と戻もどれなくなっちゃうよ。あたし達と一いつ緒しよに学校に帰ろ。で、浅倉君やみんなにも謝ろ」

「うるさいな、離はなしてよ」

「やだ」

「余計なお世話だって言ってるの、離せ」

「やだ」

「いい加減にしてよっ！」

　我が慢まんの限界に達した悠季は力任せに手を振ふり払い、祭を突きとばした。

「うざったいんだよ、その偽ぎ善ぜんて──っ！」

　息を吞のんだ。地面からの祭の視線に。

「ね──帰ろ」

　なんだこれは。なぜ一いつ介かいの高校生である小こ娘むすめが、こんな揺ゆるぎない目つきが出来る？　悠季の足はその場に縫ぬいつけられる。

　祭は立ち上がって一歩、踏み出した。

「こ、来ないでよっ！」

　何故なぜだか悠季は急に己おのれが矮わい小しような存在に感じられて、寄ってくる彼女を拒きよ絶ぜつした。しかし、祭は止まらない。

「来るなって！」

　悠季は激情に駆かられて再び祭を突つきとばすが、

「あ……」

　動どう揺ようのあまり、爪つめを生やした側の手でそれを行ってしまった。浅く切れた祭の脇わき腹ばらから血が滴したたる。

「あ……あの……ごめ……」

　想定外の事態に悠季は精神を大きく揺さぶられた。こんなつもりじゃなかった。傷つける気なんてなかった。なんでこんな事になるんだ。

　あの時もそうだった。浅倉の顔が脳のう裏りにフラッシュバックする。もう嫌だ、あんなに憎ぞう悪おと敵意にまみれた視線を向けられるのは。祭を直視できずに視線を下に逸らす。体が小刻みに震ふるえ、パニックに陥りかけたその時、

「──だいじょぶ」

　不意に、体がふわりとしたものに覆おおわれる。

「悠季ちゃん、だいじょぶ。あたしも大鳥君もいるからさ、だいじょぶだよ」

　祭に抱だきつかれたんだと知覚した瞬しゆん間かん、体の芯しんから温かいものが湧わきあがって来た。理り屈くつではない、本能に訴うつたえかける安あん堵ど感かん。

　祭はすっと身を引いて、悠季の両りよう肩かたに手を置いた。

「だからさ、学校帰ろ」

　悠季を覗きこみながら破顔する。その笑え顔がおはあまりにいつも通りで。

　悠季は胸の奥底に堆積していた澱おりのようなものが、一気に消え去った気がした。脱だつ力りよくして座り込みながら、台詞せりふを吐はいた。

「はは……馬ば鹿かでしょ、君」

　それに答えたのは祭本人ではなく、胸ポケットから顔を出した猿さるだった。

「おいおい、もやしテメエ一年も付き合ってて今いま頃ごろ気がついたのかよ。こいつがバカなのは当たり前だろうが」

　憎にくまれ口を叩たたきながらも、その声は明らかに安堵の響ひびきを含ふくんでいた。当の祭は気がついていないようだが、極度に心配していたであろうことは明らかだ。

「バーカバーカバーカ」

「なっ、そこまで言わなくてもいいじゃん！」

　両者は悠季をよそに罵ののしり合いを始めた。相当に気の置けない関係なのだろう。その様子を見ると、枷人だから、というただそれだけの理由で、差し伸のべられた手を固辞していたさっきまでの自分が馬鹿らしくなってくる。

「あーゆー感じでいいんでない？」

　不意に、肩かたを叩かれる。振り返れば大吾が無言で手を出していた。その表情は鬼から猫又ではなく、大鳥大吾が本城悠季に向けている確かなものだった。

　悠季は口の端はしをあげて、差し伸べられた手を摑つかみ取った。
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「むにゅ……おや、団体さんですかにゃ？」

　胡乱堂の主、陽本・Ｆ・蕩子はサンジュに尻しりを蹴け飛とばされ、目を擦こすりながら、間延びした声をあげた。

　すぐさま学校に戻りたいところだったが、悠季の怪け我がの状態を鑑かんがみるとそういう訳にもいかず、蕩子の店で応急処置を済ませる事になった。

　学校には連れん絡らくを入れ、悠季を発見した旨むねと、もう少しで帰れるだろう、という事を伝えておいた。学校側も通報すべきか迷っていたらしく、タイミング的にはギリギリだった。

　ちなみに悠季と大吾は、身寄りがいないという設定になっているので問題はなかったが、祭の家には当然のように連絡がいった。が、光の反応は『ほっといて大だい丈じよう夫ぶっすよ』だったらしい。素す晴ばらしきかな放任主義。

「お、お姉様、そのけしからん衣い装しようはどういう事ですかっ」

　大吾のやたらに興奮した声に、祭は思考から引き戻もどされた。

「にゃはは、これは趣しゆ味みみたいなもんかな。君は火猿君のお友達？　可愛かわいい顔してるねー」

　大吾は、無む駄だに凜り々りしく表情を引き締しめ、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「お褒ほめにあずかり光栄です。鬼の大鳥大吾と申します。お姉様、ここまできたらいっそもう一枚ぐらい脱ぬいでみたりしませんか」

　横から悠季がジト目で睨にらんでいた。

「最低……」

「あれ、もしかして悠季ちゃん、妬やいてんの」

「な、なんでそうなるのさっ！」

「ちなみに俺、種族では付き合い方変えないって言ったけど、性別では思いっきり変えるから。そこんとこヨロシク」

「最っ低……」

「花村ちゃん、悠季ちゃんが冷たいんだけど」

「いや……大鳥君最低だから、仕方ないんじゃないかな」

　悠季の心情を慮おもんぱかって、気を遣つかわせないようにわざとふざけているのだろうが、半分以上は素すなんじゃないか、との疑念が消えない。

「分かってない、二人とも分かってないよ。半脱ぎは全男子の共通ロマン、着衣と全ぜん裸らの狭はざ間まに存在する究極にして至高の分ぶん水すい嶺れいっ！」

　大吾が真しん剣けんな眼まな差ざしで力説していた。普ふ通つうに気持ち悪い。

「んー、私は別に構わないよ」

　その脇わきで蕩子は着物の裾すそをめくりながら、蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべた。

「なん……だと」

　まさかの肯こう定ていに大吾は口を半開きにして、どこかで聞いた事のあるような感かん嘆たんの声をあげる。

「おい蕩子、からかってんじゃねえよ。テメエが本気で構ったらこんなガキなんざ、あっちゅう間にくたばっちまうだろうが」

「いやー、ノリの良い子は好きなんだけどにゃ」

「エロくて無防備なお姉さんなんて、虚きよ構こうの世界にしか存在しないと思ってたけど、こんな近くに桃とう源げん郷きようがあったとは、いや、騙だまされるな俺。『野や孤こ』か何かの幻げん術じゆつという可能性も──」

　大吾は大吾でなにやらぶつぶつと呟つぶやいているし、悠季はそれに蔑さげすんだ目を向けている。

「……あのさ、早めに学校戻んないとまずいと思うんだけど」

　祭は遠えん慮りよがちに手をあげる。治ち療りように来ているのに、なんでこんなぐだぐだになっているんだろうか。

「あ？　そういやそうだったな、蕩子、そこのもやしの怪我見てやれや」

　話を振ふられた悠季はばつが悪そうに顔を逸そらした。祭の説得によって彼女の態度は大おお幅はばに軟なん化かしたが、サンジュとはどうにも相あい性しようが悪いらしい。

「はいはーい。おーこれは大分やられてんねえ、ちょっと失礼」

　蕩子はのっそりと悠季に向かっていき、触しよく診しんを始めた。

「え、あ、ちょっと、ひゃうっ」

　まさぐるように悠季の全身に触ふれていく。

「これは……エロい」

　祭は横で口を半開きにしている大吾に呆あきれる。これで本当に五百年以上生きているんだろうか。サンジュと同じで、思考と言動が完全に小学生レベルだ。

「ふう、確かに表面は手て酷ひどくやられてるけど、内部器官の損傷は深刻じゃなさそうだね。腕うでも折れてないし、毒も火猿君の分けた環力のおかげでもうほとんど抜ぬけてるし。一いつ旦たん学校へ戻るなら『便へ泥どろ蛙がえる膏こう』の応急処置でなんとかなるでしょ」

　蕩子は壁へき面めんの棚たなまで赴おもむき、雑然と並んだ瓶びんの中から、一ひと際きわおどろおどろしい雰ふん囲い気きを放つものをチョイスして戻って来た。ぎっしりと詰つめられた粘ねばり気のある液体は、形容しがたいような不ふ吉きつな色合いをしていた。

「え……ひょっとして、それを塗ぬるん……ですか」

　悠季は顔を引きつらせて一歩、後ずさった。

「ふふ、魔ま遊ゆう庭ていの奥地に潜ひそむ生物から抽ちゆう出しゆつした、胡乱堂謹きん製せいの逸いつ品ぴんだよん。代謝活性化による自己治ち癒ゆ能力の促そく進しんに加えて、擬ぎ似じ的に対象者の表皮を再現してくれるっていうおまけ付き。捕ほ食しよくした生物の遺伝子情報を体内にとり込む事が出来る素材、便泥蛙ならではの特性なのだお」

「いや……でも……それはちょっと……」

「ふふ、悠季ちゃん。これは治ち療りよう行こう為い。君に拒きよ否ひ権は無いっ」

　蕩子は異様に指をぐねらせながら、悠季にひたひたと近づいていく。

「は、花村さん……」

　悠季が縋すがるような目を向けてくるが、治療という大義名分の前ではどうしようもない。

「あ、全部脱がせてから塗るんで、火猿君と大吾君は一旦外に出ててちょ」

「……え？」

「いや、大鳥君。そこは『なんで』って表情する所じゃないから」

「べーつにそんなガキの、粗そ末まつな乳見たってなんとも思わねえっての」

　サンジュが心底どうでも良さそうな調子で告げる。悠季が胸を両手で押さえてきっ、と睨にらみつけるが、サンジュはまるで意に介かいさない。

「そ、そうだっ、俺も悠季ちゃんの裸はだか見たって何とも思わないぞ。だから──」

「……そんなに鼻広げながら言っても説得力ないから」

　祭はサンジュを抱かかえ、大吾の背を押して暖簾のれんをくぐろうとしたが、後ろから蕩子の声がかかる。

「あ、祭ちゃん、君も脇わき腹ばらと足のところ怪け我がしてるよね。ついでに塗っとこうか」

「……まぢですか」




「うう……」

　祭は自分の脇腹に手を当てて呻うめいた。

『便泥蛙膏』とやらの効能は目覚ましく、塗と布ふされた膏こう薬やくは、瞬またたく間に祭の皮ひ膚ふと同化し、おどろおどろしい色合いを自然な肌はだ色いろへと変質させた。数時間経たった現在、痛みもほとんど無くなっているが、生理的な嫌けん悪お感かんは拭ぬぐえなかった。

《クク、便泥蛙ってのはテメエが想像してるより数倍グロいぞ、マツリ》

「聞きたくない聞きたくないっ」

　時刻は夕方、やっとの事で教師から解放された祭達は、三人連れ立って帰路についている所だった。




　胡乱堂から出た後、それぞれの家で予備の制服に着き替がえを済ませてから学校に戻もどったので、外見的には不ふ審しんに思われる事は無かったが、事はそう簡単ではなかった。校内には落ち付かない雰囲気が残っていたし、悠季が暴れたという噂うわさは、学年の壁かべを超こえて、一、三年生にまで広まっているようだった。普ふ段だんの態度とのギャップも話題性を増した一因なのだろう。

　当然の如ごとく三人揃そろって生徒指導室に連れ込まれ、詰きつ問もんを受けたが、大吾が舌先三寸でもっともらしいエピソードをでっち上げ、悠季が一いつ貫かんしてしおらしい態度で謝罪を繰くり返した結果、悠季の処しよ遇ぐうは追って通達、という事になり、ようやく解放されたという次し第だいだ。




「でもよかったね。悠季ちゃん、あの感じだと自宅謹きん慎しんか、悪くても停学で済みそうだし。やっぱり日ひ頃ごろの生活態度って重要なんだなあ」

「……うん」

　頷うなずく悠季の顔には、先さき程ほどまでよりも余よ裕ゆうが戻ってきているように見えた。浅倉が軽い脳のう震しん蘯とうだけで済んだ、と聞かされた事も影えい響きようしているのだろう。

「いやー、これで一安心だね」

　笑えみを浮うかべた祭の脳内に、サンジュの声が飛んできた。

《どこがだ、バーカ》

　大吾と悠季が怪け訝げんそうな表情を浮かべている。どうやらサンジュは、二人にも念話のチャンネルを開いているらしかった。

「どういう事？」

《テメエは何の為ために今朝の説明を聞いてたんだボケが。大蛇の灰が切れたって事は、これからいくらでもマキナリアが湧わいて出てくるってことだろうが》

「う……そうなんだ」

　悠季の件が一段落し、赤井と岬が撤てつ退たいした事で、万ばん事じ解決したような気になっていたが、今後の事にまでは考えが及およんでいなかった。

《オイ、チャラ助すけともやし》

　サンジュは大吾と悠季に向き直った。二人は念話に慣れていない為か、どこか居い心地ごこちの悪そうな表情をしている。

《テメエらも気ぃ引き締しめろよ。少なくとも今日の件で、マキナリア側には俺様達の情報が渡わたってんだからな。あんだけ火猿の存在を強調すれば、マキナリア全体に対しては相当な抑よく止し力りよくになっただろうが、奴やつらだって一枚岩じゃねえからな。独断で襲しゆう撃げきしてくる野や郎ろうもいるかもしれねえ。平和ボケムードは終わりにしねえと、簡単に殺やられんぞ》

「だよなあ……はあ、めんどくさ」

「そんな事……言われなくても分かってるよ」

　二人は各おの々おのの反応を見せ、顔を曇くもらせた。

《まあ無敵の俺様と違ちがって小物は大変だよな。クク、あの程度のマキナリアなんかに後おくれをとってんじゃねえよ、雑魚ざこ共が》

　サンジュの嘲あざけりに、悠季がぼそりと返す。

「……自分だって本体無くしてるくせに、よく言うよね」

《んだとっ！》

　サンジュと悠季がまた小こ競ぜり合いを始めた。なんでこの二人はこんなに折り合いが悪いんだろうか。

「はいはい、終わり終わり。悠季ちゃん、気にしないでね、サンジュって気に入った人には特にひねくれた態度になるから」

「火猿の旦だん那なも気い悪くしないで欲しいな。悠季ちゃん、単にツンツンしたいお年とし頃ごろなだけだし」

『なっ……』

　サンジュと悠季の言葉が被かぶる。

《バ、バカな事ぬかしてんじゃねえぞクソマツリがっ！》

「だ、大吾も勝手に僕の事分かった風に言わないでよっ」

「いやいや、もうちょっと深いところまで理解したいんだけどね。主に肉体的に」

　大吾は何かを揉もむような指の動きを見せた。

「ま、またそんな事っ……最低だよっ」

　悠季は、瞬しゆん間かん的に顔を紅潮させる。

《ケッ、カマトトぶりやがって。テメエ一体何歳だよ》

「うるさい、バカ猿っ！」

《んだとぉっ！》

「照れてる悠季ちゃん……萌もえ」

　最も早はや収拾がつかない状態になっていた。




「あ、僕は蕩子さんの所にいくからここで……気が重いけど」

　暫しばらく進んだ分かれ道で、悠季が声を上げた。なんでも泊とまりがけで本格的な治ち療りようをするらしい。

「はいはいっ！　じゃあ俺、送る送る、送ってく」

「いや、いいから」

「遠えん慮りよすんなよ悠季ちゃん、さあ──」

「いいから」

　ぴしゃり、と撥はねつけられた大吾だが、全く動じない。

「ほんっと、悠季ちゃんはツンの化け身しんだな」

「だから、ついて来なくていいってば！」

　二人は騒さわがしく、路地の方へと消えていった。祭はその後ろ姿を見つめて、安あん堵どの笑みを浮うかべた。

「いやーよかったよかった。これでようやくご飯が喉のどを通るよ」

《いや、テメエ、朝メシ普ふ通つうに食ってただろうが》

「……いやー、これでぐっすり眠ねむれるよ」

《俺様の目の前で、グースカいびきかいてたのは誰だれだよ》

「もー、細かいなあ」

《テメエが大おお雑ざつ把ぱすぎんだろ、バカが……ったく、俺様はなんでこんなのにくっついてんだろうな》

「はは、ま、とにかく早く帰ってご飯食べよう」

　祭は、サンジュのぼやきに対してもあっけらかんとした様子で、頭の後ろで手を組んだ。

《……まあ、そんなの分かりきってるけどな》

「ん？　なんか言った？」

《何でもねえよ、バーカ。オラ、さっさと帰んぞ》

　サンジュはいつも通りの悪態を脳内に送ると、逃にげるように祭の胸ポケットの中へと引っ込んでいった。
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「……あ？」

　サンジュはなにやら不ふ穏おんな気配を察知して目を覚ました。室内を見回す。仄ほのかな光を放つ常夜灯の下、祭が馬ば鹿かでかい寝ね息いきを立てている。いつも通りの光景だった。ただ一つの異物を除いては。

「……なんのつもりだコラ」

　サンジュはそいつに刺さすような視線を向けた。

「ふふ……それはあなたが一番良くお分かりじゃないですか？」

　侵しん入にゆう者、雛ひな野の辺べ岬みさきは動じる様子もなく、サンジュに歪いびつ機きの守もりの先せん端たんを突つきつけていた。

「クソが……テメエらここまですんのかよ」

「ここまで？　とても悪逆非道で通った火猿さんの台詞せりふとは思えませんねー。まさかほんとに猿のぬいぐるみが依より代しろだとは思いませんでしたが……人間と暮らして平和ボケしてるんじゃないですか？」

「……く」

　道理だ。戦場では、一対一で正々堂々と勝負する必要性など一いつ切さい無い。正せい攻こう法ほうで勝てなければ、間かん諜ちよう行こう為いでも奇き襲しゆうでも毒殺でも行うのは当たり前。最終的に勝利を拾えばそれでいい。骨身に染しみて理解しているはずの常識だった。

　大吾と悠季にあれだけ偉えらそうに語っておきながら、この事態を想定出来なかった。安あん穏のんとした状じよう況きように慣れ切って、危機感が喪そう失しつしていたのだ。

　サンジュは祭に視線を向け、咄とつ嗟さに駆かけ寄らんとするが、

「おっと、動かないでくださいねー」

　進行方向に白はく刃じんが割り込んできた。

「憑ひよう依いしようとしたら、その瞬間に両断します」

「……く」

「まあちょっと外に出ましょうか、ここでは出来ないお話もありますし」

「……こっちにはねえよカスが」

　岬はその切っ先をゆらり、と熟じゆく睡すいしている祭の喉のど元もとに突きつけた。

「私は斬きれれば別に人間でも構いませんけど」

「……殺すぞ」

　本気の殺意を込めた視線を、岬は軽く受け流す。

「はは、冗じよう談だんです。それにしても火猿さん、本当に祭さんを大事にしてるんですねー」

「……」

　岬は、再びサンジュに刀を向けた。

「私としては別に手を引いても良かったんですが、赤井さんが鬼の灰に随ずい分ぶんと御ご執しゆう心しんでして。ならば最大の障害は事前に排はい除じよしませんとねー」

「……テメエらの状況は、そんなに逼ひつ迫ぱくしてんのかよ」

「さあー？　正直私は灰とかどうでもいいですし、マキナリア全体の事もあんまり気にしてないんですよね。ま、とにかく祭さんが起きちゃいますから、外へでましょうか。ね？」

　その柔やわらかな物もの腰ごしとは裏腹に、岬の瞳ひとみの奥には嗜し虐ぎやく的な光が宿っている。抵てい抗こうする余地はなかった。

　サンジュは振ふり返ると、その目に焼き付けるように祭の寝ね顔がおを凝ぎよう視しし、岬にも聞こえない様な声で呟つぶやいた。

「まだだ……まだ早すぎんだろが」







「ふあああ……………………ん？」

　目を覚ました祭は、強きよう烈れつな違い和わ感かんに襲おそわれた。
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「あれ？」

　この九年間、祭が起きた時にはいつもサンジュが部屋にいた。

「サンジュ？」

　その名を呼ぶ。

　徐じよ々じよにせり上がってくる不安を押し留とどめるようにもう一度。

「サンジュ？」

　返事は、無かった。
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　　　　１




　見知らぬババアが俺様の前に立っていた。

　そいつはくたばりかけて灰になろうとしている俺様の傍かたわらで、にやりと笑いやがった。

「おーおー、天下の火猿がとんだざまだね、どんな気分だい？」

　黙だまれクソババア、これから消えるってのに気分もクソもあるかよ。既すでに声を出す事もままならねえ俺様は、心の中で罵ば声せいを浴びせる。

「ふーん、なんか聞いてた程ほどにゃ極ごく悪あくに見えないねえ」

　人間如ごときが勝手に俺様を値ね踏ぶみしてんじゃねえよカス。

「おや、反はん抗こう的な目だね、この猿は」

　ババアはにたり、と笑い、俺様の頰ほおをぐりぐりと踏ふみつける。そこに大した力は込められておらず、明らかに精神的な加か虐ぎやくを目的にした行こう為いだった。このババア、ドＳだ。

「ほれほれ、抵抗しないのかい、死んじまうよ」

　今死のうとしてんだよ畜ちく生しようが……あ、そろそろ本格的にやべえな……意識が遠のいてきやがった。このババアもどっから嗅かぎつけてきたのか知らねえが、火猿が人間に弄もてあそばれながらくたばるなんて、かっこ付かねえな。

　う……頭に靄もやがかかったみてえだ、思考能力が奪うばわれていく。苦痛はなく、むしろ心地ここちいいまどろみの中にいるような感覚、これが死ぬって事か。

　しかし、考えてみればもう随ずい分ぶん長なげえ事、好き勝手に暴れ回ったよな……ここらが年ねん貢ぐの納め時ってやつか……

「おいおい、何勝手に逝いこうとしてんだい」

　よく通る声で、俺様は意識を繫つなぎとめられた。立ち上がったババアは懐ふところから何かを取り出し、俺様のすぐ傍そばに放ほうり投げた。目が霞かすんでよく見えねえが赤っぽい色だ。

「……嘱しよく望ぼう……の厭えん意いにより……を顕あらわ………めん……」

　何事かを呟つぶやいているが、耳もよく聞こえなくなってきた。精神が混こん濁だくし、自分が消えていくような感覚に支配される……いよいよこの世ともおさらばか。

「ほら、終わったよ。さっさと立ちな」

　無む茶ちや言ってんじゃねえ馬ば鹿か。見ろ、俺様の体、目の前で灰になりかけてるじゃねえか……………………………………ん？

　目の前で？　灰になりかけてる？　じゃ、それを見てる俺様は一体なんなんだ？

　手に力を入れてみる。反応した。足に力を込めてみる。動いた。立ち上がってみる。出来た。が、とてつもない違い和わ感かんが襲おそってくる。その正体を確かめるべく辺りを見回す俺様に、遥はるか上方から声が降って来た。

「おーおー、随分と可愛かわいらしいじゃないか、火猿」

　見上げる。巨きよ大だい化したババアがにやついていた。いや違ちげえ、これは……俺様が小さい？

「華か麗れいなるビフォーアフターってやつかね」

　ババアはジーンズのポケットから手鏡を取り出すと俺様に向けた。

「なっ……なんじゃこりゃあ！」

　猿だ。そこには猿がいた。深しん紅くの体毛を有し、といえば聞こえはいいが、ただの赤い布地のぬいぐるみだ。

「バッ、ババアッ、テメエ俺様に何しやがった！」

「陰おん陽みようの外げ法ほうと、コモラスカ魔ま術じゆつの合作でちょいとね」

「ちょいとじゃねえだろクソ！　あ……あ」

　そうこうしている内に、俺様だったものはその身を崩くずしていき、黒灰の山だけが後に残った。

「いや、火猿の遺灰か、マキナリアの連中に言い値で売り飛ばせそうだねえ」

「ふざけんなっ！　どういうことか説明しやがれババ──ぐあっ」

　頭を摑つかまれて、片手で持ち上げられた。

「命の恩人に随分な言い草だね、ん？」

「うるせえクソババ──ぎゃああっ！」

　もう片方の手で足を摑まれ、思い切り引っ張られる。首がひっこ抜ぬけそうだ。よく分からねえが、そうなったら今度こそ終わりだと本能が告げている。

「かがり様、だ」

　ぐ、こんな奴やつの言う事を聞くのは癪しやくだが、一日に二度もくたばりたくはねえ。

「カ、カガリ」

「あん？　聞こえないねえ」

　上下の力はどんどん増していく。やる。ほっとけばこの女はこのままやる。奇き妙みような確信があった。

「……カガリ……さま」

「お、よろしい。やっぱり素す直なおが一番だねえ」

　お、おのれ……俺様が何年生きてると思ってやがる。こんな屈くつ辱じよくは初めてだ。見てやがれ、隙すきを見て必ずぶちのめす。

「おや……ろくでもない事考えてる目だね」

　目ざとい。再び踏みつけられた。

「こういうのは最初が肝かん心じん、主従関係をはっきりさせとこうじゃないか、火猿よ……いや、火猿は消しよう滅めつした事にするんだから……サンジュ、うん、あんたは今日からサンジュでいいや」

「か、勝手に決めんじゃねえ！　なんだよサンジュって！」

「そのぬいぐるみ、フランスに行った時に適当に買ったやつだからね、現地語で猿って意味。面めん倒どうだからそれでいいだろ」

「ふざけんな！　俺様はなあ──って、離はなせコラ！」

　ババアは有う無むを言わさずに、俺様をつまみあげる。

「さーて、精々働いてもらうよ、サンジュ」

　ろくでもねえ日々の始まりだった。




　花村かがりは純じゆん粋すいな人間だ。しかしその能力は常人の範はん囲いを逸いつ脱だつしており、時に言葉で、時に実力行使で、人外が巻き起こすトラブルを解決していった。

　活動範囲も日本国内に留とどまらず、怪あやしげなコネで情報を次々と仕入れ、必要とあらばその身一つで地球の裏側まで飛んで行った。

　花村は代々裏で退たい魔ま──つまり、人間に害を成した枷人やマキナリアの排はい除じよ──を行ってきた血筋らしい。しかし、かがりは受け継つがれてきた技法に満足する事なく、海外の怪しげな邪じや法ほうを独学で取り入れ、独自の体系を好き勝手に確立していた。

　俺様は、そのフリーダムすぎる行動に付き合わされる事になる。枷人の妖よう気き探知機として行く先々で酷こく使しされた。

　もちろん唯い々い諾だく々だくと従っていた訳じゃねえ。何度も脱だつ走そうを試みたが、どうやら俺様の位置は何らかの術法によってかがりに筒つつ抜ぬけらしく、捕つかまる度たびに奴のドＳ的欲よつ求きゆうの捌はけ口にされた。




　そんなクソみてえな日々が一年近く続いた頃ころ、かがりが珍めずらしく神しん妙みような面おも持もちで話しかけてきた。

「サンジュよ」

「あん？」

「あたしはもうすぐ死ぬ」

「は？」

　突とつ然ぜん何を言い出すんだ、このババアは。

「ここがやばいらしい」

　自分の心臓を拳こぶしで軽く叩たたく。

「騙だまし騙しやってきたが、いよいよ駄だ目めだとさ」

「……そうかよ」

「まあ、あんたにかけたのは術者が死んでも継けい続ぞくする類たぐいのもんだから安心しな」

「……で？」

　先を促うながす。意味もなく自分の死期を告げるような女じゃねえ。

「あんたに頼たのみがあるんだ」

「……ま、聞くだけは聞いてやるよ」

「祭を守ってほしい」

　マツリ。聞いた事のねえ名前だ。

「あたしの孫でさ、極度のおばあちゃん子でね。自うぬ惚ぼれる訳じゃないけど、あたしが死んじまったら、しばらく立ち直れないと思うんだ。それに超ちようの付くドジでね。あぶなっかしい事この上ない」

　それが俺様とどう関係あるってんだ。

「で、こっからが本題なんだが……あの子はあたしの血を色いろ濃こく継いでる。長年因果な商売をしてきた業ごうか、花村の血統は人外、特に枷人を周囲に引き付けやすい性質がある。まあこのご時世、あたしみたいに自分から首を突つっ込まなけりゃそうそう危険はないと思うが、万が一って事もある。あの子の父親も似たような事やってるから、四六時中傍そばにはいてやれないしね」

　何かと思えば笑わせる。俺様に人間のガキのお守もりをしろだと？　脳味噌沸わいてんじゃねえのかこのババア。

「それにあの子の中には──」

　更さらに何事かを続けようとしたかがりの台詞せりふを遮さえぎって悪態をつく。

「バーカ、俺様がそんな面めん倒どう臭くせえ話を受けるとでも思ってんのかよ？」

　かがりは少し間を置いた後、いつもの調子に戻もどり、からからと笑った。

「さてね、とにかくあたしは頼んだ。それでどうするかはあんたの自由さ」

　演技ではなく、心からそう思っている顔だった……まったくタチが悪わりい。

「けっ！　大体受ける受けねえ以前に、こんなナリでどうしろってんだ」

　自分の手足を見る。もこもこしている。当たり前だ、ぬいぐるみだもんな。

「ああ、そこは心配ないよ。あんた、祭の体に憑つけるようにしといたから」

「は？　憑く？」

「サンゲルマン秘術とロイドマカ法典の応用でさ、この前あんた放置して日本に帰った時に、ちょちょいとかましてきた。火猿としての能力も少なからず使えるはずさ」

　そんな眉まゆ唾つばな話がにわかに信じられるかよ。大体、真しん偽ぎはともかくなんだその胡う散さん臭くささ全開の技法は。日本の面おも影かげが全くねえじゃねえか。少しは先人の培つちかった技術を敬えよ。

「自分の孫にそんな怪しげな施せ術じゆつすんじゃねえよ……大体それ、俺様が受けるって前提でやってんじゃねえか」

　かがりはにやり、といやらしい笑いを浮うかべる。やっぱりろくでもねえババアだ。

「仮にそれが本当に出来たとして……俺様がテメエの孫の体使って、人間を襲おそうとか考えねえのかよ？」

「馬ば鹿かだね。最初は火猿がくたばりかけてるって聞いて、面おも白しろそうだから気まぐれで助けたけど、一年も付き合えばあんたがどんな奴やつかぐらい分かってるさ」

　かがりのその言葉が妙みように癪しやくに障さわった。

「おい、調子に乗ってんじゃねえぞ。俺様を誰だれだと思ってやがる。冷れい酷こく非道、悪逆無道で通した火猿様だ。人間如ごときが知った風な口利くんじゃねえ」

「はん、そんな奴は普ふ通つう、あたしの余命が少ないって聞いたぐらいで、泣きそうな顔しないと思うけどねえ」

「なっ……バ、バカ野や郎ろう！　俺様がいつそんな顔した！」

「あっはっは、そういうとこだよサンジュ。あんた、祭と相あい性しようが良さそうだ」

「頭撫なでるんじゃねえカス！」

　完全に手玉に取られている。俺様は苦し紛まぎれに話題を転てん換かんした。

「テ、テメエくたばりかけならさっさと日本に戻って、孫の傍にいてやりゃいいじゃねえか」

「そりゃ出来ないね。あたしにしかやれない仕事が残ってる」

　即そく答とう。その目には真しん摯しな光が宿っている。普ふ段だんは大おお雑ざつ把ぱなババアだが、こいつなりの信念があるんだろう。なら俺様が口を挟はさむ余地はねえ。

「ったく、面倒臭えババアだな」

「ババアって言うんじゃないよ！」

「いで、いでえ、バカやめろ踏ふむんじゃねえ、ちょ、そこはやべええ！」

　いつものノリに戻る。それ以後、かがりはその事に関しては一いつ切さい触ふれず、体調の異変を窺うかがわせるような様子もなかった。

　だから俺様はいまいちかがりの言葉を実感出来ずにいた。心臓が悪いのは事実だとしても、深刻な事態に陥おちいるには、まだまだ猶ゆう予よがあるんじゃねえか。そう思っていた。だが。

　本当にくたばりやがった。

　俺様への宣言から約二ヶ月後、かがりは中国で暴走しかけていた枷人を拳こぶしで説得──要するに半殺しに──した後、日本に帰国した。

　花村と書かれた表札の家の前まで辿たどり着く。ゆっくりとインターホンを押した。そこで俺様を一いち瞥べつし、にかっと笑ってその場に倒たおれた。それで終わりだった。

　人間は死ぬ。あっさりと。そんな当たり前の事実を改めて実感させられた。やたらに破は天てん荒こうなババアだったが、その最さい期ごに感動的なエピソードやドラマ性は一切無い。だが、大の字で大往生し、笑っているようにも見えるその死に顔は、花村かがりという人間の生き様を象しよう徴ちようしているかのようだった。

　玄げん関かんが開いて女が一人出てくる。俺様は咄とつ嗟さにその場に倒れ込み、ぬいぐるみを装よそおった。話に聞いていたかがりの義理の娘むすめだろうか。気の強そうな顔つきをしているが、かがりを見るなりその顔面を蒼そう白はくにさせ、駆かけ寄った。妙に慣れた手つきで脈などを確かく認にんした後、家の中へと駆け戻って行った。救急車でも呼ぶつもりだろう。

　潮時だ。俺様は身を起こし、かがりに視線を向ける。

「……じゃあな、バーカ」

　俺様流の追つい悼とうの意を表して背を向ける。不意に二ヶ月前のかがりの言葉が頭をよぎった。

　冗じよう談だんじゃねえなんで俺様がそんな面めん倒どうな事をしなきゃならねえ無む茶ちや苦茶なババアに一年以上も拘こう束そくされたのがやっと終わったんだ俺様は自由を満まん喫きつさせてもらう大体俺様は返事してねえんだからそもそも約束ですらねえよなというかそれ以前に人間が俺様にものを頼たのむなんざ千年はええんだよというか──

「あー、くそっ！」

　小石を蹴けり飛ばす。言い訳してる時点で気になってるのは明らかだ。自分は騙だませねえ。辺りに人の気配がないのを確認し、塀へいの陰かげからそっと様子を窺う。

「って、なんかいやがるし」

　かがりの傍かたわらにしゃがみ込むガキがいた。あいつがそうか、確か名前はマツリだったな。不思議そうにかがりに呼びかけている。確かにかがりはくたばってるようにゃ見えねえし、あの年では死の概がい念ねんが理解出来てないんだろう……しかしあのガキ、アホみたいな面つらしてんな、だらしなく口開きすぎだろ。

　少しして玄げん関かん先さきに再び母親が顔を出す。マツリは駆け寄っていくが、

「あっ、バカ」

　盛大に転んだ。何もない所で。

「……あれじゃカガリも心配するわな」

　そうこうしている内に、異変を察知したらしい近所の人間共が集まって来た。見つかったらやべえ。俺様は塀と電柱の、より狭せまい隙すき間まへと挟まるようにして身を潜ひそませる。

　一体俺様は何をやってんだ。天下の火猿が、なんでこそこそと盗ぬすみ見みてえな真似まねしなきゃなんねえんだ。

「くそが……ちょっとだけだ、ちょっとだけだからな」

　俺様は誰にともなく悪態を吐つくが、何故なぜだかマツリから目を離はなす事が出来なかった。




「バカが……まだ泣いてやがる」

　かがりが死んでから一週間、通常なら故人を偲しのぶ時間に区切りをつけて、日常生活へと戻もどっていく頃ころ合あいだ。

　だが、マツリは自分の部屋でひたすらに泣き続けていた。通つ夜やや葬そう式しきを通して、ガキながらになんとなくかがりの死を理解したらしい。

　俺様は花村家の庭に植えられた木に登り、そこから二階のマツリの部屋の様子を窺っている。

「くそったれ、いつまでもめそめそしてんじゃねえよ」

　ちょっとだけのつもりだった。泣き止やむのを確認したらすぐにいなくなるつもりだった。それがどうだ、学校にも行かず、ひきこもって四六時中ぐずってやがる。時折母親が様子を見に顔を出すが、マツリは塞ふさぎ込んだままだ。

　苛いら々いらする。あのババアが自分の死をいつまでも悲しんでほしいなんて思ってるわけねえだろうが。

「さて、どうすっか……おっと」

　俺様は樹上で軽くバランスを崩くずし、身を潜めていた枝葉の茂しげみから体が乗り出てしまう。

「ちっ……ん？」

　やべえ、目が合っちまった。マツリは泣き腫はらした目でじっと俺様を見つめている。ぬいぐるみが動いたなんてガキの妄もう言げんなんざ誰だれも信じねえだろうが、見つかっちまった以上ここに留とどまるのは得策じゃねえ。とんずらだ。

「…………」

　なんでこのガキはなんもリアクションしねえで固まってんだよ。動き出すタイミング摑つかめねえだろうが……というかこうして見ると、やっぱりかがりの面おも影かげがあるな。

　俺様に頼み事をした時の、あのババアの表情が頭をよぎる。いやいやいや、関係ねえ。なんで俺様が人間の情にほだされて、ガキの面倒なんざみなきゃなんねえんだ。

「…………」

　なんだその目は。うるうるしながら見つめるんじゃねえよ。離れ辛づれえだろうが。いや、何言ってんだ、俺様は極ごく悪あく非道の火猿だぞ。気にしてねえでとっとと消えればいいだろうが。

　なのに俺様の足は、枝に張り付いたように動かない。いやこれは決して気になってるとかそういう訳じゃ──

「あーもう考えんのうざってえ！」

　ちょっとだけだ。ちょっとだけだからな。

「邪じや魔ますんぞ」

　俺様は窓に手を掛かけ、室内へと入っていった。




　なぜだ……なぜ俺様はまだここにいる？

　マツリとの初はつ接せつ触しよくから十日、あいつは元気を取り戻した。なんてことねえ、初めての肉親の死に感情の向け所を見失っていただけで、本来の性格は能天気でバカなガキだった。

　あいつは元に戻った。なら俺様がここにいる意味はもうねえ。魔遊庭に戻れば、もっとまともな依より代しろを用意できそうな心当たりなんざ腐くさるほどある。

　天気は快晴、出ていくには悪くねえ日だ。

「うっし、いくか……ん？」

　腰こしを上げた俺様の耳に、階下からの「たっだいまー」という無む駄だに元気な声が飛びこんできた。もう小学校が終わる時間かよ。

「んだよ、帰ってきちまったのか……んじゃしょうがねえよな」

　出ていくのは今度に延期だ。




　太陽がギラつく夏。今日はマツリの誕生日らしい。下でダチが集まってパーティやってやがる。くだらねえ……だがまあこんな日にわざわざ出ていかなくてもいいよな、うん。




　マツリは泊とまりがけの林間学校に行っている。さすがに、帰ってきたらいきなり俺様がいねえ、ってのはちょっとな。




　外は雪が降っている。マツリは雪合戦をしに出て行った。どうせボコボコにされて帰ってくんだろうから、最後に真っ赤な顔を馬ば鹿かにしてからおさらばするのも悪くねえな。




　一年……俺様がこの部屋に転がり込んでから一年経たった。マツリの学年も一つ上がった。まあ、俺様にとっちゃ一年なんざノミ以下の短さだ……だからいいんだよ！




　さすがにそろそろ認めなくちゃならねえ。まことに……まことに遺い憾かんであるが、俺様はどうやらマツリの傍そばから離れたくねえらしい。

　忌いま々いましい事この上ないが、俺様が飽あきるか、あいつがもうちょっとしっかりするまではここに居ようかと思う……後者は永久に来ねえ気もするが。







　……さっきからなんだ、これは？　かがりとの邂かい逅こうから始まり、頭ん中に現れては消える記き憶おくの数々。これじゃまるでくたばる寸前じゃ────そこで意識が鮮せん明めいになる。

「くそったれが……やられたんだっけな」

　右手を動かしてみる。かろうじて動く。足も大だい丈じよう夫ぶだ。だが立ち上がるのは不可能だった。当然だ。俺様の体は、その左半分が根こそぎ失われていた。

「あら、意識が残ったんですか」

　頭上から、耳みみ障ざわりな女の声が響ひびく。力を振ふり絞しぼって視線をあげた。

「さすがは火猿さんってとこですねー」

　その手には、俺様の左半身が握にぎられていた。

　消えたくねえ。十年前にくたばりかけてた時には微み塵じんもなかった思いが湧わき出てくる。あの時はもういいと思った。生きてても、どうせ気に入らねえ奴やつをぶちのめすって行こう為いを、延々と繰くり返すだけなんだからここで終わっても同じだろ、と。

　だが今は違ちがう。あのどうしようもねえバカがせめて成人か結けつ婚こん……いや、あいつがババアになってくたばるまで、俺様は消えるわけには──

「手段としては最低ですが、正直こうでもしないと、あなたには勝てませんからねー」

　思考を遮さえぎるようにマキナリアの女が言葉を発し、手に握った俺様の左半身を投げ捨てた。俺様は這はいずりながらそこに向かう。無駄だとは分かっている。十年付き合った依代のぬいぐるみは、最も早はや俺様の魂たましいと直結している。即そく死しでこそないものの、たとえ両断された半身を縫ぬい合わせた所で、俺様の消しよう滅めつは避さけられねえ。要するにただの悪あがき。

　モノの生き死になんてものは、気合いでどうにかなるもんじゃねえ。どんなに踏ふん張ろうが泣き叫さけぼうが死ぬ時は死ぬ。それは絶対に抗あらがえない自し然ぜんの摂せつ理り。

　だが俺様はまだ……まだ死ねねえ。

「……く」

　対たい症しよう療りよう法ほうにすぎねえが、体を繫つなぎ合わせればとりあえずの延命措そ置ちにはなるはずだ。あと少しで左半身に手が届く──

「がっ！」

　上方から鋭するどい衝しよう撃げきが襲おそってきた。

「もがいている所申し訳ありませんが、終わりでーす」

　日本刀の刃やいばが俺様を地面に縫い留めていた。

「アハハ、肉の感かん触しよくがないとあんまり気持ち良くないですね」

　やべえ、意識が遠のいてきやがった。女が刀を再び振り上げるのが気配で分かった。

　畜ちく生しようが……こんな所で終わりなのかよ……

「マツ──」

　最後の一文字を発する事は出来なかった。




　　　　２




「うー」

　祭は落ち着きなく部屋の中をうろつき回る。

　当たり前のようにいた者がいなくなる。ただそれだけで、同じ部屋の印象がこうも様変わりしてしまうものだろうか。

　勿もち論ろんサンジュだって、祭と外出する時以外は籠こもりきりというわけではない。夜な夜などこかに抜ぬけ出している様子はあったし──今思えば、蕩子や祭の知らない枷人に会いにいっていたのかもしれない──たまに学校について来ず、独自の行動をとっていたりもした。

　だが今回は違う。祭の寝ね起おきにいない、というのは九年間で初めてだったし、論理的に説明出来ない、虫の知らせとでもいうべき何かが胸の奥で警けい鐘しようを鳴らしている。

　一応制服には着替えたものの、この状態では学校にいくどころではなかった。

「ん……何これ？」

　何気なく窓を見やった祭は、なにやら違い和わを感じてそこに寄って行った。

「き、切れてる」

　鍵かぎ部分の周辺のガラスに、綺き麗れいな円形状の亀き裂れつが走っていた。ぴたりと嵌はめこみ直されてはいるものの、一度切断されたのは間ま違ちがいない。

「……どういう事？」

　不安が胸中に染しみ入るように拡大していく。少なくとも祭が寝ねている間に、よからぬ何かがあったのは確定的だ。携けい帯たい電でん話わに駆かけ寄り、大吾の番号をコールする。

「……駄だ目めだ」

　電源は入っているようだが、返ってくるのは無機質な呼び出し音のみ。続けて胡乱堂に居るはずの悠季の携帯へ。こちらは数回のコールで反応があった。

『もしもし、花村さん？　あー、ちょっと待ってね、火止めるから。今蕩子さんの朝ごはん作っててさ』

「悠季ちゃん、ごめん、ちょっと緊きん急きゆう事態かもしれないんだ。そっちは何か異常ない？」

　祭の切せつ迫ぱくした声こわ色いろに異変を感じ取ったらしい悠季は、声をひそめる。

『……何かあった？』

「いや、ちょっと気になる事があって……大鳥君とも連れん絡らくつかないし」

『……ちょっと待って、蕩子さんなら妖よう気きを感知出来るかも……ほら、蕩子さん、起きて──』

　先日、補足として蕩子から聞いたところによると、妖気というものは何もしなくても自動的に感知される類たぐいのものではなく、余よ程ほど強力なもの以外は、意識してはじめてその有う無むを感じ取れるらしい。

　しばらく音が遠ざかった後、戸と惑まどったような悠季の声が飛んできた。

『大吾、駅南の倉庫の辺りにいて……妖気解放してるって』

「……ありがとっ」

『あ、ちょっと花村さ──』

　すぐさま電話を切り、一階へと駆け降りる。

「おかーさん！」

　リビングのドアを勢いよく開け放つ。

「おう、どした？」

　相変わらず色気のない甚じん平べい姿の光と朝食の香かおり。変わらぬ日常の光景に少し落ち着きを取り戻もどした祭は、軽く呼吸を整える。

「はあ……ごめん、ちょっと急ぎで出かけてくるから、あたし朝ごはんいらないや」

「ん……そか」

　光は言葉少なに、開いた新聞に目を戻した。

「あれ、学校は、とか聞かないの？」

　てっきり詰きつ問もんされるものだと思っていた祭は、拍ひよう子し抜ぬけして聞き返す。

　光は視線だけを上方に向けた。

「今のあんたの雰ふん囲い気き、死んだおばあちゃんが仕事行く時にそっくり……という事は止めようとするだけ時間の無む駄だ、めんどくさい」

「お母さん……」

「ま、何するか知らんけど、負けんじゃないよ」

「……んっ」

　祭は勢いよく頷うなずき返して、手をひらひらと振ふる光に背を向け、リビングを飛び出した。




　自転車を駆り、駅までの道を急ぐ。大吾に何かあったと確定した訳ではないが、サンジュの失しつ踪そうと併あわせて考えれば、偶ぐう然ぜんでは済まされない。ペダルを漕こぐ足にも自然と力が入った。

　仮に荒あら事ごとになっているのだとしたら、祭がそこへ行っても何の役にも立たない。それどころかむしろ足手まといだろう。それでも、いてもたっても居られなかった。

「ねえサンジュ、どう思──」

　語りかけてしまってからはっとする。いつも傍そばで喚わめいている猿さるは今ここにはいない。

　何か言えば十倍になって返ってくる暴言に、本気で腹を立てた事も多々ある。いなくなればすっきりすると思ったのだって、一度や二度じゃなかった。

　だが何だろうこの感覚は。寂せき寥りようや悲ひ哀あいとも違ちがう、まるで自分の一部がごっそりと削そぎ落とされたかのような喪そう失しつ感かん。

　不ふ吉きつな想像を打ち消すように、自転車を更さらに加速させる祭だったが、心の奥に絡からみついてくるような不安を断たち切ることは出来なかった。

「サンジュ……どこいっちゃったの」

　その台詞せりふは、ふらつく祭の心情を暗示するかのように、すぐさま風に搦からめ捕とられていった。




　十数年の歳月をかけて為なされている麦代市の駅前開発は、佳か境きように差し掛かかっており、その効果は目に見える形で表れ始めていた。路線の増設、マンションの乱立、大規模ショッピングモールといった、人口流入を主眼に置いた計画は当初の思おも惑わく以上の経過を辿たどり、休日の日中ともなれば、駅前は人で溢あふれかえる。

　かように急速な発展を遂とげた駅の北側とは対照的に、駅南は比ひ較かく的てき落ち着いた雰囲気を保っていた。その中でもとりわけ人が寄りつかないのが、一連の倉庫群だ。

　ピーク時には、搬はん入にゆうされた建設用資材の保管場所として重宝されたものだが、開発が進むにつれ存在価値が薄うすれていき、終息しつつある現在では、その半分以上がまともに使用されていない。

「う、全然分かんない……」

　その広大な敷しき地ち面積の中から人一人を捜さがし出すのは容易な事ではなかった。当てもなく漕ぎまわっていた所で、携帯電話に着信が入る。

「悠季ちゃん？」

『花村さん、今どこ？』

「どこって、駅南の倉庫だけど」

『うん、僕も今タクシーで着いた所だけど、細かい場所分かる？』

「はい？」

　悠季はまだ戦えるような状態ではないはずだ。彼女は、そんな疑問を察しているかのように話を進める。

『あんな切り方されて、安静になんてしてられないよ』

「無む茶ちやだって！　昨日あんなに怪け我がしてたのに」

『お腹なか切られて平気で笑ってる人間よりは、無茶してないと思うけど』

「う……」

『とにかくＦ区画の辺りで合流しよう』

　電話の声はそれだけを告げると一方的に切れる。行動を迷っている暇ひまはなかった。地面に印字された区画ナンバーを確かく認にんする。

「Ｂ・４か。今来た方がＡだから……あっち！」

　全力でＦ区画の方向へと向かう。ペダルを踏ふみ込む毎ごとに、胸のざわつきは存在感を増していった。雑念を振り払はらうように無心で足を動かし続けた。

　ようやく辿り着いたＦ区画で見慣れたシルエットを発見した祭は、自転車を乗り捨ててそこに駆かけ寄った。

「悠季ちゃん……」

　膏こう薬やくの効果で表面上の傷こそ見えなくなっているものの、その足取りは覚おぼ束つかなく、血色もよろしくない。

「ここまでくれば僕でも感知出来るよ……急いで助けに入らないと」

　眉まゆ根ねを寄せながら、区画の中でも一ひと際きわ大きい倉庫に目を向ける。

「よし、じゃ、早さつ速そく中に──」

「待って」

　悠季にその肩かたを摑つかまれる。

「火猿がいないみたいだけど、どうしたの？」

「あ、うん……今朝から見つかんなくて」

　悠季は表情を苦み走らせる。

「おかしいと思ったんだ。火猿に大吾の位置が感知出来ないはずないし……それなら君はここに残った方がいいよ」

「ゆ、悠季ちゃんこそ、その状態じゃ……」

「生身の君が行くよりかは、大分ましだから」

「いや、でも……」

「……まあ、言って聞くような娘こじゃないよね」

「うん、だから早く──」

「ごめん」

　消え入るような悠季の台詞の後、祭の鳩尾みぞおちを強きよう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそった。

「あ……」

　縋すがるように手を伸のばすが、悠季に届く事はなく、意識を失う直前の祭の目が捉とらえたのは、何かを覚かく悟ごしたような、彼女の笑えみだった。
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「……う」

　頭の奥底に響ひびいてくるような音で、祭は目を覚ました。

「そ、そうだ、悠季ちゃんはっ!?」

　腹のあたりの鈍どん痛つうをこらえながら立ち上がり、倉庫の方へ視線を向けた。

「な……なにこれ」

　思わず声が漏もれる。堅けん牢ろうなはずのそのシャッターは、無残にその形を歪ゆがめていた。内側から強烈な衝撃を与あたえられたような感じだ。反射的にそこに駆け寄った。

「くううっ」

　二面ある内、歪んでいない方のシャッター前に屈かがんで渾こん身しんの力を込める。意外にもそれ程ほどの重さは無く、軋きしんだ音を立てながら開いていく。適当な隙すき間まが開いた所で身を滑すべり込ませた。

　開いた時以上に耳みみ障ざわりな音を立てて、緩かん慢まんに閉まっていく。薄うす暗ぐらくはあるが、採光の為ために上方のガラス窓が広く作られており、全く視界が利きかない、という程ではない。周囲を確認した祭は、右方向に誰だれかがうつ伏ぶせで倒たおれ込んでいるのを発見し、ぎょっとする。

「お、大鳥君っ」

「あ……花村ちゃん……か」

　慌あわてて肩を貸して助け起こす。半はん妖よう体たいと化しているその体には、何かで斬きりつけられたような跡あとが散見され、至る所に血が滲にじんでいる。丁度大吾の後ろのシャッターがひしゃげている事から察するに、彼自身がそこに叩たたきつけられたようだった。

「あらあら、さっきから随ずい分ぶんとお客さんが多いですねー」

　軽い調子の声がかかる。目が慣れ、ようやく倉庫内が見み渡わたせるようになった祭の目に飛び込んできたのは、雛野辺岬だった。汚よごれに塗まみれた大吾とは対照的に、その純白の衣い装しようには一点の曇くもりも無い。

「ったく、これはともかく、そっちのお嬢じようちゃんにはもう用がねえんだけどな」

　岬の後方では、その身を機械装そう甲こうで包んだ赤井草介が、ぼやきを発していた。足元にはこれ、よばわりされた物体が転がっている。光が当たっていないその場所の様子は、うまく確かく認にん出来なかった。

「ほらよ」

　赤井は、無造作にその何かを蹴けり飛ばした。回転しながら勢い良く祭の傍そばまで転がってくる。

「ゆ……悠季ちゃんっ！」

　半ば予想通りではあったが、それはぼろ雑ぞう巾きんのようにされた悠季だった。

「う……く……結局……来ちゃったんだ……」

　悠季にも手を貸すが、こちらは満足に立ち上がる事さえかなわず、膝ひざをつくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「昨日あんなにサンジュにやられたのにっ……！」

　祭は岬、赤井の両者を睨にらみつける。

「だからこそですよー、祭さん」

　岬は全く悪びれる様子もない。

「火猿さんの力が、まさかあそこまでだとは思いませんでした。しかもあれで本来の体じゃないなんて、どう考えても私達の手には余ります。加えてそこの大鳥さんもなかなかに厄やつ介かいでして」

「……敵でも……女の子に褒ほめられるのは悪くないね」

　軽けい薄はくな台詞せりふを吐はく大吾だったが、絞しぼり出すような声の調子では、空元気なのが丸わかりだ。

「で、確実に二対一で仕留めよう、という事になりまして。学校の情報管理なんてあってないようなものですからね。寮りようの部屋に直接電話して、祭さんと悠季さんの番号も把は握あくしてますよ、ってご報告したら、一人でこんな所まで来てくれました。いやー、顔に似合わず男らしいですねー」

「ま、おまけも釣つれたし、一石二鳥だったな」

　赤井が、未いまだに膝をついたままの悠季に顔を向け、淡たん々たんと告げる。マキナリアの両者には息の乱れすら見受けられない。戦せん況きようは言わずもがなだった。

「……花村ちゃん、火猿の旦だん那なは？」

　大吾が顔を近づけ、囁ささやくように問いかけてくる。

「……分かんない」

「そっか……あいつらの口ぶりから察するに、旦那に対しても何か対策を講じてるみたいだけど……」

　その言葉が祭の胸を抉えぐる。無む理り矢や理り考えないようにしていたが、サンジュは祭に憑ついていなければただの喋しやべる猿のぬいぐるみだ。頭に最悪の想像が浮うかぶ。

「まさかね……サンジュがそんな簡単に──」

「もしかして、火猿さんをお捜さがしですかー？」

「──っ！」

　胸中を見み透すかされ、祭は言葉を詰つまらせる。

「祭さんが来てくれて丁度よかったです。これ、どうしようかと思ってました」

　岬は懐ふところから何かを取り出して、祭の前に放ほうり投げた。

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、それが何だか認識出来なかった。

　視覚的な情報としては受け取れているが、理解する事を脳が拒こばんでいた。しかし、時の経過と共に、目に入るものとそれが意味するところの関連付けが行われていく。

「サン……ジュ？」

　コンクリートの地面に打ち捨てられたそれは、紛まぎれもなく長年行動を共にしてきた猿のぬいぐるみだった。真っ赤なその体も、いつもとなんら変わりが無い。

　ただ一点。その左半身しかない事を除いては。

「別にもう必要ないですから、お返しします」

　祭はよろよろとぬいぐるみを拾い上げる。

「はは……冗じよう談だんよしなよサンジュ。どうせあたしの事騙だましてるんでしょ？　それで後から単たん細さい胞ぼうとかカスとか言って馬ば鹿かにするんでしょ？」

　ぬいぐるみはぐにゃり、とその形を崩くずす。

「……ねえ、面おも白しろくないからやめなよ」

　反応は、無い。

「噓うそ……でしょ」

　急激に体の力が抜ぬける。祭はサンジュの左半身を握にぎったままへたり込んでしまった。

「お嬢じようちゃん、残念ながら火猿は完全にくたばった」

「そうですよー、残りの半分もほら」

　岬は右半身を取り出して、自らの足元に落とした。刀傷でずたぼろになっているそれを、さらに凌りよう辱じよくするように踏ふみつけた。

「あ……あ……やめてよ……」

　止めようとしても、意に反して体は動いてくれない。

「アハ、気にしてもしょうがないですよ、これはもうただのモノですから」

　靴くつ底ぞこで抉られたぬいぐるみの半身は、中身の綿が散乱し、その原形を失いつつあった。

「なんで……なんでそんな事するの？」

　祭は悲痛な表情を向けるが、岬はそれを心地ここちよいものであるかのように受け止め、顔面を歪ゆがめている。

「ク、あなたのその顔が面白いからに決まってるじゃないですか」

　岬は満足したように、布地の残ざん骸がいだけになったそれを祭に投げつけた。

「サン……ジュ……」

　祭はすぐさま拾い上げ、持っていた左半身と合わせて、胸の前でぎゅっと抱だいた。

「ハハ、もうただの布クズですって、それ」

　不意に、祭の後ろで影かげが動いた。

「お前ら……マジで不快なんだけど」

　大吾が、怒ど気きを孕はらんだ声をあげて身を起こす。

「火猿は気に入らないけど……あんたらはそれ以上だ」

　悠季も膝ひざに手をつきながら立ち上がる。

「……いけるか、悠季ちゃん」

「当たり前でしょ」

　二人は一瞬視線を交こう錯さくさせた後、赤井と岬へ向かっていった。

「赤井さん、どっちにします」

「先に猫又に止とどめを刺さす」

　生きた年数が浅い悠季と、本来の力を発揮できないらしい大吾ではあの二人には勝てない。それは祭の目から見ても明らかだった。

　止めなければならない。だが、思考とは裏腹に祭の体は張り付いたように動かない。虚きよ無む感かんが全身を支配し、全すべてがどうでもよくなるようなこの感覚には覚えがあった。祖母のかがりが死んだ時だ。

　あの時、初めて死という概がい念ねんに触ふれ、おばあちゃん子だった祭は心を閉とざした。学校にも行かずに、ただ部屋に閉じこもって泣き明かした。

　同時にそれはサンジュとの出会いでもあった。ずうずうしい猿のぬいぐるみはいきなり部屋に乗り込んで来て、訳の分からない事を言い出した。ひどく口が悪かった。でも、祭は何日かぶりに笑う事が出来た。

　それからの日々は、サンジュがずっと傍そばにいた。

　フェリーでの修学旅行中、サンジュを海に落としそうになった事、不用意に喧けん嘩かを止めに入って暴行されそうになった時、サンジュが本気で叱しかってくれた事、中学の卒業式で号ごう泣きゆうしてサンジュを涙なみだ塗まみれにしてしまった事。数え切れない思い出の数々が脳内を駆かけ巡めぐっていく。

　一人になりたい時や泣きたい事があった日も、脇わきで暴言を吐はきまくっていた。邪じや魔まだと言っても無む理り矢や理りくっついて来た。とにかくずっと一いつ緒しよだった。ずっと。

　そのサンジュはもういない。

　サンジュがいたからかがりの死から立ち直れた。じゃあ、そのサンジュがいなくなってしまったら一体、

「あたしは……どうすれば」

　寒くもないのに祭の体が震ふるえた。両りよう肘ひじを抱かかえて屈かがみこむ。

　だが、状じよう況きようは祭の心情など斟しん酌しやくしてくれない。倉庫内の戦せん闘とうは、一方的な展開になっていた。

「……く」

「アッハ、さっきより動きが鈍にぶくなってますよ」

　大吾が赤せき腕わんでの攻こう撃げきをくりだすものの、岬の軽かろやかな挙動に翻ほん弄ろうされ、かする素そ振ぶりすら見られない。

　間かん隙げきをついて岬の斬ざん撃げきが襲おそいかかる。鬼の硬こう質しつな皮ひ膚ふにとっては一いち撃げきで致ち命めい傷しようとはなりえないが、当然無傷という訳にはいかず、じりじりと削けずられていく。そのダメージの蓄ちく積せきによって更さらに動きが鈍るという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。

「ふむ、これじゃ埒らちがあきませんねー」

　形状を変化させる為ためか、岬が歪いびつ機きの守もりを持ち直した瞬しゆん間かん、悠季の絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

「うわあああああっ！」

　元来の実力差に加え、気力だけで動いているような状態では勝負になるはずもなく、悠季は赤井にあばらを踏まれ、地に縫ぬい付けられていた。

「く……悠季ちゃんっ！」

「よそ見してる暇ひまは無いですよ」

　岬の得物からは、毒々しい液体が滴したたっていた。斑まだら模様の刀身で大吾を斬きりつける。

「ぐ……あっ」

　大吾は斬られた腹部を押さえてたたらを踏ふむ。傷口からは、微び量りようの煙けむりらしきものが立ち昇のぼっている。

「あ……あああああっ！」

　再び悠季が絶叫を[image: 迸]ほとばしらせた。

「あ……あ」

　祭は目の前で繰くり広げられる惨さん状じようを、ただ見ている事しか出来なかった。瞳ひとみからは一筋の雫しずくが落ちる。

　サンジュの死、目の前で友人が命の危険に晒さらされている現状、それに対して何も出来ない自分。ぐちゃ混ぜになった感情が、涙なみだを滴らせる。

「サンジュ……助けて」

　祭は縋すがるように語りかけるが、ずたぼろになったぬいぐるみは微び動どうだにしない。

「ねえ……返事してよ」

　ぎゅっと握にぎりしめる。面おも白しろいほどよく動いた表情の見る影はなく、黒光りする無機質な瞳に感情の色は宿っていなかった。

〈バーカ、何やってんだテメエは〉

「えっ？」

　不意に、頭の中に声が響いた。

「サ、サンジュ？」

〈ダチが目の前でやられてんのに何やってんだ、このウスラバカが〉

　手の中のぬいぐるみを凝ぎよう視しするが、ぴくりとも動かない。

〈早く立てってんだコラ〉

　それは祭の脳が生み出した幻げん聴ちよう。願望が生み出した妄もう想そうの産物。

「は……はは」

　だが、祭は笑った。

〈よし、泣いてたらテメエの汚きたねえ面つらなんざ、見られたもんじゃねえんだからな〉

　分かる。サンジュが今この場に居れば言ったであろう言葉が、自動的に脳内で再生される。その息いき遣づかいまでもがリアルに想像出来る。

「そっか……そうだよね」

　サンジュは死んでいない。その命は祭の中で脈々と続いている。肉体が消しよう滅めつした程度で全てが風化してしまう程ほど、過ごしてきた日々は軽くない。

〈根こん性じよう入れろやバカが！〉

　目め尻じりの涙を拭ぬぐいながら立ち上がる。迷いは吹ふき飛んだ。ぬいぐるみを胸ポケットに入れる。

「待てえっ！」

　悠季を踏みつけ、雷らい撃げきを加えようとしている赤井に向かって声を張り上げた。

「あん？」

　赤井は、その首だけを祭に向ける。

「何だ、お嬢じようちゃん、火猿はもう助けてくんねえぞ」

「うん、知ってる」

　赤井は悠季を踏みつけたまま、掌てのひらだけを祭に向ける。

「邪じや魔まするんじゃねえよ」

「悠季ちゃんを放して」

　祭は構わずに前進した。

「……それ以上来たら撃うつ」

　更に一歩、踏み出す。

「馬ば鹿かが……機巧ギミツク、雷杭トール」

　掌に生え出た杭くいから、乾かわいた音と共に雷撃が放たれた。その出力は大分抑おさえられているようだったが、祭によけられるはずもない。

「っぐ！」

　雷撃は腹に直ちよく撃げきし、祭はその場で膝ひざをついた。が、一撃で意識を持っていかれる程の衝しよう撃げきではない。焦こげた服を押さえながら立ち上がる。

「……抑え過ぎたか」

　赤井は、声に僅わずかな苛いら立だちを乗せて、再び照準を祭に合わせた。角度が上方に修正され、今度は胸部を狙ねらっているようだった。

「花村ちゃん、もうよせぐっ！」

「ちょっと面白いから見物しましょうか」

「あ……ぐ……があ」

　攻こう防ぼうの中、祭の方に気を取られた大吾は、岬の毒刀に肩かたを貫つらぬかれた。そのまま壁かべに縫ぬいつけられる。

「調子に乗るなよお嬢じようちゃん……機巧ギミツク、雷杭トール」

　再度放たれた雷撃が今度は胸の真ん中に直撃した。祭は後方に吹き飛ばされ、背中から地面に落ちる。

「ぐ……う」

　熱くて、痛い。心臓も異常な速度で脈動している。全身が痺しびれて力が入らない。だが、それだけだ。祭はよろよろと立ち上がった。

「……こいつ」

　赤井は悠季を一いつ旦たん解放し、祭の方に歩み寄ってくる。

「お前はただの人間だろうが……獣けもの風ふ情ぜいの枷人共の為ために、なんでここまでするんだ」

「関係ないよ」

「なに？」

　赤井の歩みが止まる。

「あたしはただ、悠季ちゃんと大鳥君がやられてるのを見てられないだけ。枷人とかマキナリアとかは関係ないよ」

「そうかい……ご高説をどうも。だがな、お嬢ちゃんがなにをのたまおうと、俺はお前の友達を殺す」

「本当に、出来る？」

「……何だと？」

「あの状態の悠季ちゃんなら、一いち撃げきで灰に出来るはず……それを何故なぜか、躊躇ためらってる」

「そんな事は……」

「あなたは何か迷ってる」

　即そく座ざに命を奪うばわない、という点では同じだったが、岬が殺害に至る過程を楽しんでいるのに対して、赤井の背後にはなにか、人間的な感情が見え隠かくれしていた。

「…………悪いかよ」

　しばしの沈ちん黙もくの後、赤井は自分に言い聞かせるように呟つぶやき始めた。

「……やってられねえんだよ。あいつらは獣だって、俺達とは違ちがう生き物だって思わなきゃ、やってらんねえ。だがな、迷っててもやるしかねえんだ。あいつらを灰にしなきゃ死んじまう連中がいるんだよ……だからな、俺は──」

「だったらやればいいよ」

　唐とう突とつに祭の声が響ひびき、赤井のそれを遮さえぎった。

「な……に？」

「本当に覚かく悟ごがあるんなら言い訳してないでやればいい。そんな半はん端ぱな気持ちであたしの友達を殺そうとしてる人になんて屈くつしない。あたしは全力で止める。悠季ちゃんは絶対に──やらせない」

　祭のその台詞せりふは、奇き妙みような存在感を伴ともなって、場の空気を支配した。

「なんだ……こいつ」

　赤井はたじろいで、反射的に一歩後退した。

「──赤井さん、後ろですっ」

　岬の声が響き、赤井が後方に注意を向けた時にはその脇わき腹ばらに、悠季が射出した爪つめが突つき刺ささっていた。赤黒く染まったその爪は、表面に無数の棘とげのような突とつ起きをびっしりと張り付けている。

「な……ぐっ！」

「窮きゆう地ちに……嚙かみつくのは……なにも鼠ねずみだけじゃないよ」

　地に伏ふしたままの悠季が、消え入りそうな声を上げる。

　赤井は、装そう甲こうの隙すき間まを縫って突き刺さった爪を引き抜ぬくが、表面の突起物のせいか、大量の出血を伴った。

「くそ……が」

　赤井は膝ひざをついて、呻うめき声を上げた。

「ふむ、さすがに少し遊びすぎましたかねー」

　その状じよう況きようにも岬は余よ裕ゆうを保ったまま、大吾から毒刀を引き抜いた。

「ぐ……う」

　磔はりつけ状態から解放された大吾は、そのまま顔面から倒たおれ込み、小刻みに痙けい攣れんしていた。

「ちょっともったいないですけど、そろそろ消しよう滅めつしてもらいましょうか」

　岬は、地に伏す悠季に駆かけ寄った。

「くっ！」

　間に入る祭だったが、

「邪じや魔まです」

　刀の柄つかで腹のあたりを突かれた。

「あ……ぐ」

　腹を押さえてその場にうずくまる。呼吸が乱れ、鈍どん痛つうが走り、嘔おう吐と感がこみ上げてくる。だが、諦あきらめるわけにはいかない。祭は岬の足首を後ろから摑つかみ取った。

「あらら」

　岬はそれを払はらって振ふり返り、祭に視線を合わせてしゃがみ込む。

「祭さーん、あなたの根こん性じようはとても一いつ介かいの女子高生とは思えません。先さき程ほどの赤井さんへの啖たん呵かも見事でした」

　岬は、でもね、という一言を加えて微笑ほほえんだ。

「──いい加減目め障ざわりです」

　再び刀の柄を凶きよう器きとして、祭の顎あごを下からカチ上げた。

「あ……」

　驚きよう異い的なその膂りよ力りよくによって、上方に吹ふき飛ばされる。岬は落下してきた祭に馬乗りになった。

「フフ、あんまりしつこいようだと、こちらにも考えがありますよ」

　首筋に刀身を突きつける。相変わらず微笑みを湛たたえてはいるが、その瞳ひとみの深奥は決して笑っていない。

「やめろ……」

　岬の背後で弱々しい声が響いた。

「その子に……手を出すな」

　悠季が這はいつくばりながら岬の腕うでに縋すがりつく。

「友達……なんだ……だから」

　一いつ拍ぱく置いて、岬を睨にらみつける。

「祭ちゃんに何かしたら……許さない」

「悠季ちゃん……」

　しかし、悠季の行動は岬の心をより危険な方向へと傾かたむかせただけだった。

「アッハハ、こういう茶番劇を見せられると……ぶち壊こわしてやりたくなりますね」

　目の奥に殺意を漲みなぎらせる。

「抉えぐれてもら──」

「赤せき腕わん──掌しよう突とつ」

「──っ！」

　岬は唐突に飛び込んできた大吾の攻こう撃げきを受けて吹き飛んだ。堆うずたかく積まれた鉄パイプに突っ込み、それがガラガラと音を立てて崩くずれる。

「大鳥君……」

　解放された祭はすぐさま立ち上がる。

「……俺の前で……女の子に……手は出させないって……まあ相手も女の子だけど」

　軽口を叩たたいてはいるものの、大吾は満まん身しん創そう痍いだった。貫つらぬかれた傷口からは血が滲にじみ、受けた毒のせいか呼吸は異様に荒あらく、体を震ふるわせている。

「これで終わる……わけないよな」

　舞まっていた大量の埃ほこりが晴れていく。その中には悠ゆう然ぜんと佇たたずむ岬の姿があった。白で統一された衣服は多少の汚よごれを見せたものの、本人にさしたるダメージがあるようには見えなかった。

「相当弱ってますねー。まあ、この毒ですぐに動ける事自体が驚おどろきですが」

「く……きっつ」

　なんとか体勢を整えようと試みる大吾だったが、別方向からばちり、という音が[image: 迸]ほとばしった。

「があああっ!!」

　体から黒こく煙えんを上げて、倒れ込む。

「俺が甘かった……もう躊ちゆう躇ちよは無しだ」

　ゆらり、立ち上がった赤井が、第二撃げき目を放たんと、大吾に掌の杭くいを向ける。出血していた部分には粘ヒ性ユ機ド群ラが貼はり付いて蠢うごめき、止血の役割を果たしている。

「危ないっ！」

　祭は反射的に大吾に覆おおいかぶさり、その身を庇かばった。しかし、

「あなたはこっちです」

　音も無く駆け寄って来た岬に、いとも簡単に引き剝はがされた。

「ぐああああああっ!!」

　がら空きになった大吾に、雷かみなりが突つき刺ささる。

「大鳥君っ！」

　祭は叫さけび声を上げるが、岬に仰あお向むけ状態で組み敷しかれている為ために、身動きがとれない。

「これでもくたばらねえのか……最大出力まで溜ためるしかねえな」

　赤井は、地で悶もだえる大吾に向かって、無む慈じ悲ひにも三撃目の準備を始めた。先程までより強きよう烈れつな雷らい光こうが、掌の杭に集まっていく。

「だ……大吾」

　こちらも瀕ひん死し状態の悠季が大吾に這い寄っていくが、助けになるどころか、あの位置では二人一いつ緒しよにやられるだけだ。

「大鳥君っ！　悠季ちゃんっ！」

「いや、いい顔ですねー祭さん、私が見たかったのはその表情ですよ」

　馬乗りになった岬が、虫むし酸ずの走る笑えみを向けてくる。

「は、放してよっ！」

　必死にもがくが、岬はびくともしない。彼女は何かを思い出したように、人差し指を口にあてた。

「ああ、そうそう──火猿さんも死ぬ時は同じようないい顔してましたよ」

　その言葉に、祭の中で何かが切れた。

　岬の顔面に唾つばを吐はきかける。

「──っ！」

　彼女の顔が、初めて愉ゆ悦えつではなく怒いかりで歪ゆがんだ。

「へへ……あたしが見たかったのはその顔なんだよね」

「…………」

　岬は無言で立ち上がって、祭のあばらを蹴けり飛ばした。

「がっ……がはっ！」

　地を転がる。一いつ瞬しゆん、呼吸が止まった。

「おい岬、やりすぎるなよ」

　溜めを継けい続ぞくさせたまま、赤井が岬を窘たしなめる。

「殺さなければ、どうとでもなります」

「げふっ……はは……どうしたの？　余よ裕ゆうなくなってるじゃん」

　祭は無む理り矢や理り不敵な笑みを作って虚きよ勢せいを張る。

「……その顔に消えない傷が残っても、同じ事が言えますかね」

　岬は膝ひざをついて祭の髪かみを鷲わし摑づかみにした。

「へへっ」

　笑いながら、先さき程ほどよりも勢い良く唾を吐きかけてやる。

「──っ！」

　岬は表情を固めてすっと立ち上がる。

「……死ね」

　歪いびつ機きの守もりを一いつ閃せんさせた。

「う……わあああああああっ！」

　鼻の下を通って、頰ほおから頰に走る朱しゆの横一文字。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい未知の激痛が襲おそってくる。祭は忘我状態でのたうち回った。

「いや、いい声ですね」

「あ、あ、ああああああああっ!!」

　赤い液体がとめどなく流れ出て、血溜まりを形成していく。

　痛くて、熱い。祭の意識は急速に朦もう朧ろうとしていった。

　無意識に胸ポケットから、サンジュだったものを取り出して握にぎりしめるが、まるで力が入らない。それは血溜まりの中に落下した。

「おい、岬っ!!」

　赤井が声を張り上げるが、彼女の耳には届いていない。

「アハハ、次は鼻でもいってみましょうか」

　岬は日本刀を鎚つち型に変化させ、振ふりかぶった。

「あ……う」

　一瞬、岬と目が合う。そこに宿るは赤井の、使命感を帯びた人工的な敵意とは一線を画する、理由無き天然の狂きよう気き。

「ハハッ！　潰つぶれろっ」

　金属の塊かたまりが眼前に迫せまる。




　ごしゃり、という鈍にぶい音と共に雛野辺岬の体が吹ふき飛んだ。

「……え？」

　祭はいつの間にか立ち上がっていた。状じよう況きようを把は握あくする間もなく、体が勝手に動く。

　鉤かぎ爪づめ状にした掌てのひらの上に、紅ぐ蓮れんの火球が宿る。間かん髪はついれず投とう擲てきされたそれは、大気を切り裂さき、赤井に直ちよく撃げきした。

　赤井は錐きりもみ回転しながら飛んでいき、壁へき面めんに叩たたきつけられる。

「こ、これって……」

　あれだけ激しかった顔面の出血が、治まってきている。混乱する祭の脳のう裏りに、慣れ親しんだ罵ば声せいが飛んでくる。

《クク、間ま抜ぬけな声出してんじゃねーよ、バーカ！》

「サ、サンジュ？」

　今度は幻げん聴ちようではなかった。確かな声が脳内に響ひびいてくる。

「サンジュッ！　ねえどこにいるのサンジュッ！」

　辺りを見回すが、何者の姿も無い。

《見つかるわけねえだろボケ。テメエの中にいんだよ、俺様は》

「あたしの……中……サンジュ、生きてたのっ!?」

《俺様が簡単にくたばる訳ねえだろうが……って言いてえが、テメエの小こ汚ぎたねえ血のおかげで、一時的に命が繫つながっただけだ》

　祭は血ち溜だまりの中のぬいぐるみを見やる。そういえば、人間の血液には高純度の環力が含ふくまれているという話があったが……

「一時的って──」

《話は後だ》

　横一文字にそっと顔を撫ぜる。残っていた傷口は瞬またたく間に塞ふさがった。しかし、流れ出た血液まで消え去る訳ではなく、指に付着する。朱に染まったそれを見つめながら呟つぶやく。

《──殺してやる》

「──っ！」

　あまりに淡たん々たんとした声に祭は慄りつ然ぜんとした。体を共有しているから理解出来る。いつもの声を荒あらげて激げき昂こうするのとは次元を異にした、心の底からの静せい謐ひつで鮮せん烈れつな怒り。

「火猿……お前はくたばったはずだろうが……」

　赤井がその身を起こす。纏まとった装そう甲こうはその大部分が融ゆう解かいし、その下の衣服すらも焼き切って地じ肌はだを露ろ出しゆつさせていた。

《マツリ、体の力抜ぬけや》

「う、うん」

　瞬しゆん間かん、昨日までと同じように意識が朦朧としだし、祭は自らの中にまどろむようにして埋まい没ぼつしていった。

「テメエら……覚かく悟ご出来てんだろうな」

　意識の主体となったサンジュは、赤井に向かって歩を進めていく。

「ぐ……」

　粘ヒ性ユ機ド群ラが生き物のように這はい、融解した部分を補修していく。数秒もおかずに機械装甲は再生された。赤井は右の掌をサンジュに向ける。

「機巧ギミツク、雷杭トールッ！」

「いい加減に学習しろや」

　が、それはサンジュの体表に届く前に霧む消しようする。サンジュは別に全身に炎ほのおを纏っている訳ではない。が、その体温は周囲の空気を歪ゆがめて見せる程ほどの超ちよう高温に達しており、体表からは大量の蒸気が噴ふん出しゆつしている。

「ギ、機巧──」

「もういい」

　赤井の眼前にまで達したサンジュが、その顔に手を伸のばし、頭を摑つかみ取る。

「あ……が」

　次し第だいにサンジュの腕うでが様相を変えていく。炎を纏っているようにも見えるが、そうではなかった。手そのものが炎に変化し、赤井の装甲を瞬く間に融解させる。

「ぎゃああああっ！」

　炎はそのまま赤井の顔面を焼いていく。今度は装甲の再生は起こらず、粘性機群は逃にげるように赤井の体内に沈しずんでいった。サンジュはその体を無造作に投げ飛ばす。

　サンジュの体は、腕のみならず、全すべてが紅蓮の炎と化していた。その様は正に炎の化け身しん。

「昨日逃げ帰ってりゃよかったものを……調子に乗りすぎだ」

　人の形をした炎は、床ゆかを溶とかしながら赤井に接近していく。赤井は、焼け爛ただれた顔を押さえながら立ちあがった。

「があ……ぐっ……枷人には……特にお前みたいな絶対的強者には分かんねえよ。この恐きよう怖ふが……聞こえるんだよ、体の中から粘性機群の声が。自分が乗っ取られていくような感覚を味わった事あんのか！　どんどん精神が侵しん食しよくされていく恐怖がどれだけ──」

「黙だまれ」

　サンジュはただ一言のみで赤井の主張を断たち切った。

「枷人とマキナリアの争いとか、テメエのクソみてえな自己正当化の理由づけなんざ、俺様にはどうでもいいんだよ」

　サンジュはそこで炎の体を元の祭の肉体に戻もどし、確かめるように眺ながめ回す。再生途と中ちゆうの傷が散見された。服も擦すり切れて、ずたぼろと言っていい状態になっている。

「……いいか、脳のう髄ずいに叩たたき込んどけ」

　赤井の懐ふところに飛び込む。

「マツリに手を出す野や郎ろうはな──」

　大気を震ふるわす一いつ喝かつ。

「俺様がぶっ殺す!!」

　その剛ごう腕わんは赤井をコンクリートの床にめり込ませて、意識を根こそぎ奪うばい取った。

　サンジュは踵きびすを返し、冷たい目線を向ける。

「さて……本番といくか」

　その視線の先、頰ほおを押さえ、体を震わせながら岬が立ち上がる。

「よくも……よくも」

　その顔面は腫はれあがり、均整のとれていた優ゆう雅がな容姿は崩くずれ去っていたが、それに輪をかけて表情の変化が著いちじるしかった。常に余よ裕ゆうの微笑ほほえみを湛たたえていた面おも影かげは消え去り、怨えん嗟さの言葉を吐はきだすその表情は昏くらい翳かげりを帯びている。

「……殺してやる」

　言こと葉ば遣づかいまで別人のように変化していた。

「おーおー、ゲスな本ほん性しよう出て来たな。来いや腹黒女。テメエは屈くつ辱じよくに塗まみれさせてから、ぶちのめしてやんよ」

　岬は無言で、歪いびつ機きの守もりに手をかける。

「ふふん、殴なぐられたのがそんなにトサカにきたか？　まあ、一回も傷ついた事ありませんって感じの、お上品なお顔してるもんなあ」

　サンジュの挑ちよう発はつには応じずに、抜ばつ刀とうした岬は問答無用で斬きりかかった。

「はああっ！」

「ハッ、なんつー面つらしてんだよ」

　全方位から襲おそいかかる岬の連れん撃げきを、サンジュは最低限の挙動で楽々とかわし切り、その合間に言葉を投げかける。

「くっ！」

　岬は更さらに斬ざん撃げきの回転数を上げるが、サンジュにはかすりもしない。

「どうしたどうした、当たんねーぞ」

　両者の力量は、火を見るより明らかだった。憎ぞう悪おと焦しよう燥そうで岬の顔が更に歪んでいく。

「クク、醜みにくいな……テメエの存在自体がよ」

「だ、黙れえっ！」

　その言葉に激げき昂こうした岬は、サンジュの脳天に斬撃を振ふり下ろした。

「ヒャハハッ」

　サンジュはその刀身をよけるでもなく、頭で受けきった。

「く……」

　体表に届く事無く、瞬しゆん時じに融ゆう解かいした粘性機群はぼとり、と床に落ちていく。

「ちっとはテメエで痛みを思い知れやっ！」

　サンジュは間かん髪はついれずその腹に、抉えぐるような一いち撃げきを叩き込んだ。

「ご……がああっ！」

　体をくの字に折り曲げて地で悶もん絶ぜつする岬は、無様に吐と瀉しや物を辺りに撒まき散らす。

「戦いってのはド汚ぎたねえもんなんだよ。テメエだけ綺き麗れいなままでいようなんざ、虫がよすぎんだよボケが」

「お……のれ……おの……れえっ」

　岬が修しゆ羅らの如ごとき形相で身を起こした。髪かみの毛は千々に乱れて顔面に貼はり付き、獣けもののような荒あらい呼吸をあげている。

「おああああっ！」

　得物も持たずにサンジュに殴りかかる。

「おー、怖こええ怖え」

　ただ振り回しているだけの拳こぶしが当たる訳もない。サンジュはがら空きになった腹に再び拳をねじ込んだ。

「が……ぐげえっ！」

　岬は地面でもんどり打つ。激しくえずくが、口からはもう黄色い液体しか出てこない。

「……立てや、この程度で済むと思うんじゃねえぞ」

　サンジュのその声は、今までのふざけたような調子から一転。静かに燃える内なる怒いかりを顕けん現げんさせたような、極きわめて冷れい徹てつな響ひびきだった。

「……ふ」

　それに反応するように、岬が静かに身を起こす。

「ふ……ふはふふあひふっ！」

　彼女は突とつ如じよとして、異様な笑い声を上げた。その瞳ひとみは虚うつろで焦しよう点てんが全く合っていない。

　続いて体に異変が現れ始めた。パキパキ、という乾かわいた音と共に表皮が粘ヒ性ユ機ド群ラに覆おおわれていく。赤井の纏まとっていた機械装そう甲こうとは明らかに趣おもむきが異なり、歪いびつな機械屑くずのようなものが、びっしりと岬の体表を覆っていく。

「ちっ……吞まれかけてやがる」

「あはははははははははははははは」

　機械屑の侵しん食しよくは、狂くるったように笑い声をあげる岬の全身に及およんだが、そこで終わりではなかった。彼女のつま先から床ゆかへとその進路を向け、生物のようにうねりながら倉庫の床に爆ばく発はつ的てきに拡ひろがっていく。

「粘性機群……やっぱりこいつら、自我がありやがるのか？」

　呟つぶやきの間に、床一面は完全に機械屑に支配された。

「はははっ、死ねっ、火猿死ねっ！」

　その中心で、まるで機械の彫ちよう像ぞうと化した岬が指を差し向ける。床の機械屑がぼこり、と盛り上がり、波のようにサンジュに襲い掛かかった。

「おらあっ！」

　サンジュは拳に炎ほのおを纏わせ、それを迎げい撃げきする。どろり、と溶とけて床のものと同化した。

「面めん倒どう臭くせえなっ！」

　サンジュは一いつ瞬しゆんで燃え盛る火球を顕現させ、岬に向かって放つ。

「うひゃははっ、無む駄だ無駄っ」

　岬の眼前に、床から盛り上がった機械屑が隆りゆう起きして壁かべを形成し、火球を防いだ。

「うざってえな……あん？」

　岬はサンジュとは別の方向へ指を向けていた。床から出現した機械屑の波が、先せん端たんを鋭えい利りに尖とがらせて、倒たおれ伏ふす大吾と悠季に襲い掛かる。

「くそがっ！」

　サンジュは瞬時に火球を顕現させて投とう擲てきし、それを消しよう滅めつさせる。

「テメエ、そんなになってまで根こん性じよう腐くさりきって──ぐっ！」

　後方から襲おそいかかった機械屑の槍やりが、サンジュの脇わき腹ばらに襲い掛かった。肌はだに触ふれた瞬間に蒸発していくが衝しよう撃げきまでは殺しきれず、体勢を崩くずす。

　機械屑の侵食は留とどまる事を知らず、壁を這はって天てん井じように達し、瞬またたく間に倉庫の内側全面が、鈍にぶい銀色で満たされていく。

「あ、ははーはは、ははあっ！　どうしたマヌケ猿うっ」

「……上等だコラ」

　サンジュは顔面に怒りを滾たぎらせ、赤と黒の炎を顕現させた。

「黒こく縄じよう絡らく炎えんっ！」

　縄のように絡からみ合った二色の炎はサンジュの体に纏わりつき、循じゆん環かんしていく。

「ひゃは、無駄だ、死ねっ！」

　岬が指を振ふり下ろす。瞬時に天井の全面から無数の機械の槍が生え出て、一いつ斉せいにサンジュに降り注いだ。

「……なんか勘かん違ちがいしてるみてえだな」

　サンジュの台詞せりふと共に、絡みついた炎の縄が体から離はなれ、襲い来る機械の槍を、まるで獲え物ものを貪むさぼるかのように消滅させていく。

　それは全すべての槍を片づけ上空を旋せん回かいした後、唸うなりを上げて岬へ急降下していった。

「あはは、そんなもんでっ」

　岬は先さき程ほどと同じように、機械の壁を出現させるが、

「──え？」

　岬が声を上げた時には既すでに、炎の縄は壁を突つき破り彼女の腹をも貫かん通つうしていた。

「あ？　あ……あああああっ」

　岬の足が、根をはったように癒ゆ着ちやくしていた床から剝はがれる。

「テメエを殺すだけなら一瞬で終わんだよ」

　腰こしを落とした彼女の後方から、舞まい戻もどった炎が再び襲いかかり、背中を突き破った。

「あぎゃあああっ！」

　彼女は床を転げ回る。

「覚かく悟ごしろよ……生き地じ獄ごくを見せてやる」

　供給源を失った壁一面の機械屑は、宿主と苦痛を共有しているかのように、苦しげに蠢うごめいている。

「……あん？」

　その時、のたうつ岬に異変が現れた。一ひと際きわ大きく痙けい攣れんしたかと思うと、焦点の合っていなかった瞳がぐりゅん、と裏返り、白目が飛び出さんばかりに剝むき出しになる。

「なん……だ？」

「ご……が……ああ……おああああっ！」

　突とつ如じよとして、その口から大量の粘性機群が放出された。明らかに彼女の体積を超こえる量が吐はき出されてもその勢いは留まる事を知らず、身体からだ中の穴という穴から濁だく流りゆうの如ごとく溢あふれ出る。

　しばらく放出が続いた後、岬は口を半開きにし、そこから舌を覗のぞかせたまま昏こん倒とうした。

　一方、放たれた銀色の物体は、サンジュの眼前に一斉に降下していく。壁や床ゆかを覆おおっていた機械屑くずも全てが剝はく離りして、そこに収束していった。

「こいつは……」

　徐じよ々じよに人型らしきものが形成されていく。うねうねと脈動しながら銀色の光こう沢たくを放つ歪いびつなその物体は、唐とう突とつに言葉を発した。

「こんにちは」

　ひどく無機的だった。のっぺりとした顔面に発声器官らしきものは見受けられず、体表全面から発せられているような奇き妙みような声こわ色いろ。

「テメエ……まさか粘性機群の本体か？」

「あっはは、いきなりそこ聞いちゃう？　そう急せくもんじゃないよ、火猿君」

　強きよう烈れつな違い和わ感かん。第一声とは趣おもむきの全く異なる調子だった。

「質問に答えろやコラ」

「うう、そ、そんな目で睨にらまないでくださいよう。わ、私……人見知りなんです」

　続いて出した消え入りそうな声色は、確かに女性のそれだった。

「……ふざけてんのか」

「否いな。我は固定された人格を持たない。口調の変化は、膨ぼう大だいな調査内容から無む作さく為いに抽ちゆう出しゆつし、アウトプットした結果にすぎない」

　今度は渋しぶみがかった中年男性といった風ふ情ぜい。台詞を発する毎ごとに起こる変化は最も早はや別人の領域に達しており、演技などという言葉では説明できない。

「あん？　つまりいままで乗っ取った奴やつ等らの人格をランダムに出してくっちゃべってるってわけかよ」

「オーライ、そういう事デスネ。少々話し辛づらいかも知れませンガ、我が慢まんしてくだサイ」

「……まあ喋しやべり方なんぞどうでもいい。マキナリア共の体ん中でずっとコソコソしてた野や郎ろうが今いま更さら表に出てくるたあ、どういう心変わりだ」

　長きに亘わたる枷人とマキナリアの歴史の中でも数える程しか目もく撃げき例が無い、粘性機群の裏側にいるという存在の顕けん現げん。サンジュですら直面した事のない稀け有うな事象が、何故なぜこの場面で起こっているのか。

「うーん、直感かなー。運命を感じたとか、ちょい恥はずかしい台詞せりふ言ってみたり」

「あん？」

「分かんないの？　あんたが依より代しろにしている花村祭よ」

「なんだと？」

「クフフ、ミスター火猿、彼女は実に興味深い素材だよ。脆ぜい弱じやくな人間でありながら、五忌獣の一体を体内に宿して平然と形を保っていられる肉。おまけに年ねん齢れいと経験にそぐわない頑がん強きような精神。これに反応するなという方が難しいね」

「……テメエらは人間界には関かん与よしねえんじゃねえのかよ」

「まあ結果的にはそういう事になってるわね。標本は一つの世界で管理した方が楽だし。ただ、その子にはちょっと浮うわ気きしてみようかしらって気にさせる、何かがあるのよね」

「つまり、このバカに何らかの価値を見み出いだしたって訳かよ」

「キャハハ、平たく言ってそんな感じ？　そいつに寄生してみたらマジで面おも白しろそう」

「ハッ！　こいつは何の取り柄えもねえマヌケだぞ」

「それは君の解かい釈しやくである。そこの娘むすめのような素体が存在するのならば、マキナリアに見切りをつけての人間界進出も検討に値あたいする事じ項こうである」

　粘性機群はねぶるような目線をサンジュ──つまりは祭の体──に向ける。

「ケッ、こんなちんちくりんのみそっかすに何があるってんだ。理解出来ねえな、全く理解出来ねえ……だが」

　射殺すように睨み返す。

「テメエが喧けん嘩か売ってんのだけはよく分かったぜ！」

　サンジュは粘性機群の言葉を遮さえぎり、怒ど気きを漲みなぎらせて全身に炎ほのおを纏まとわせる。

「フム、お嬢じようさんへの害意に対するその過か剰じような反応、やはり面白いですな。人間と枷人でここまで相そう互ご依い存ぞんの関係にある二者はとんと目にした事が無い」

　粘性機群は軽く地を蹴けった。滞たい空くう中にどろりと溶とけて人型を崩くずし、完全な球形に再構築される。それは空中に浮ういたまま、ぴたりと静止した。

　サンジュが攻こう撃げきに移ろうとした矢先、球体はなんの予備動作も無しにサンジュめがけて爆ばく発はつ的てきに加速した。

「ぐっ！」

　粘性機群はサンジュの腹部に突とつ撃げきし、そのまま叩たたきつけるようにシャッターに突つっ込んだ。それでも勢いは収まらず、両者はそのままシャッターを突き破り、倉庫の外へと飛び出ていった。

「くそがっ！」

　サンジュが跳はね起きた瞬しゆん間かん、旋せん回かいしてきた球体が再び腹に激げき突とつし、背中から地面に叩きつけられた。

「あれあれ、火猿の力ってこんなもんっスか？　拍ひよう子し抜ぬけッスね。どんだけ弱ってんスか」

　瞬時に再び人型を形成した粘性機群が、サンジュに嘲あざけりを向ける。

「……舐なめんなよコラ」

　顔を歪ゆがませながら身を起こしたサンジュは、全身から発していた炎を拳こぶしに集約させる。瞬間的に懐ふところまで潜もぐり込み、マグマの如ごとく滾たぎったそれを顔にあたる部分に叩きつけた。粘性機群は融ゆう解かいしながら飛散する。

「っらあ！」

　続いて二発目を腹に抉えぐり込む。連れん撃げきで体の大半を失ったかに見えた粘性機群だったが、すぐさま集結し、人型へと戻もどってしまう。

「全然効かないといった風情だな。少女の血液で一時的に力を得ただけという感覚だし、そろそろ活動限界が迫せまっているという印象ではないか？」

「クソ機械なんぞが勝手に値ね踏ぶみしてんじゃねえよ。俺様に限界はねえっつーの」

　実のところ、粘性機群の指し摘てきは的を射ていた。岬へ全すべての力を使い切る気でいた所に、予想外な敵の出現。魔遊庭へと空間を捻ねじ曲げる余力ももう残されていない。

「フフ、そういう男の虚きよ勢せいは嫌きらいじゃないけどねえ。別に貴方あなたが勝手に消えるまで待ってても良いんだけど、それじゃつまんないわよねえ」

　顔面を歪ませ、笑えみらしきものを形作る。それと同期して粘性機群の身が急速に膨ぼう張ちようし始めた。サンジュの軽く二倍まで達してもその勢いは留とどまらず、最終的に十メートル超ちようの威い容ようを誇ほこるまでになった。

「対象……火猿……抹まつ殺さつ」

　足を振ふり上げる。巨きよ大だいな体たい軀くに反してその動きは存外に速い。サンジュが飛び退すさって離り脱だつした瞬間、それまでいた場所の地面が踏ふみ抜ぬかれ、轟ごう音おんと共に陥かん没ぼつする。

「ちっ！」

　間かん髪はついれずに、空間を薙なぎ払はらうような拳が振り下ろされる。

「オラッ！」

　炎を刃やいば状に圧縮させて、迫りくる粘性機群の腕うでを斬きりつける。容易たやすく切断されて地に落ちるが、すぐさま切断面と癒ゆ着ちやくして再生する。

「くそったれがっ」

　炎の生成自体はかろうじて出来るものの、圧あつ倒とう的てきに火力が足りない。

「黒縄絡炎っ！」

　出現した赤と黒の炎は螺ら旋せん状に絡からみ合いながら、一条の筋になって粘性機群へと向かっていく。直ちよく撃げきしたそれは銀色の胸部を貫つらぬいた。

「な～に～す～んだよ～」

　しかし、粘性機群は微み塵じんも痛つう痒ようを感じている様子が無く、穿うがった穴は瞬またたく間に塞ふさがれていく。

　炎はブーメラン状に弧こを描えがいて戻ってきた。勢いのままに後ろから粘性機群の頭部を貫くが、

「何っ！」

　突き抜けたその炎はコーティングされ、銀色の光を放っていた。貫かん通つうした際に粘性機群が自らの一部を炎に付着させたらしい。制せい御ぎよの利きかなくなったその炎は、サンジュに向かって一直線の軌き道どうで唸うなりをあげる。

　サンジュは咄とつ嗟さに両りよう腕うでをクロスさせて防ぼう御ぎよ態勢を取るが、紙かみ屑くずのように弾はじきとばされ、背中で地面を滑すべる。

「ぐうううっ！」

　起き上がりざま、サンジュの目に飛び込んできたのは粘性機群の足の裏だった。回かい避ひ行動の暇ひまもなく押し潰つぶされる。

「が……あああっ！」

　十メートルの巨きよ体たいによる圧力を、女子高生の体軀で受けきれるはずもない。めりめりと骨が軋きしみ、形容しがたい激痛が襲おそって来る。

「アッハハ、どうすんの？　ねえどうすんの？　潰れちゃうよっ！」

「あ……が……」

「弱者が散るのは自し然ぜんの摂せつ理りっ！　さっさと消えたまえ火猿よっ！　依代の体は我われが存分に蹂じゆう躙りんしてくれるっ！」

「……んな事……させっかよ」

「……ぬ？」

「お……おおおおおおおっ!!」

　大気を震ふるわせんとする咆ほう哮こうと共に、ありったけの力で炎ほのおを発生させる。足の裏へ燃え移ったそれは粘性機群の全身へと波は及きゆうしていった。

　炎で包まれた巨体がバランスを崩くずして、背中から倒たおれ込む。サンジュは俊しゆん敏びんな挙動でその体に飛び乗った。

「おおおらあっ！」

　顔面の上に陣じん取どり、拳の連撃を叩たたき込む。

「くたばりやがれっ！」

　顔面部分はとうに原形を留めていなかったが、サンジュは手を緩ゆるめない。この手の再生するタイプの敵は、その速度を上回る攻こう撃げきを与あたえなければダメージが通らない。一撃の威い力りよくが極きよく端たんに弱まっている今、回転数をあげるしか有効な手だてが思い当たらない。

「──ぐ！」

　唐とう突とつに背面に鋭するどい痛みが走った。

　振り返る。粘性機群の体から生え出た触しよく手しゆのような物体。鋭えい利りに変化したその先せん端たんが脇わき腹ばらに突つき刺ささっている。声を上げる暇も無く、逆方向から生えて来た触手に体ごと薙ぎ払われ、コンクリートに叩きつけられる。

「がはっ……くそっ……たれが……」

　身を起こしたサンジュの呼吸は極端に乱れていた。それは今しがた受けた攻撃によるダメージというよりも、余力を使い果たしてしまった事に起因している。傷口の回復も始まってはいるが、その速度はひどく緩かん慢まんだ。

　ふらつくサンジュに、先せん端たんをハンマー状に変えた銀色の触手が叩き込まれた。

「ご……はっ」

「ヒャヒャ、弱ってますなー、そろそろ頃ころ合あいですかなー」

　流動性を持った金属の群れが、再びサンジュへと襲いかかる。しかし、その挙動は攻撃を目的としたものではなかった。

「あ……ごあああっ」

　粘性機群は強きよう烈れつな勢いで口からサンジュの体内に侵しん入にゆうしていく。

（くそ……ったれが……）

　必死に抗あらがおうとするが消しよう耗もうの度合いが尋じん常じようでは無く、追い出すどころか、気を抜けば意識が根こそぎ持って行かれそうになる。

「無む駄だである。衰すい微びしきった主では小生に抗う事は不可能。火猿、観念して滅めつせよ」

　粘性機群が祭の口を使って発言する。既すでに肉体を半ば掌しよう握あくされつつあった。

（やべえ……このまま意識を失っちまったら……もう戻もどってこれねえ）

「ウハハ、やべえ、超ちようコーフンする。女の内側から攻せめるとか、どんなプレイだよ！」

（この野や郎ろう……ぶっ殺……）

　燃え滾たぎる怒いかりに反して、サンジュの意識は薄うすれていく。

「ひざるはきえる、もうすぐきえる」

（マジかよ……マツ……リ）

「くふふ。さてさて、この女おな子ごの肉体は妾わらわの『器うつわ』たり得るか……ん、なんぞや？」

　その時、粘性機群に異変が起こった。

「こ……これは……」

　驚きよう愕がくの声をあげ、その身をわなわなと震わせる。

「ば、馬ば鹿かなっ……なんだこの娘むすめは……っ！」

（なん……だ）

　消しよう滅めつしかかっていたサンジュの意識が引き戻される。

「お、おのれええっ！」

　次の瞬しゆん間かん、いきなり祭の口から大量の粘性機群が放出された。

「ぐっ……どうなってやがる？」

　サンジュは、いきなり肉体の支配権が戻って来た事に戸と惑まどいの声をあげる。

　その眼前で人の形を作った粘性機群は、声を荒げた。

「火猿……アンタ、なぜそんなものの中に入って平静を保っていられんのよっ!?」

「はあ？　何言ってんだテメエ」

「その子の精神の深奥は……異常なまでの『拒きよ絶ぜつ』に満ちています。ここまで強固な意志にはお目にかかった事がありません……いや、私の支配力をねじ伏ふせるその力……強きよう靭じんな精神力というだけでは説明がつかないです。得体の知れない何かを内側に飼っているような……」

　何か、慄おののきすら感じているような粘性機群の口調。

「ク……ククッ」

　サンジュは思わず笑いを洩もらした。

「な、何がおかしいのじゃっ！」

「いやな、テメエがあんまり見けん当とう違ちがいな事言ってっから滑こつ稽けいでよ」

　粘性機群はさっきから祭を過大評価し過ぎだ。事はもっと単純であり、頑がん固こなバカの『嫌いやだ』という思いが、粘性機群の支配しようという意志より強かったというだけの単純な図式。

「ぐだぐだ言い訳してっけど要するによ……」

　粘性機群に嘲あざけりの表情を向ける。

「テメエがマツリより小物だって話だろうが！」

　瞬間的にサンジュの体を紅ぐ蓮れんの炎が覆おおった。猛たけ々だけしく燃え盛るその様子からは、力の衰おとろえなどは全く窺うかがえない。

　サンジュ自身も驚おどろいていた。今までとは比にならない程ほどに同調の度合いが高まっている。精神を内側からがっちりと摑つかまれているような一体感。二度と異物の侵入を許さない、とでも言わんばかりの祭の思いが、感覚で伝わって来た。

　火猿の肉体を有していた時に程近い力の充じゆう実じつを感じる。

「クッハハハハハ！」

　体内に収まりきらない力が溢あふれ、頭頂部から火柱となって立ち上る。

「くたばり損ぞこないが……粋いきがってんじゃん」

「ヒャハハ、残念だったなぁ、クソ機械ちゃんよお、こうなったらどう足あ搔がいてもテメエはもう終わりだ」

「はあ？　何調子ぶっこいちゃってるんですかぁ？　あんたの圧あつ倒とう的てき不利は──っ！」

　爆ばく発はつ的てきな踏ふみ込みで粘性機群の眼前に達したサンジュは、その胸部に拳こぶしを叩たたきつけ、埋まい没ぼつさせる。

「無む間げん……涯がい炎えんっ！」

　拳を抜ぬき取り、すっと踵きびすを返す。

「戦場で敵に背を向けるとは愚おろかなり。その傲ごう慢まんは……む？」

　粘性機群の体が瞬しゆん時じにどろり、と溶とける。

「ん？　なんかしたのかな？　にゃはは、ムダムダ、こんなの再生して終わりだよん」

　粘性機群は言葉通り、すぐさま人の形を取り戻す。

「──あれ？」

　しかし、その体が一瞬にして溶よう解かいする。粘性機群の中心で煌こう々こうと灯ともる一点の火種がその元げん凶きようだった。

「……この炎は……火ざ──」

　再び人型に再生した粘性機群だったが、台詞せりふを言いきる事無く融ゆう解かいが始まる。

　その後も融解と再生を繰くり返すが、次し第だいに前者の速度が後者を凌りよう駕がし始め、固の形状を保てなくなっていった。
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「クッハッハッ！　対象がくたばるまで消えねえ地じ獄ごくの炎だ。テメエがどんだけ再生しようが無む駄だだっつーの」

「なんだ……なんだよそれ、そんなの反則だろっ！　こんなのおかし──っ！」

　最も早はや、地面で蠢うごめく半液体と化した粘性機群は、その身を炎に包まれながら悲痛な声をあげる。

「ハッ！　今いま更さら何言ってやがる。テメエが喧けん嘩か売ってんのは存在自体が反則の火猿様だぞ」

「ば、馬鹿な……この私が……人間と……枷人如ごときに後おくれを……」

「逆だバーカ」

　サンジュはゆったりと一歩を踏み出す。粘性機群はすでにその大半を焼かれ、体積は僅わずかばかりとなっていた。

「テメエ如きが俺様に敵かなうわけねえんだよ」

「お……の……れ」

「くたばれや」

　粘性機群の残ざん滓しに向かって足を振ふり下ろす。

　飛び散ったそれは、燻くすぶりながら完全に焼しよう失しつした。サンジュは一いち瞥べつをくれて、鼻を鳴らす。

「さて……最後にもう一仕事、だな」

　同調の強化によって大おお技わざが可能になったが、あくまで一時的なものであって延命効果はない。いい加減活動限界が近付いていた。地面に唾つばを吐はきつけ、倉庫へと向かって歩を進める。自らの背中が穿うがったシャッターの穴をくぐり抜けた。

　庫内を見回した。大吾と悠季は息も絶え絶え、赤井も完全に意識を失っている。

　その中でよろよろと立ち上がる影かげが一つ。

「う……ぐ」

　雛野辺岬だった。僅かに体内に残ってたらしい粘性機群が傷口に貼はり付き、止血の効果を果たしている。精神支配からは脱だつしたようであるが、その顔面は苦痛で歪ゆがみ、見るに堪たえない有様だ。

「テメエをぶちのめして終わりだっ！」

　一気に岬の眼前まで迫せまる。彼女の胸にその拳を叩き込もうとしたその瞬しゆん間かん、

《待って、サンジュっ！》

　脳内に祭の声が響ひびいた。サンジュの拳がぴたり、と止まる。

「テメエ、なに出しゃばって来てんだ。すっこんでろや、ボケが」

　唐とう突とつな事態に驚おどろいた。憑ひよう依い中は祭の精神は完全に抑おさえ込まれているはずだ。サンジュの活動時間が限界に近付いている事の証左だろう。

「……まさか、もうやめてやれなんて甘え事言いだすんじゃねえだろうな」

《いや……止めないよ。むしろ逆かな》

「何……？」

　祭にしては珍めずらしく、声こわ色いろが硬かたい。

《この人は……あたしがやる》

「は？　テメエ一体何を──」

《ごめん、ちょっと下がって》

「な、なに、ちょ、テメ──」




「────ふう」

　体の支配権が祭に戻もどってきた。サンジュの力が大分弱っていたから出来た芸当だろう。祭は深呼吸して、眼前の岬を見つめた。

「……ぐ……う」

　顔には脂あぶら汗あせが浮うかび、苦く悶もんの表情を浮かべている。しかしその目は、相変わらず尋じん常じようではない狂きよう気きの光を宿していた。

「火猿……殺してやる」

　呪じゆ詛その様な呟つぶやきと共に、歩み寄ってくる。

「そんなになってもぜんぜん懲こりてないんだね」

　岬の歩みが一瞬止まる。

「その話し方は……花村……祭か」

「そうだよ」

《おい、マツリ、なにふざけてやがる、さっさと変わ──》

「ねえサンジュ。あたしの意識のまま、少しだけサンジュの力を借りる事って出来る？」

《あ？　何言ってんだ》

「お願い」

《……まあテメエの体だ、好きにしろや。ただ、あんまり長くはもたねえぞ》

「ありがと」

　不意に、体が軽くなったような気がした。その場で軽く跳はねてみる。頭で思った事がダイレクトに体に伝わる感覚。運動神経の壊かい滅めつしている祭にとっては未知の体験だった。

「アハハ、どんなつもりか知らないけど何で火猿を引っ込めた？　あんだけ痛め付けられたんだから、自分でやりかえしたいって訳？」

「……よく分かったね。ずっと中で我が慢まんしてたけど、もう限界なんだ」

　祭は薄うすく笑って、自らの顔を横一文字に撫なぜた。

「クハハ、傷は消えても女が顔をやられたら怒いかり狂くるうのも当然か……舐なめんな、そんなにあまくねえよ！」

　岬は荒あらい呼吸のまま、歪いびつ機きの守もりを顕けん現げんさせた。体内に残った粘性機群の少なさからか、その刀身はお粗そ末まつで脇わき差ざし程度の長さしか有していない。

「これでも……あんたをぶった斬ぎるには十分だ！」

「あたしってさ、よく能天気だって言われるんだよね」

　祭は猛たける岬には構わずに、落ち着いた調子で台詞せりふを発する。

「火猿ごと……死ねっ！」

　振り下ろされた刃やいばを事もなげにかわす。

「実際そうなんだけどね。悪口とか言われてもあんまり気になんないし、うっ、て思っても次の日になると大体忘れてるし」

「何を……言ってるっ！」

　刀の連れん撃げきをかわしながら、祭の言葉は続く。

「闘とう争そう心とか無いのかもしれないね。本気で怒おこったのなんて記き憶おくに残ってないし」

「こ……このおっ！」

　苛いら立だちと焦しよう燥そうを募つのらせた岬が更さらに声を荒げ、祭の脳天に刀を振ふり下ろさんとするが、

「くっ……」

　祭がその手首を摑つかみ取り、握にぎり潰つぶす勢いで力を込める。

「うぐ……あ……」

　歪機守は、甲かん高だかい音と共に床ゆかに落ちた。

「く……このっ！」

　開いた方の手で岬が苦し紛まぎれに放った拳こぶしが、祭の頰ほおを直ちよく撃げきする。

「ハハハ……どうだ、また綺き麗れいな顔が台無しだなっ、もう一げき──っ！」

　祭の表情を確かく認にんした岬は息を吞のむ。

「こういう事されてもあんまり腹立たないしね」

　笑っていた。まるで矮わい小しような存在を憐あわれむ慈じ母ぼのような顔つきで。

「何を……かっこつけてんだ！　さっき自分でもう我慢の限界とか言ってただろうがっ！」

「でも……でもさ……」

　つかつかと歩み寄って行き、血ち溜だまりの中の猿のぬいぐるみを拾い上げる。ずたぼろになったそれを愛いとおしげに握りしめる。

「何後ろ向いてんだ、舐めてんのかっ！」

　岬は床の歪機守を手にして祭に斬りかかる。

「覚えといた方がいいよ」

　振り向いた祭の顔つきが豹ひよう変へんした。

「サンジュに手を出したらさ──」

「おおおおっ！」

　向かい来る岬を、ぎろり、と睨にらみつける。

「あたしがぶっ殺すんだからっ!!」

　ごぎゃり、と祭の拳が岬の顔面にめり込んだ。

　紙かみ屑くずのように吹ふき飛んだ彼女は、コンクリートの上を何度か跳ねまわった後、壁へき面めんに叩たたきつけられ、そのまま床にずり落ちた。口からは大量の泡あわが溢あふれて、完全に白目を剝むいている。

　祭は大きく深呼吸すると、会心の笑えみで高らかに宣言した。

「勝ちいっ！」




「あ……あれ？」

　気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、全身から精力を絞しぼり取られたような虚きよ脱だつ感が襲おそってきて、祭はへたりこんだ。

「ったく……くだらねえ事しやがって」

「サンジュ……」

　握りしめたぬいぐるみの残ざん骸がいから声が聞こえて来た。サンジュの意識はそちらに移ったらしい。

「戻もどって来たわけじゃ……ないんだよね」

「ああ……おそらくは後数分しかもたねえ」

「……そっか」

「んだよ、かわいくねえな。泣きだすとかしねえのかよ」

「はは、そういうのはさっきやっちゃったしね」

　祭の心は不思議な程ほどに凪ないでいた。

「ああ、あれか、『サンジュ……助けて』とか言ってバカみてえに涙なみだぐんでたっけな」

「な……なっ！」

　瞬しゆん時じに顔面が紅潮する。あんな噴ふん飯ぱんものの内容を、全部本人に聞かれていたのだろうか。この場から消しよう滅めつしてしまいたくなる。

「な、泣いてないよ！」

「噓うそこけ『ねえ……返事してよ』とか聞いてるこっちが恥はずかしいっての。テメエどんだけ俺様の事好きなんだよ、気持ち悪わりぃんだよボケが！」

「ぐ……サ、サンジュだって『マツリに手を出す奴やつはぶっ殺す』みたいな事言ってたじゃん。そっちこそあたしの事大好きなくせに！」

　照れも無く、自然にその台詞せりふが出た。やはり自分とサンジュの関係はこの方が心地ここちいい。

「バ……バッカ！　あれはただのぶん殴なぐる口実だっての。ていうかテメエも今さっき、パクッて似たような事言ってただろうが！　クソマツリの分際で、俺様に口答えしてんじゃねえよカス！」

「うう、その言い方可愛かわいくないっ」

「あんだよ！」

「…………」

「…………」

「……ぷっ」

「……くっ」

『はははっ』

　目があった両者は、どちらともなく笑いだした。




　ひとしきり続いた笑いが終わった後、サンジュが口を開く。

「……そろそろ限界みてえだな、意識がやばくなってきやがった」

「……そっか」

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。暫しばらくしてそれを破ったのはサンジュだった。

「マツリ……」

「何？」

　サンジュは顔を背そむけて、ぼそりと呟つぶやいた。

「その……ありがと……な」

「──っ！」

　こらえていたものが一気に噴ふき出しそうになる。

　いつもだ。いつも一いつ緒しよだった。祭とサンジュはどんな時も一緒にいたのだ。

　言葉にならない感情が込みあげてくる。最後なんだから何か言わなければと思うが、全く浮うかんでこない。

「……あ」

　そんな中、祭はふと、初めて会った時のサンジュの言葉を思い出した。

「あのよ、マツリ──」

　続けて何事かを言いかけたサンジュを、手で制する。

「あー、サンジュ、分かってないなあ」

「なんだと？」

　あの時は理解出来なかったが、今なら分かる。言葉は要らない。サンジュとの別れに無ぶ粋すいな長台詞などいらない。

「もっとさ、あたし達に相応ふさわしいさよならの仕方ってのがあるでしょ？」

　語るべき想おもいは既すでに、互たがいの胸で共有されているのだから。

「……ケッ、あんな昔の事覚えてたのかよ」

　どうやら、サンジュも理解したらしい。期せずして笑いが起きる。

「ふふっ」

「ククッ」

　最後の瞬しゆん間かん、二人は同時に口を開いた。

『バーカ』







　　　　エピローグ







「ぎゃああっ！」

　抜ぬけるような青空から落ちて来た白球は掲かかげたグローブを素す通どおりし、祭の額に直ちよく撃げきした。ランナーは楽々ホームイン。完かん膚ぷ無なきまでのサヨナラ負けだった。

「はうう」

　その場に力無くへたり込む祭の元へ、チームメイト達が駆かけ寄ってくる。

「いや、それにしても見事な当たりっぷりだね」

「漫まん画がみたいな音したよね、スコーンって」

「でも凄すごいじゃん、一応ボールが落下する位置にはいたんだから」

　非難の声が一つもない事が逆にいたたまれない。

「ううう……」

　恨うらみがましく転がったソフトボールを見つめるが、それで結果が覆くつがえるはずもない。背中に哀あい愁しゆうを漂ただよわせている所へ、とてとてという漫画チックな足音が近寄ってきた。

「ま、祭ちゃん……」

　南屋晴夏が元々極小の体を更さらに縮こまらせ、おずおずと話しかけてくる。

「ご、ごめんねごめんね。痛かったでしょ」

　ぺこぺこと何度も謝罪する晴夏。その度たびにトレードマークのポニーテールが激しく上下する。祭は頭を搔かきながら軽い調子で返した。

「なはは、ごめんも何も普ふ通つうのフライだし、気にしないでよ晴ちん」

　晴夏はこの日、三打席三ホーマーという化け物じみた結果を残していた為ため、祭が絡からむ余地は微み塵じんも無かったのだが、最後の最後に、吸いこまれるようにして打球が祭に降ってきたのだった。

「でもでも、怪け我がしたの頭だし……」

　潤うるんだ上うわ目め遣づかいに、いけない衝しよう動どうに目覚めそうになったのは祭だけではないらしく、チームメイト達もどこかばつが悪そうに顔を逸そらしている。

　祭は何か既き視し感かんじみたものを感じながらも、笑い返した。

「あはは、ちょっとフラつくだけだからへーきへーき」

「……ちっ」

「え？　なんて？」

「あ、ううん、なんでもないよっ、たんこぶの敏びん感かんな部分触さわっていじめようとか、デコ流血最高とか、失神白目だったら萌もえ死ぬとか、微塵も思ってないからっ」

　非常に残念な空気が場に漂った。

「ああ……晴夏ってこういう子だったよね……そういえば」

　晴夏の放つ萌えの波動に心を奪うばわれかけていた友人達の目が、急速に醒さめていく。

「ち、違ちがうの……みんなっ。私はそんなんじゃないの」

「う……」

　捨てられた子犬のような晴夏の目線に、彼女らの心が再び傾かたむきかける。

「……よいしょっと……ん？」

　その様子を横目で見ながら立ち上がろうとした祭だったが、手を突ついた先にあったのは、先さき程ほど自らの額に直撃したソフトボールだった。

「うわわっ……ぐえっ！」

　バランスを崩くずした祭は後頭部を地面に打ち付ける。

「昭和のコントみたいなのキタ────────ッ！」

　拳こぶしを高々と掲げ、歓かん喜きにうち震ふるえる晴夏。

「祭……これどう反応すればいいわけ？」

　今度こそ完全に魔ま法ほうが解けた様子の友人達が、乾かわいた視線で聞いてくる。

「いや、ほっとくしかないと思うけど……」

　祭が乾いた口調で返したその時、

「危ないっ！」

　唐とう突とつに鋭するどい声が飛んできた。

　振ふり向いた先にあったのは、もう一面で行われていた試合の打者が放ったライナー性の打球だった。

　このままではぶつかる、と脳が警けい鐘しようを鳴らすが体が反応しない。

「っ！」

　覚かく悟ごして目をつぶった瞬しゆん間かん、

「ていっ！」

　祭の顔面に直撃する寸前、凄すさまじい瞬しゆん発ぱつ力りよくで横っ跳とびしてきた晴夏が白球を素す手でで摑つかみ取った。

「祭ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　特に痛がるでもなく平然としている晴夏は、もう片方の手を祭に差し伸のべる。

「は、晴ちん、ありがと……」

　祭がその手を取って立ち上がろうとしたその時、

「危ないっ！」

　またしても唐突な声。今度は男子がサッカーをしているフィールドからだ。振り返った時には、白黒の球体が眼前に迫せまっていた。

「ぎゃああああっ！」

　為なす術すべも無く額に直ちよく撃げき。

「神がかり的な確率でなんかキタ───────ッ！」

　地で悶もだえる祭に、興奮の極きよく致ちに達して天を仰あおぐ晴夏。

　そんな両者に、おまえらもういいよ、と言わんばかりのタイミングで授業終しゆう了りようのチャイムが降り注いだ。




　五時限目の体育の後の古典というのは、はっきり言って拷ごう問もんに等しい。初老の教師が淡たん々たんと読みあげる言葉の羅ら列れつは、とても自国の言語とは思えず、眠ねむりの世界へと誘いざなう子こ守もり唄うたにしか聞こえない。

　周りの生徒達が次々と船を漕こぎ始める。しかし、今日に限っては祭の意識は、ひりつく額の痛みによってなんとか保たれていた。

　かといってまともに授業を聞く気にもなれずぼーっとしていたが、何気なく机にかかった鞄かばんに目が行った。そこに猿さるのぬいぐるみはぶら下がっていない。

「もう一ヶ月……か」

　サンジュと別れた直後の事を思い出す。




　目の前には昏こん倒とうしたマキナリア二人に加えて、瀕ひん死しの大吾と悠季。救急車を呼ぶわけにもいかず、祭は途と方ほうに暮れていた。

　その背中に、唐突に声がかかった。

「いやいや、ごくろーさん」

　あまりに突とつ然ぜんだったので、祭はびくり、と身を強こわ張ばらせた。恐おそる恐る振り返る。

「だ、誰だれ？」

　そこには得体の知れない人物が立っていた。体にぴっちりとした深しん紅くのライダースーツを張り付け、顔には奇き妙みような文様の仮面を装着している。そのボディーラインや声こわ色いろからして、女性である事は間ま違ちがいないだろう。

　しかし、一体どこから現れたのだろうか。シャッターの穴からであれば気がつかないはずは無いし、いきなり湧わいて出たとしか思えない。得体の知れない仮面の女は、ぱちぱちと手を鳴らしながら近づいて来る。

「いやー、実におもろいもん見してもろたで。火猿もたいがいやったけど、もっとごっついのはあんたや、お姉ちゃん。自分どんだけ根こん性じよう据わっとんねん。相方の仇かたきを己おのれで討うとうなんてごっつ痺しびれるわほんま。おまけに末まつ端たんとはいえ、粘性機群の本体顕けん現げんさすときたもんや。あまりに感動したんで、思わず出てきてもうたわ。ほんまはみだりに干かん渉しようしたらあかんねんけど、戦せん闘とう行こう為いには手え出しとらんからオッケーって事にしとこか。まあでもばれたら首切りでは済まんなこりゃ。なははは」

　女は一人で勝手にペラペラとまくし立てていた。何が何やら分からない祭は、呆ぼう然ぜんとする事しか出来ない。

　女がマキナリア二人に視線を向ける。

「しっかし、こいつらも大分やんちゃしおったなあ。でもな、まだ他ほかのマキナリアにあんたらの事は報告してないはずや。まあ、このまま帰したら、面めん倒どうな事になるのは間違いないわな。まあこんなチンケな奴やつらのせいで、あんたがどうこうされるのは、おもろないわ。うし、ええもん見せてもらったお代がわりっちゅうことで、ワイがなんとかしといたるわ」

　女がぱちんと指を鳴らすと、岬と赤井の体は、何の予兆も無く忽こつ然ぜんと消え去った。

「……え？」

　なんの見み間ま違ちがいかと目を擦こする。

「あー、別に物ぶつ騒そうな事はせえへんから安心しとき、適当に記き憶おくいじって、マキナガーデンに放ほうりこんどくわ……おう、そうそう、ここまで違い反はんやったんやから、もののついでや、あんたのツレも一発いてこましといたるわ……うしょ」

　女は大吾と悠季に歩み寄ると、二人を軽々と両りよう脇わきに抱かかえた。

「ちょ、ちょっと……」

「まあまあ、悪いようにはせえへんから、家戻もどって茶でもすすっとき……それよりお姉ちゃん」

　女はそこで一いつ旦たん言葉を切り、振ふり返った。

「あんたもしかしたら、化けるかもしれん……期待してるで」

「え……」

　彼女は悠季と大吾を伴ともなって、ふっ、とその場から消え去った。

「な……何だったの」

　辺りを確かく認にんするも、倉庫内には祭以外、誰もいなくなっていた。暫しばらく呆然としていた祭だっ

たが、近づいてくるサイレンの音にふと我に返る。

　いくら人ひと気けのない場所とはいえ、サンジュと粘性機群があれだけ派手に暴れ回ったんだから

遠くからでも目もく撃げきされるのは当然だ。

　こんな所に衣服をぼろぼろにした女子高生が留とどまっていたら、面倒な事になるのは間違いない。祭は自転車を伴ってそそくさとその場から離り脱だつしたが、不思議と疑念や不安は湧いて来なかった。あのライダースーツの女性からは、悪意や敵意の類たぐいが感じられなかったからだ。

　祭の直感通り、大吾と悠季は、その日の内の夕方に帰って来た。驚おどろくべき事に、瀕死の重傷だったはずの怪け我がが、二人してほぼ全快に近い状態に治ち療りようされていた。両者にその間の記憶は一いつ切さい無く、気が付いたら寮りようの前に投げ出されていたらしい。

　そして女がその姿を現す事は一切なかった。







　それから早一ヶ月、危き惧ぐしていたマキナリアの襲しゆう撃げきも起こらず、祭達は以前と変わらぬ日常を取り戻していた。

　ただ一つ、サンジュがいない事を除いては。

　朝起きても部屋に誰もいない。出かける際に無む理り矢や理りついてこない。悪口雑言が頭に響ひびいてこない。

　呼吸をし、食べて寝ねるのと同等レベルであった当たり前の事こと柄がらが、ごっそりと抜ぬけ落ちている。

　辛つらくない、と言えば噓うそになる。でも祭は塞ふさぎ込んで歩みを止めたりしない。そんな事をしたら、すぐさま生意気な猿さるの罵ば声せいが飛んでくるだろうから。




「んじゃ、また明日ねっ」

　放課後、大吾、悠季の両名に別れを告げた祭は、自宅に辿たどり着いた。

　書しよ斎さいに籠こもっている光は、夕食の準備までは顔を出さないので、祭は二階の自分の部屋へ直行する。

「ただいまっ」

　誰だれもいない室内に軽快な声を飛ばす。当然反応は返ってこない。祭は学習机まで歩み寄って行き、ちょこんと座っている猿のぬいぐるみに目をやった。

　中身の綿を詰つめ替かえ、綻ほころびを丁てい寧ねいに修しゆう繕ぜんしたそれは、縦に走る大規模な縫ぬい跡あとを除いて、以前とほぼ変わらない姿を取り戻していた。深しん紅くのボディーカラーが幸いして、洗っても残ってしまった祭の血けつ痕こんなどはほとんど目立っていない。

「うりゃっ」

　祭は手刀をその脳天に叩たたきこんだ。ぬいぐるみは力なくぐにゃり、と崩くずれ落ちる。

「……だよね」

　祭は労いたわるような手つきで、ぬいぐるみを元の体勢に戻す。

　それから、日課にしている行動を開始した。机き上じようのメモ帳の束から一枚を破り取って、なにやら文字を書き殴なぐる。それをセロハンテープで、ぬいぐるみの頭頂部に貼はり付けた。

「よし……あっ！」

　そこで彼女は、急に何かを思い出したように、口に手をやった。

「頼たのまれてたじゃがいも買ってくるの忘れてたっ」

　慌あわただしく部屋を飛び出していく。

「へ？　ちょ、ひゃあああっ！」

　階段から落ちたようだが、それに痛つう烈れつな面めん罵ばを浴びせる者はいない。祭が半泣きで家を出た後も、室内は当然の如ごとく静まりかえっていた。




　不意に、祭が閉め忘れた窓から一いち陣じんの風が吹ふき込み、ぬいぐるみに貼り付けられた紙切れが剝はがれて宙を舞まった。しばらく中空を漂ただよった後、ふわりと床ゆかに落ちる。

　その表面にはただ一言、こう記されていた。

『早く帰ってこい、バカ猿』







　あとがき







　高校時代、書店で立ち読みをしていた僕は、ふと下半身に違い和わを感じて、顔を上げました。

　そこにあったのは驚きよう愕がくの光景。なんと見知らぬおっさんが傍かたわらに立ち、僕の局部をまさぐっているではありませんか。

「な……な……」

　絶句する僕を見て、おっさんはにやり、と口くちの端はを上げました。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　……いや、なにがだよ！




　初めまして、春日部タケルです。

　僕は昔からなぜだか、オネエ言葉を使うような人種に異様に好かれます。いや、ほんとに勘かん弁べんしてほしいんですが、ネタとしてはおいしいので、事細かに描びよう写しやして、あとがきから読む派の方々のハートをがっちり摑つかもうかと思っていたんですが、本編の分量との兼かね合いで二ページしか貰もらえず、縮小版でのお届けとなりました。短編を書けるぐらいの構想はあったのに、遺い憾かんの極きわみです。

　なんかもう半分ぐらい字数使っちゃったんで、内容に触ふれますね。この作品のコンセプトはズバリ『ひたすらに少年漫まん画が』です。作者は永遠の中学二年生なので「いくぞ！」「こい！」ドカーン、バキーン「どうだ」「や、やられた」的な王道展開が大好きです。　（註ちゆう　漫画を馬ば鹿かにしている訳ではありません）

　その一方でちょいと王道から外れた要素もありまして、主人公が女子──非常に残念な感じの奴やつですが一応染色体はＸＸ──ですので、一風変わった感じを楽しんでもらえるんじゃないかな、と思っています。

　最後に謝辞を。この作品が世に出る機会を与あたえてくださった選考委員の皆みな様さま、スニーカー編集部の皆様、並びに制作、流通の過程において本書に携たずさわってくれた全すべての方々、本当にありがとうございました。

　担当Ｙ女史。これからも過激すぎる下ネタの添てん削さくをよろしくお願いします。そしてイラストレーターの「も」さん。僕が二巻を書いている目的の大半はあなたの絵が見たいからです。いや、マジで。

　そして読者の皆様に一番の感謝を。あなたが「おっ」でも「うっ」でも「げっ」でも「けっ」でも、とにかく何がしかの感想を抱いだいてくれる事が、作者にとって一番の励はげみになります。

　それではまた二巻でお会いしましょう。


二〇一〇年十月　春日部タケル　　
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